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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、人権問題の解決を図るための啓発や教育等施策を一層推進するための基礎資料を得

ることを目的として実施したものです。 

 

２ 調査対象 

生駒市在住の 16歳以上の市民を、住民基本台帳より無作為抽出 

 

３ 調査期間 

平成 30 年５月 10 日から平成 30 年５月 31 日 

 

４ 調査方法 

郵送配布・郵送回収による郵便調査法。 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

3,000 通 1,333 通 44.4％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・内閣府調査とは、「平成 29 年度内閣府人権擁護に関する世論調査」のことです。 

・奈良県調査とは、「平成 29 年度奈良県人権に関する県民意識調査」のことです。 

・自由意見については、差別を助長するものなどを除いて記載しています。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 回答者属性 

性別 

「女性」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「男性」の割合が 38.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 選択しない 無回答

N =

　 1,333 38.9 57.4 1.9 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 40.9 56.0 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

N =

1,996 40.5 57.9 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答
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【年齢別】 

年齢別でみると、すべての年齢で「男性」より「女性」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

41.3

46.6

35.6

33.1

38.3

42.0

46.8

56.5

52.3

62.1

63.1

59.3

57.0

51.5

2.2

1.1

2.3

3.0

2.0

0.6

1.8

0.8

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 選択しない 無回答
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年齢 

「65～69 歳」の割合が 12.9％と最も高く、次いで「70歳以上」の割合が 12.8％、「45～49 歳」

の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳

65～69歳 70歳以上 無回答

N =

　 1,333
3.5

3.1
3.5

5.5 7.6 8.6 11.1 9.7 8.9 10.7 12.9 12.8 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

3.7

3.4

4.0

4.2

2.5

3.7

3.5

4.0

4.8

6.1

4.0

7.1

8.0

12.0

6.4

9.8

24.0

10.4

11.9

8.0

9.8

10.1

4.0

8.5

9.2

16.0

11.6

10.5

4.0

13.9

12.9

4.0

15.4

11.5

12.0

0.6

0.7

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 3.8 7.6 14.5 15.4 16.4 22.9 16.3 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16歳～19歳 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳

60歳～69歳 70歳以上 無回答

N =

1,996 4.0 11.9 14.9 15.2 21.8 18.8 11.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 無回答
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職業 

「常雇いの勤め」の割合が 30.8％と最も高く、次いで「臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱

託、派遣含む）」の割合が 20.3％、「無職」の割合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

常雇いの勤め

臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）

農林漁業の自営者および家族従業者

商工業・サービス業の経営者・自営業者および家族従業者

自由業（開業医、弁護士、著述業など）

家事専業者（専業主婦など）

高校生

大学生・大学院生

専修学校・各種学校生

その他の職業

無職

無回答

N =

　 1,333 30.8 20.3
0.5

3.5
1.5

16.7
2.0

3.2
0.3

2.1
17.0 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 7.0 24.4 4.1 10.3 29.6 5.8 13.5 2.1 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業・会社経営 正社員・正職員（常勤）

派遣社員・契約社員 パート・アルバイト

主婦・主夫 学生

無職（家事・介護をしていない方） その他

無回答

N =

1,996 27.2 12.6 9.7 21.6 6.7 17.6 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常雇いの勤め

臨時・パートの勤め

農林漁業の自営者及び家族従事者、商工業、自由業、その他の職業

家事専業者

高校生、大学生、専修学校・各種学校生

無職

無回答
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「常雇いの勤め」「無職」の割合が高くなっています。また、

女性で「臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）」「家事専業者（専業主婦など）」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「無職」の割合が高くなっています。また、他に比べ、

30～39 歳で「常雇いの勤め」の割合が、40～49 歳で「臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、

派遣含む）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

48.6

19.6

32.0

11.8

26.8

16.0

0.8

0.3

5.4

2.4

4.0

2.5

0.5

12.0

0.2

28.4

12.0

1.9

2.2

4.4

2.4

4.0

0.2

0.4

2.5

2.0

21.4

14.4

16.0

0.4

0.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常雇いの勤め

臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）

農林漁業の自営者および家族従業者

商工業・サービス業の経営者・自営業者および家族従業者

自由業（開業医、弁護士、著述業など）

家事専業者（専業主婦など）

高校生

大学生・大学院生

専修学校・各種学校生

その他の職業

無職

無回答

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

34.1

56.9

46.4

42.3

14.3

4.7

2.2

19.3

18.4

31.9

21.8

20.1

10.5

0.6

1.6

1.1

1.1

3.8

5.2

4.5

4.1

0.6

1.1

2.0

2.2

1.8

3.4

16.1

11.4

17.7

26.1

19.9

58.7 39.1

27.3 3.4

0.4

5.7

1.7

1.1

2.8

1.6

2.3

4.5

4.0

3.4

6.5

29.0

56.1

1.1

0.6

0.4

1.6

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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生駒市での居住年数 

「20 年以上」の割合が 58.1％と最も高く、次いで「10 年以上 20 年未満」の割合が 21.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

　 1,333
1.7

3.4
3.4

9.8 21.9 58.1 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

無回答

N =

1,401
2.4

4.1
4.2

10.3 22.3 53.7 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

無回答

N =

1,996 13.0 5.1 5.6
2.5

69.8 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれてからずっと 幼児の頃から ６～14歳の頃から

15～19歳の頃から 20歳以降 無回答
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、30～49 歳で「20 年以上」の割合が低く、「５年以上 10 年未満」の

割合が高くなっています。また、40～49 歳で「10 年以上 20 年未満」の割合が、30～39 歳で「３

年以上５年未満」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

1.7

1.7

4.2

2.9

4.0

2.7

3.9

4.0

9.1

10.6

12.0

23.7

21.2

16.0

58.2

59.6

64.0

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

8.0

4.0

1.5

0.8

0.6

10.2

13.2

2.7

1.6

0.3

0.6

1.1

12.1

4.2

1.2

1.9

1.8

8.7

4.5

23.6

19.4

6.5

3.8

1.8

89.1

18.2

9.2

37.6

29.4

11.1

6.4

58.0

37.9

34.6

60.1

82.2

89.5

2.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

無回答
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世帯構成 

「夫婦と子どもからなる世帯」の割合が 47.7％と最も高く、次いで「夫婦だけの世帯」の割合

が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり暮らし世帯 夫婦だけの世帯

夫婦と子どもからなる世帯 親と子ども、孫からなる世帯

ひとり親と子どもからなる世帯 その他

無回答

N =

　 1,333 6.4 27.6 47.7 7.3
4.5

4.4 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 1,401 ％

親（実親・義理の親）

配偶者（事実婚を含む）

子ども

祖父母

兄弟・姉妹

その他の親族

ひとり暮らし

その他

20.8

71.6

44.0

2.4

8.3

1.5

6.7

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N =

1,996 5.1 20.6 50.5 10.2
4.8

4.8 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし世帯 夫婦だけの世帯

夫婦と子どもからなる世帯 親と子ども、孫からなる世帯

ひとり親と子どもからなる世帯 その他

無回答
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「ひとり暮らし世帯」「夫婦だけの世帯」の割合が高くな

る傾向がみられます。また、他に比べ、16～19 歳で「夫婦と子どもからなる世帯」の割合が、16

～29 歳で「親と子ども、孫からなる世帯」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり暮らし世帯 夫婦だけの世帯

夫婦と子どもからなる世帯 親と子ども、孫からなる世帯

ひとり親と子どもからなる世帯 その他

無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

7.3

6.1

28.5

27.7

28.0

48.9

48.0

48.0

6.6

8.1

4.0

4.0

5.1

4.2

4.2

16.0

0.4

0.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

4.5

4.0

3.0

5.2

9.2

11.7

9.1

12.1

11.8

22.2

48.1

59.1

76.1

46.6

67.2

67.3

54.0

29.9

21.6

17.4

21.6

11.5

6.1

6.9

3.8

2.9

2.2

13.6

2.9

6.5

4.8

2.9

2.3

4.3

4.5

2.3

4.6

5.6

5.7

2.3

0.8

1.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%



11 

２ 人権問題等の考え方 

（１）人権についての考え 

問１ 次のような考え方について、あなたはどう思いますか。１.～15.のそれぞれにつ

いて選んでください。（それぞれ１つに○） 

「９．国や自治体は、外国人に対するヘイトスピーチ（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅

然とした態度をとる必要がある」「12．犯罪被害者のプライバシーが興味本位にとりあげられる

ことは問題だ」で「そうと思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割

合が高く、９割以上となっています。また、「14．女性専用車両は女性を保護しすぎている」で

「あまりそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が高く、約７割

となっています。 

平成 29 年度奈良県人権に関する県民意識調査（奈良県調査）と比較すると、県に比べ、９．国

や自治体は、外国人に対するヘイトスピーチ（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅然とした態

度をとる必要がある、10．自分の子どもが同性愛者であっても、親として子どもの側に立ち、力

になる必要がある、11．同性愛者であることを身近な人にも言えない社会は問題だ、15．同性の

カップルにも夫婦と同じ権利を認める必要があるで“そう思う”の割合が高くなっています。ま

た、４．家庭のルールを決めるときは、必ず子どもの意見を聞かなければならない、７．精神に

障がいがある人に対しては、なんとなく不安を感じる、14．女性専用車両は女性を保護しすぎて

いるで“そう思わない”の割合が高くなっています。 
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１． 結婚すれば妻は夫の姓を名のるのが
自然だ

２． 男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・
育児をしたほうがよい

３． 子どものしつけのためなら、時には親が体罰を
加えることはやむをえない

４． 家庭のルールを決めるときは、必ず子どもの
意見を聞かなければならない

５． 認知症の高齢者は迷惑をかけるから、
行動の自由は制限されても仕方がない

６． 障がいがあることを理由に乗り物への乗車や
入店を断られるのは問題だ

７． 精神に障がいがある人に対しては、なんとなく
不安を感じる

８． 外国籍であっても、自治体の住民であるから
には地方参政権を認め、投票できるようにする
必要がある

９． 国や自治体は、外国人に対するヘイトスピーチ
（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅然 とし
た態度をとる必要がある

10． 自分の子どもが同性愛者であっても、親として
子どもの側に立ち、力になる必要がある

11． 同性愛者であることを身近な人にも言えない
社会は問題だ

12． 犯罪被害者のプライバシーが興味本位に
とりあげられることは問題だ

13． 刑を終えて出所した人を、社会復帰できるよう
地域社会で、支える必要がある

14． 女性専用車両は女性を保護しすぎている

15． 同性のカップルにも夫婦と同じ権利を認める
必要がある

N = 1,333

22.3

6.5

8.4

18.0

10.0

59.8

20.7

26.3

59.9

42.7

34.3

74.6

32.6

10.7

32.0

41.9

27.2

29.9

42.2

42.3

26.4

55.7

33.8

30.2

43.6

45.0

19.7

50.6

20.9

43.2

21.2

37.4

32.4

32.8

31.3

9.4

17.4

21.7

6.3

9.2

15.3

3.4

13.2

35.2

17.5

13.1

28.1

28.7

6.4

15.2

3.7

5.0

17.3

2.4

3.2

3.8

1.7

2.6

32.7

6.1

1.5

0.9

0.7

0.7

1.2

0.8

1.2

1.0

1.1

1.4

1.6

0.6

1.1

0.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答
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※参考 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,996

(1) 親が子どもにしつけのために体
罰を行うこと

(2) 教師が児童・生徒に体罰を行う
こと

(3) 結婚しても夫婦別姓のままでい
るということ

(4) 人を差別することは犯罪である
という意見

(5) いじめはいじめられる側にも原
因があることが少なくないという意
見

(6) 少年犯罪を減らすには、少年法
をもっと厳しくする必要があるという
意見

(7) 年齢に関係なく、犯罪は実名報
道をしたほうがよいという意見

(8) 人権を強調しすぎると、権利に
伴う義務や責任がおろそかになっ
てしまうという意見

(9) 子どもが小さいうちは、母親が
子育てに専念することはよいことだ
という意見

(10) 家族が寝たきりの高齢者の希
望に反して施設に入所させること

9.3

4.9

15.5

37.7

9.2

52.0

31.0

21.5

42.9

3.1

38.5

30.9

25.4

37.3

37.9

30.8

34.1

51.9

37.0

26.5

26.2

28.4

25.8

14.6

26.2

10.9

22.0

16.5

13.2

47.0

23.8

33.3

30.0

6.3

23.6

4.6

10.6

5.6

5.3

21.0

2.2

2.6

3.4

4.1

3.1

1.8

2.3

4.6

1.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 やや賛成 やや反対 反対 無回答
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【平成 29年度奈良県人権に関する県民意識調査（奈良県調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,219

結婚すれば妻は夫の姓を名のるの
が自然だ

男性は外で働き、女性は家庭を中
心に家事・育児をしたほうがよい

子どものしつけのためなら、時には
親が体罰を加えることやむをえない

家庭のルールを決めるときは、必ず
子どもの意見を聞かなければならな
い

認知症の高齢者は迷惑をかけるか
ら、行動の自由は制限されても仕
方ない

障害があることを理由に乗り物への
乗車や入店を断られるのは問題だ

精神に障害がある人に対しては、
なんとなく不安を感じる

外国籍であっても、自治体の住民
であるからには地方参政権を認め、
投票できるようにする必要がある

国や自治体は、外国人に対するヘ
イトスピーチを繰り返す団体に、毅
然とした態度をとる必要がある

自分の子どもが同性愛者であって
も、親として子どもの側に立ち、力
になる必要がある

同性愛者であることを身近な人にも
言えない社会は問題だ

犯罪被害者のプライバシーが興味
本位にとりあげられることは問題だ

刑を終えて出所した人を、社会復帰
できるよう地域社会で、支える必要
がある

女性専用車両は女性を保護しすぎ
ている

同性のカップルにも夫婦と同じ権利
を認める必要がある

29.3

7.9

7.5

20.3

9.5

48.5

24.0

22.3

39.0

24.4

19.3

63.2

30.7

10.1

20.9

37.2

26.5

29.8

45.0

48.5

33.1

56.8

36.8

39.3

43.6

44.5

27.2

51.7

23.1

39.6

21.7

38.5

33.2

26.2

26.3

10.9

11.3

22.5

12.1

20.3

24.8

4.2

11.6

36.1

26.7

9.0

23.9

25.8

5.0

12.0

3.9

3.9

14.4

3.4

7.1

6.0

1.8

2.2

26.7

8.5

2.8

3.3

3.7

3.5

3.8

3.6

3.9

3.9

6.3

4.7

5.5

3.7

3.8

3.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答
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１．結婚すれば妻は夫の姓を名のるのが自然だ 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「そうと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

27.6

19.2

12.0

38.3

44.2

48.0

18.7

23.1

16.0

13.7

12.2

24.0

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

19.6

21.6

17.8

15.6

16.5

28.7

35.1

32.6

35.2

42.5

48.3

46.8

37.6

39.8

28.3

25.0

22.4

22.8

24.6

19.4

12.3

17.4

17.0

16.7

12.9

11.7

10.8

11.7

2.2

1.1

0.6

0.4

0.4

3.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



16 

 

２．男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・育児をしたほうがよい 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思う”の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

8.9

5.0

4.0

30.8

24.8

24.0

37.0

38.3

28.0

22.4

31.1

44.0

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

4.3

3.4

4.6

4.6

3.2

10.2

11.7

17.4

22.7

25.9

29.3

27.8

27.1

29.2

39.1

35.2

36.8

38.8

41.1

37.3

32.2

39.1

38.6

32.2

27.0

27.4

24.5

24.0

0.6

0.4

0.4

1.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．子どものしつけのためなら、時には親が体罰を加えることはやむをえない 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思う”の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

11.0

6.9

35.6

26.5

16.0

30.3

34.5

28.0

22.2

31.8

56.0

1.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

5.7

5.2

6.1

8.1

10.8

14.0

17.4

22.7

25.9

32.7

34.7

29.6

31.0

32.6

35.2

38.5

33.8

29.8

33.1

26.9

47.8

36.4

29.9

27.0

27.4

25.5

26.9

0.6

0.4

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４．家庭のルールを決めるときは、必ず子どもの意見を聞かなければならない 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～29 歳で“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。

また、30～39 歳で“そう思わない”の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

18.1

18.3

4.0

43.9

41.2

48.0

30.4

34.2

32.0

6.7

5.9

12.0

0.8

0.4

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

23.9

22.7

13.8

14.1

16.9

18.2

25.7

58.7

54.5

40.2

44.1

39.9

42.0

35.7

17.4

19.3

41.4

34.6

32.3

32.5

32.7

3.4

4.6

6.8

10.5

6.1

5.3

0.4

0.4

1.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５．認知症の高齢者は迷惑をかけるから、行動の自由は制限されても仕方がない 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思う”の割合が高く、約６割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～39 歳で“そう思う”の割合が高く、約６割となっています。

また、70歳以上で“そう思わない”の割合が高く、５割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

13.1

8.1

8.0

45.9

40.7

36.0

26.8

33.7

32.0

13.1

16.7

16.0

1.2

0.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

6.5

13.6

9.8

9.1

10.1

10.2

11.1

50.0

48.9

51.7

44.9

41.9

38.5

32.2

32.6

23.9

23.6

35.0

30.2

31.2

36.8

10.9

13.6

14.4

9.9

17.7

18.2

18.1

0.6

1.1

1.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６．障がいがあることを理由に乗り物への乗車や入店を断られるのは問題だ 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「あまりそう思わない」の割合が高く、約２割となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

59.5

60.8

40.0

25.0

26.5

40.0

11.2

8.2

12.0

3.5

3.8

8.0

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

60.9

45.5

62.6

57.8

58.9

60.8

67.8

26.1

30.7

28.2

29.7

29.0

24.2

15.8

13.0

20.5

6.9

8.4

8.9

8.3

9.9

3.4

2.3

3.4

2.8

5.4

5.3

0.8

0.4

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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７．精神に障がいがある人に対しては、なんとなく不安を感じる 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、約６割となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、30～59 歳で“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

22.4

19.2

32.0

52.0

58.8

36.0

18.9

16.5

24.0

5.4

4.7

1.3

0.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

15.2

22.7

31.6

19.4

16.5

18.8

20.5

56.5

50.0

50.0

62.0

60.5

53.5

53.2

23.9

21.6

14.4

14.8

18.5

19.7

15.8

4.3

4.5

4.0

3.4

3.6

6.4

7.6

1.1

0.4

0.8

1.6

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８．外国籍であっても、自治体の住民であるからには地方参政権を認め、投票できるようにする 

必要がある 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で“そう思う”の割合が高く、６割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ“そう思う”の割合が高くなる傾向がみられ、16～19 歳

で８割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

27.2

26.1

12.0

28.3

37.9

36.0

20.2

22.4

28.0

23.3

12.8

24.0

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

45.7

28.4

35.1

20.5

21.8

25.8

26.9

39.1

38.6

34.5

37.3

37.5

28.0

31.0

10.9

17.0

17.8

24.7

21.4

25.5

19.3

4.3

15.9

12.1

17.1

19.0

18.8

21.6

0.6

0.4

0.4

1.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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９．国や自治体は、外国人に対するヘイトスピーチ（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅然と 

した態度をとる必要がある 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で“そう思わない”の割合が高く、約２割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

62.8

58.2

44.0

27.6

32.3

40.0

6.4

6.3

8.0

2.1

2.6

1.2

0.7

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

43.5

45.5

60.9

54.4

63.3

62.7

67.8

45.7

35.2

31.6

33.5

30.2

28.7

22.2

6.5

14.8

6.3

9.1

3.2

4.1

6.4

2.2

4.5

1.1

1.9

2.8

2.5

2.3

2.2

1.1

0.4

1.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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10．自分の子どもが同性愛者であっても、親として子どもの側に立ち、力になる必要がある 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思わない”の割合が高く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

37.0

46.5

44.0

44.7

42.7

52.0

12.9

6.8

4.0

4.2

2.6

1.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

56.5

55.7

57.5

49.4

38.3

31.2

34.5

39.1

34.1

37.4

43.0

47.6

48.4

43.9

2.2

6.8

4.0

6.8

9.7

12.7

12.9

2.2

3.4

1.1

0.4

2.8

5.1

7.0

0.4

1.6

2.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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11．同性愛者であることを身近な人にも言えない社会は問題だ 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

29.1

38.0

24.0

44.5

45.5

52.0

20.0

12.0

16.0

5.2

2.9

4.0

1.2

1.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

43.5

45.5

37.9

38.0

29.4

31.5

28.7

45.7

42.0

47.7

42.2

49.6

43.9

45.6

6.5

9.1

13.2

17.1

15.3

16.2

18.1

4.3

3.4

1.1

1.9

4.0

6.4

4.7

0.8

1.6

1.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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12．犯罪被害者のプライバシーが興味本位にとりあげられることは問題だ 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～29 歳で「そうと思う」の割合が低く、６割台半ばとなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

73.4

76.5

60.0

22.5

17.9

20.0

1.9

3.7

12.0

1.0

1.8

8.0

1.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

65.2

65.9

80.5

73.4

73.0

74.5

83.6

30.4

25.0

15.5

20.2

21.8

20.4

13.5

4.3

5.7

2.9

3.8

2.8

2.9

1.8

3.4

0.6

2.3

2.0

1.3

0.6

0.6

0.4

0.4

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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13．刑を終えて出所した人を、社会復帰できるよう地域社会で、支える必要がある 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳、70歳以上で“そう思う”の割合が高く、約９割となっ

ています。また、40～49 歳で“そう思わない”の割合が高く、２割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

33.9

31.5

32.0

48.4

52.8

40.0

14.5

12.4

12.0

2.5

2.4

12.0

0.8

0.9

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

43.5

34.1

25.9

24.0

25.8

36.6

50.3

45.7

47.7

54.6

53.2

56.5

49.4

40.9

10.9

13.6

14.9

18.6

15.3

9.9

7.0

4.5

4.6

3.4

2.0

1.6

1.2

0.8

0.4

2.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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14．女性専用車両は女性を保護しすぎている 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思う”の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60～69 歳で“そう思う”の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

17.5

6.1

8.0

24.7

18.7

16.0

33.3

36.9

36.0

23.7

38.0

36.0

0.8

0.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

10.9

11.4

10.9

7.2

7.7

12.4

17.0

17.4

21.6

19.5

18.3

21.0

25.8

18.1

50.0

33.0

41.4

36.1

32.3

32.5

35.1

21.7

34.1

28.2

37.6

39.1

28.3

29.2

0.8

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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15．同性のカップルにも夫婦と同じ権利を認める必要がある 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

27.9

34.2

44.0

40.1

46.5

20.0

21.4

14.6

28.0

9.4

3.5

4.0

1.2

1.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

54.3

46.6

43.7

31.2

29.8

22.9

26.3

30.4

42.0

44.8

44.9

46.0

44.9

38.0

13.0

6.8

8.0

20.2

17.7

21.3

22.8

2.2

4.5

3.4

3.0

5.6

8.6

10.5

0.8

0.8

2.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）人権全般関心項目 

問２ 次の人権問題で、あなたが関心のあるものは何ですか。また、あなたの身近には

どのような人権問題があると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

関心があるものについては、「子どもに関する問題」の割合が 56.4％と最も高く、次いで「高

齢者に関する問題」の割合が 55.1％、「インターネットを悪用した人権侵害に関する問題」の割

合が 54.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、すべての項目で割合が増加しています。 

平成 29 年度内閣府人権擁護に関する世論調査（内閣府調査）と比較すると、「女性に関する問

題」「子どもに関する問題」「高齢者に関する問題」「同和問題」「在日外国人に関する問題」「性同

一性障がい者（身体的な性と心の性が一致しない者）に関する問題」「性的指向（異性愛、同性愛、

両性愛など）に関する問題」「北朝鮮当局による拉致問題」の割合が高く、「障がい者に関する問

題」の割合が低くなっています。 

 

身近にあるものについては、「高齢者に関する問題」の割合が 40.7％と最も高く、次いで「子

どもに関する問題」の割合が 28.5％、「女性に関する問題」の割合が 24.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「女性に関する問題」「子どもに関する問題」「高齢者に関する

問題」「障がい者に関する問題」「同和問題」「在日外国人に関する問題」「ハラスメントなど職場

での問題」「非正規雇用など雇用形態の問題」「ワーキング・プアの問題」「プライバシー保護に関

する問題」「インターネットを悪用した人権侵害に関する問題」の割合が増加しています。 
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※「生活保護に関する問題」は平成 25 年度調査にはありません。 

 

  

％

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障がい者に関する問題

同和問題

在日外国人に関する問題

ハラスメントなど職場での問題

非正規雇用など雇用形態の問題

ワーキング・プアの問題

生活保護に関する問題

ＨＩＶ感染者、ハンセン病回復者等に関す

る問題

刑を終えて出所した人とその家族に関す
る問題

犯罪被害者とその家族に関する問題

プライバシー保護に関する問題

インターネットを悪用した人権侵害に関す

る問題

性同一性障がい者（身体的な性と心の性

が一致しない者）に関する問題

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）

に関する問題

北朝鮮当局による拉致問題

その他

無回答

47.9

56.4

55.1

44.5

25.9

30.7

43.1

44.1

43.2

42.5

24.9

29.1

34.9

47.1

54.7

25.3

23.6

49.4

2.3

4.7

24.8

28.5

40.7

23.7

9.1

11.0

19.7

20.9

14.1

11.6

4.4

4.3

4.2

18.4

14.1

6.2

5.3

3.5

2.3

32.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

関心がある （N = 1,333）

身近にある （N = 1,333）
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【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障がい者に関する問題

同和問題

外国人に関する問題

職場（※パワーハラスメント等）での問題

非正規雇用など雇用形態の問題

ワーキングプアの問題

ＨＩＶ感染者、ハンセン病回復者等に

関する問題

刑を終えて出所した人とその家族に
関する問題

犯罪被害者とその家族に関する問題

性同一性障がい者に関する問題

プライバシー保護に関する問題

インターネットを悪用した人権侵害に

関する問題

性的指向（異性愛、．同性愛、両性愛
など），に関する問題

北朝鮮当局による拉致問題

その他

24.0

38.5

47.0

28.1

10.9

13.0

20.0

35.3

29.9

8.2

13.2

15.7

8.7

28.6

36.1

6.7

30.5

1.1

8.2

14.5

25.2

11.5

3.8

4.2

8.2

12.8

7.8

1.1

1.3

1.1

1.6

6.6

5.0

1.1

0.5

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

関心がある （N = 1,401）

身近にある （N = 1,401）
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①関心があるもの 

【平成 29年度内閣府人権擁護に関する世論調査（内閣府調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,758 ％

女性

子ども

高齢者

 障害者

 部落差別等の同和問題

アイヌの人々

外国人

ＨＩＶ感染者等

ハンセン病患者・回復者等

刑を終えて出所した人

犯罪被害者等

インターネットによる人権侵害

北朝鮮当局によって拉致された被害者等

ホームレス

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）

性同一性障害者（生物学的な性と性自認

（こころの性）が一致しない者）

人身取引（性的搾取、強制労働等を目的と
した人身取引）

東日本大震災に伴う人権問題

その他

特にない

30.6

33.7

36.7

51.1

14.0

6.7

15.0

10.8

11.2

14.6

16.9

43.2

26.2

11.8

15.0

15.5

10.5

28.8

0.2

7.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「同和問題」「在日外国人に関する問題」の割合が、女性で「女

性に関する問題」「子どもに関する問題」の割合が高くなっています。また、選択しないで「ワー

キング・プアの問題」「性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）に関する問題」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

男性 519  38.2  53.8  54.1  45.3  30.1  35.6  44.7  45.5  43.5  44.7  

女性 765  54.4  59.0  55.9  43.3  22.5  27.2  41.6  43.3  42.5  40.7  

選択しない 25  44.0  44.0  48.0  48.0  24.0  20.0  44.0  44.0  48.0  44.0  

 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 26.4  30.3  37.2  47.8  56.3  23.7  22.9  49.9  2.9  5.0  

女性 23.7  28.8  33.9  46.4  53.5  26.1  23.7  49.3  2.0  4.4  

選択しない 16.0  20.0  20.0  48.0  56.0  24.0  28.0  48.0  － 4.0  

 

  



35 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「高齢者に関する問題」の割合が高くなる傾向がみられ、

70 歳以上で約７割となっています。また、他に比べ、20～39 歳で「女性に関する問題」「子ども

に関する問題」の割合が、50～59 歳で「インターネットを悪用した人権侵害に関する問題」の割

合が、70歳以上で「同和問題」「北朝鮮当局による拉致問題」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

16～19 歳 46  32.6  39.1  28.3  26.1  13.0  32.6  32.6  32.6  21.7  13.0  

20～29 歳 88  56.8  64.8  44.3  39.8  30.7  42.0  53.4  48.9  47.7  43.2  

30～39 歳 174  54.0  66.1  52.9  44.8  24.7  25.9  48.9  43.1  44.8  36.2  

40～49 歳 263  49.8  61.6  55.9  46.0  22.4  26.6  44.5  41.4  43.7  40.7  

50～59 歳 248  41.5  48.4  53.6  41.9  27.0  30.2  46.0  46.4  43.1  45.6  

60～69 歳 314  46.2  54.5  57.6  44.9  22.9  29.9  35.4  42.4  43.0  43.6  

70 歳以上 171  49.7  56.7  67.3  51.5  35.1  36.3  40.9  49.1  43.3  50.9  

 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

16～19 歳 19.6  26.1  30.4  39.1  45.7  26.1  26.1  28.3  2.2  8.7  

20～29 歳 31.8  36.4  44.3  51.1  54.5  43.2  43.2  42.0  4.5  3.4  

30～39 歳 24.1  34.5  39.1  47.7  55.2  30.5  26.4  37.9  1.7  4.6  

40～49 歳 20.9  25.1  31.9  43.3  49.0  22.1  20.9  37.3  2.3  4.9  

50～59 歳 26.6  28.2  33.9  48.4  63.3  21.0  19.4  46.0  2.0  4.0  

60～69 歳 22.0  24.2  30.6  43.6  52.2  19.1  18.5  58.0  1.9  6.1  

70 歳以上 30.4  37.4  41.5  56.7  57.3  32.7  28.7  78.4  2.9  1.8  
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）、商工業・サ

ービス業の経営者・自営業者および家族従業者、家事専業者（専業主婦など）で「子どもに関す

る問題」の割合が、家事専業者（専業主婦など）、その他の職業、無職で「高齢者に関する問題」

の割合が、商工業・サービス業の経営者・自営業者および家族従業者、大学生・大学院生で「ハ

ラスメントなど職場での問題」の割合が、商工業・サービス業の経営者・自営業者および家族従

業者、自由業（開業医、弁護士、著述業など）、大学生・大学院生で「インターネットを悪用した

人権侵害に関する問題」の割合が、自由業（開業医、弁護士、著述業など）、無職で「北朝鮮当局

による拉致問題」の割合が高くなっています。また、自由業（開業医、弁護士、著述業など）で

「同和問題」「非正規雇用など雇用形態の問題」「ワーキング・プアの問題」の割合が、大学生・

大学院生で「在日外国人に関する問題」、「性同一性障がい者（身体的な性と心の性が一致しない

者）に関する問題」「性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）に関する問題」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

常雇いの勤め 407  43.5  53.1  53.3  44.0  26.8  31.7  46.7  41.0  45.2  41.0  

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

269  52.0  62.1  50.9  41.6  20.1  24.2  41.3  44.6  44.2  41.6  

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

6  － 16.7  16.7  16.7  16.7  16.7  16.7  33.3  16.7  33.3  

商工業・サービ
ス業の経営者・
自営業者および
家族従業者 

47  53.2  61.7  55.3  46.8  34.0  40.4  55.3  46.8  44.7  42.6  

自 由 業 （ 開 業
医、弁護士、著
述業など） 

20  50.0  55.0  55.0  45.0  50.0  40.0  45.0  70.0  60.0  40.0  

家事専業者（専
業主婦など） 

220  54.5  61.8  60.9  48.6  25.0  27.7  43.2  43.2  44.1  42.3  

高校生 26  34.6  53.8  34.6  34.6  15.4  34.6  30.8  34.6  15.4  11.5  

大学生・大学院
生 

42  50.0  47.6  40.5  35.7  21.4  50.0  57.1  47.6  40.5  42.9  

専修学校・各種
学校生 

4  75.0  75.0  75.0  75.0  25.0  25.0  50.0  25.0  25.0  50.0  

その他の職業 27  48.1  59.3  63.0  48.1  40.7  29.6  48.1  44.4  48.1  51.9  

無職 226  44.2  52.2  64.2  45.1  27.0  32.3  32.7  48.2  39.8  49.1  
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【職業別（つづき）】 

 

単位：％ 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

常雇いの勤め 23.3  28.0  34.6  46.2  53.6  22.4  22.6  38.6  2.0  4.2  

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

22.3  24.9  33.5  43.1  54.6  24.5  21.2  49.8  1.1  4.1  

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

16.7  33.3  33.3  33.3  50.0  16.7  16.7  16.7  － 16.7  

商工業・サービ
ス業の経営者・
自営業者および
家族従業者 

40.4  27.7  31.9  40.4  61.7  27.7  17.0  55.3  2.1  4.3  

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

25.0  40.0  45.0  55.0  60.0  25.0  25.0  65.0  5.0  － 

家事専業者（専
業主婦など） 

25.5  31.8  37.3  49.1  57.3  28.6  26.4  55.5  1.4  4.5  

高校生 23.1  34.6  34.6  34.6  42.3  26.9  23.1  23.1  3.8  7.7  

大学生・大学院
生 

28.6  33.3  42.9  57.1  61.9  40.5  45.2  50.0  4.8  9.5  

専修学校・各種
学校生 

25.0  75.0  50.0  25.0  25.0  25.0  25.0  － － 25.0  

その他の職業 33.3  37.0  40.7  48.1  55.6  33.3  33.3  48.1  － 11.1  

無職 22.6  29.2  32.7  51.8  53.1  22.6  19.9  65.0  4.4  4.4  
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②身近にあるもの 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「ハラスメントなど職場での問題」の割合が高くなっていま

す。また、女性で「女性に関する問題」の割合が高く、約３割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

男性 519  18.9  25.8  39.7  23.1  9.6  11.6  22.7  21.2  14.6  12.9  

女性 765  28.8  30.5  41.3  24.2  8.6  10.3  17.4  20.8  13.6  11.0  

選択しない 25  28.0  28.0  40.0  24.0  8.0  12.0  28.0  16.0  12.0  4.0  

 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 4.4  4.0  3.5  18.7  13.7  6.4  5.2  3.9  2.9  34.1  

女性 4.3  4.2  4.6  18.2  14.5  5.8  5.0  3.1  1.7  30.8  

選択しない 4.0  4.0  4.0  24.0  20.0  12.0  16.0  － 4.0  40.0  

 

  



39 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「インターネットを悪用した人権侵害に関する問題」の

割合が高くなっており、16～19 歳で約３割となっています。また、他に比べ、30～39 歳で「女性

に関する問題」「子どもに関する問題」「ハラスメントなど職場での問題」の割合が、16～19 歳で

「障がい者に関する問題」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

16～19 歳 46  28.3  37.0  43.5  45.7  6.5  19.6  13.0  15.2  15.2  17.4  

20～29 歳 88  29.5  25.0  35.2  25.0  10.2  11.4  22.7  27.3  21.6  12.5  

30～39 歳 174  39.1  44.3  42.5  24.7  13.2  10.9  28.7  26.4  20.7  10.9  

40～49 歳 263  33.5  40.7  44.9  25.5  6.8  13.3  24.3  26.2  16.7  9.5  

50～59 歳 248  23.8  26.2  45.2  25.0  4.8  5.6  21.8  19.4  13.7  11.7  

60～69 歳 314  15.0  17.5  39.2  18.8  11.1  12.4  14.6  18.2  9.6  11.8  

70 歳以上 171  14.0  16.4  31.0  19.9  10.5  9.4  9.9  11.7  7.0  12.3  

 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

16～19 歳 6.5  4.3  6.5  30.4  30.4  15.2  13.0  6.5  4.3  21.7  

20～29 歳 8.0  6.8  3.4  25.0  25.0  13.6  10.2  5.7  3.4  26.1  

30～39 歳 4.6  4.6  4.6  23.0  18.4  8.0  8.6  6.9  2.3  23.6  

40～49 歳 2.7  3.8  2.7  18.6  16.3  4.9  3.0  1.9  1.9  25.5  

50～59 歳 3.2  2.8  3.6  18.5  10.9  4.4  4.0  2.4  2.8  31.0  

60～69 歳 6.4  5.7  4.8  15.3  10.8  5.7  4.5  2.2  1.6  38.5  

70 歳以上 2.3  2.3  5.3  12.9  7.6  2.9  3.5  2.3  1.8  46.8  
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、高校生、大学生・大学院生で「性同一性障がい者（身体的な性と

心の性が一致しない者）に関する問題」「性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）に関する問題」

の割合が高くなっています。また、常雇いの勤めで「ハラスメントなど職場での問題」の割合が、

臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）で「非正規雇用など雇用形態の問題」の割

合が、自由業（開業医、弁護士、著述業など）で「高齢者に関する問題」「ワーキング・プアの問

題」の割合が、高校生で「障がい者に関する問題」「在日外国人に関する問題」「生活保護に関す

る問題」の割合が、大学生・大学院生で「同和問題」「プライバシー保護に関する問題」の割合が、

その他の職業で「北朝鮮当局による拉致問題」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

常雇いの勤め 407  29.5  32.9  43.5  23.6  9.8  12.0  31.0  21.4  15.2  13.5  

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

269  28.6  32.3  43.9  24.5  7.4  10.0  22.7  33.1  18.2  10.0  

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

6  33.3  50.0  50.0  16.7  － － 16.7  16.7  － 16.7  

商工業・サービス
業の経営者・自
営業者および家
族従業者 

47  25.5  21.3  44.7  25.5  4.3  12.8  8.5  19.1  19.1  14.9  

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

20  25.0  25.0  55.0  25.0  10.0  10.0  25.0  20.0  25.0  15.0  

家事専業者（専
業主婦など） 

220  21.8  24.1  40.0  20.5  9.1  10.5  9.1  16.4  8.6  8.6  

高校生 26  23.1  34.6  46.2  42.3  3.8  26.9  19.2  11.5  11.5  19.2  

大学生・大学院
生 

42  31.0  33.3  35.7  35.7  16.7  11.9  14.3  21.4  19.0  14.3  

専修学校・各種
学校生 

4  25.0  25.0  － － － － 25.0  25.0  25.0  － 

その他の職業 27  22.2  37.0  33.3  25.9  3.7  3.7  18.5  22.2  14.8  7.4  

無職 226  14.2  19.0  31.9  20.8  9.7  8.4  8.8  11.1  9.3  10.6  
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【職業別（つづき）】 

 

単位：％ 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

常雇いの勤め 4.9  4.9  3.4  20.1  12.5  6.4  4.7  3.4  1.7  28.3  

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

4.1  4.1  4.8  20.8  16.0  6.3  5.9  3.0  3.7  26.4  

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

－ － － 50.0  16.7  － － － － 33.3  

商工業・サービス
業の経営者・自
営業者および家
族従業者 

2.1  2.1  4.3  10.6  12.8  8.5  6.4  4.3  － 36.2  

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

－ － － 15.0  10.0  － － － 10.0  25.0  

家事専業者（専
業主婦など） 

4.5  3.2  4.5  17.3  14.1  5.9  5.5  2.3  1.4  33.2  

高校生 7.7  3.8  3.8  23.1  26.9  15.4  11.5  7.7  3.8  23.1  

大学生・大学院
生 

7.1  9.5  7.1  35.7  40.5  14.3  11.9  9.5  － 26.2  

専修学校・各種
学校生 

－ － － － － － － － － 75.0  

その他の職業 7.4  3.7  3.7  22.2  18.5  7.4  － 14.8  3.7  29.6  

無職 3.5  3.5  4.0  11.1  8.8  3.5  4.9  2.2  2.2  47.3  
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（３）人権全般（感じ方） 

問３ あなたは、「人権」ということをどの程度身近に感じておられますか。 

（いずれか１つに○） 

「非常に身近に感じる」と「身近に感じる」をあわせた“身近に感じる”の割合が 38.8％、「あ

まり身近に感じない」と「まったく身近に感じない」をあわせた“身近に感じない”の割合が 45.9％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、“身近に感じる”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に身近に感じる 身近に感じる あまり身近に感じない

まったく身近に感じない どちらともいえない 無回答

N =

　 1,333 7.1 31.7 41.4 4.5 13.1 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

7.1

6.7

4.0

30.8

32.2

24.0

44.1

40.5

40.0

4.6

4.2

12.0

11.4

14.1

20.0

1.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 4.0 26.5 51.0 5.6 9.0 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 16～29 歳で“身近に感じる”の割合が高く、５割とな

っています。また、男性の 30～39 歳で“身近に感じない”の割合が高く、約６割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に身近に感じる 身近に感じる あまり身近に感じない

まったく身近に感じない どちらともいえない 無回答

N =

男性　16～19歳 19

　　　　20～29歳 41

　　　　30～39歳 62

　　　　40～49歳 87

　　　　50～59歳 95

　　　　60～69歳 132

　　　　70歳以上 80

女性　16～19歳 26

　　　　20～29歳 46

　　　　30～39歳 108

　　　　40～49歳 166

　　　　50～59歳 147

　　　　60～69歳 179

　　　　70歳以上 88

選択しない
       　16～19歳

1

　　　　20～29歳 1

　　　　30～39歳 4

　　　　40～49歳 8

　　　　50～59歳 5

　　　　60～69歳 2

　　　　70歳以上 3

14.6

6.5

8.0

4.2

7.6

6.3

3.8

13.0

2.8

7.2

10.2

5.0

5.7

20.0

36.8

22.0

27.4

29.9

30.5

36.4

30.0

46.2

37.0

32.4

38.6

20.4

30.2

36.4

50.0

25.0

20.0

33.3

31.6

41.5

53.2

40.2

42.1

40.2

53.8

23.1

30.4

44.4

32.5

45.6

47.5

39.8

100.0

100.0

25.0

37.5

40.0

50.0

5.3

2.4

8.1

5.7

4.2

3.8

3.8

3.8

2.2

5.6

3.6

4.8

2.8

5.7

12.5

50.0

33.3

26.3

14.6

1.6

14.9

15.8

11.4

5.0

23.1

13.0

14.8

17.5

15.6

10.6

10.2

25.0

25.0

20.0

33.3

4.9

3.2

1.1

3.2

0.8

1.3

4.3

0.6

3.4

3.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、自由業（開業医、弁護士、著述業など）、高校生で“身近に感じる”

の割合が高く、約５割となっています。また、家事専業者（専業主婦など）、無職で“身近に感じ

ない”の割合が高く、約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に身近に感じる 身近に感じる あまり身近に感じない

まったく身近に感じない どちらともいえない 無回答

N =

常雇いの勤め 411

臨時・パートの勤め
（アルバイト、嘱託、
  派遣含む）

270

農林漁業の自営者
および家族従業者

6

商工業・サービス業
の経営者・自営業者
および家族従業者

47

自由業
（開業医、弁護士、
  著述業など）

20

家事専業者
（専業主婦など）

222

高校生 27

大学生・大学院生 42

専修学校・各種学校生 4

その他の職業 28

無職 226

5.1

5.9

8.5

5.0

6.8

3.7

19.0

17.9

8.0

35.5

30.0

33.3

34.0

45.0

26.6

44.4

21.4

50.0

35.7

29.2

40.4

42.6

50.0

42.6

40.0

48.2

25.9

38.1

50.0

25.0

42.5

5.1

4.1

16.7

4.3

4.1

3.7

4.8

3.6

4.9

12.9

14.8

10.6

10.0

10.8

22.2

16.7

10.7

12.8

1.0

2.6

3.6

7.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）人権全般（人権尊重の意味） 

問４ 「人権が尊重される」ということは、どういうことだと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「個人として尊重される」の割合が 68.4％と最も高く、次いで「差別されない、平等である」

の割合が 65.5％、「健康で文化的な最低限度の生活を送ることができる」の割合が 53.2％となっ

ています。 

平成 25 年度調査と比較すると、すべての項目の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

国家などの権力から干渉され
ず、自由に生活できる

差別されない、平等である

個人として尊重される

個人の持つ可能性を発揮する
機会が認められる

多様な価値観が認められる

健康で文化的な最低限度の生
活を送ることができる

その他

無回答

34.1

65.5

68.4

36.7

49.4

53.2

1.2

2.2

23.5

56.2

59.1

28.6

35.3

45.0

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成25年度調査 （N = 1,401）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「個人の持つ可能性を発揮する機会が認められる」の割合が

高く、約４割となっています。また、女性で「差別されない、平等である」「個人として尊重され

る」の割合が高く、約７割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
家
な
ど
の
権
力
か
ら
干
渉
さ

れ
ず
、
自
由
に
生
活
で
き
る 

差
別
さ
れ
な
い
、
平
等
で
あ
る 

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る 

個
人
の
持
つ
可
能
性
を
発
揮
す

る
機
会
が
認
め
ら
れ
る 

多
様
な
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る 

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 519  37.4  62.4  65.7  40.5  48.7  50.7  2.3  1.9  

女性 765  32.5  67.5  71.0  33.6  49.4  54.5  0.3  1.8  

選択しない 25  24.0  64.0  56.0  44.0  52.0  68.0  4.0  8.0  
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、女性の 16～19 歳、30～39 歳で「個人として尊重される」の割合が高く、

約８割となっています。また、女性の 20～49 歳で「多様な価値観が認められる」の割合が、男性

の 20～29 歳、50～59 歳で「個人の持つ可能性を発揮する機会が認められる」の割合が高くなっ

ています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
家
な
ど
の
権
力
か
ら
干
渉
さ

れ
ず
、
自
由
に
生
活
で
き
る 

差
別
さ
れ
な
い
、
平
等
で
あ
る 

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る 

個
人
の
持
つ
可
能
性
を
発
揮
す

る
機
会
が
認
め
ら
れ
る 

多
様
な
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る 

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 16～19 歳 19  31.6  63.2  73.7  42.1  52.6  47.4  － － 

    20～29 歳 41  43.9  63.4  68.3  48.8  51.2  43.9  4.9  4.9  

    30～39 歳 62  25.8  66.1  67.7  32.3  56.5  48.4  1.6  3.2  

    40～49 歳 87  32.2  60.9  59.8  35.6  48.3  44.8  3.4  1.1  

    50～59 歳 95  35.8  61.1  72.6  50.5  47.4  41.1  1.1  2.1  

    60～69 歳 132  42.4  61.4  65.2  37.1  43.9  57.6  3.0  0.8  

    70 歳以上 80  42.5  63.8  60.0  40.0  50.0  62.5  1.3  1.3  

女性 16～19 歳 26  34.6  57.7  80.8  26.9  34.6  30.8  － － 

    20～29 歳 46  30.4  60.9  73.9  39.1  58.7  54.3  － 2.2  

    30～39 歳 108  22.2  75.0  77.8  36.1  62.0  45.4  － 0.9  

    40～49 歳 166  33.1  70.5  75.3  36.7  57.8  56.0  0.6  0.6  

    50～59 歳 147  33.3  63.9  70.7  32.0  44.9  51.0  － 1.4  

    60～69 歳 179  35.2  65.9  65.4  31.3  44.1  62.0  0.6  3.9  

    70 歳以上 88  38.6  69.3  62.5  31.8  36.4  61.4  － 1.1  

選択しない 
    16～19 歳 

1  － － 100.0  － － 100.0  － － 

    20～29 歳 1  － 100.0  100.0  100.0  100.0  － － － 

    30～39 歳 4  － 75.0  75.0  50.0  75.0  75.0  － － 

    40～49 歳 8  － 50.0  37.5  25.0  37.5  37.5  12.5  25.0  

    50～59 歳 5  80.0  80.0  80.0  80.0  60.0  100.0  － － 

    60～69 歳 2  － 50.0  50.0  － 100.0  50.0  － － 

    70 歳以上 3  33.3  66.7  － 33.3  － 100.0  － － 
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（５）自分の人権侵害の有無 

問５ あなたは、ここ５年ぐらいの間に、自分の人権が侵害されたと思われたことがあ

りますか。（いずれか１つに○） 

「ない」の割合が 72.3％と最も高く、次いで「ある」の割合が 14.3％、「わからない」の割合

が 11.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると「ある」の割合が 4.0％増加しています。 

奈良県調査との比較は、選択肢が異なるため参考とします。 

内閣府調査と比較すると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

【内閣府調査】 

 

 

 

 

 

  

ある ない わからない 無回答

N =

　 1,333 14.3 72.3 11.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 10.3 74.7 12.7 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,219 9.4 81.9 8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,758 15.9 84.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

ある ない わからない 無回答

N =

1,996 18.4 76.2 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない わからない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

14.1

14.2

20.0

74.0

72.3

48.0

11.0

11.9

28.0

1.0

1.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、男性の 30～39 歳、女性の 20～29 歳で「ある」の割合が高く、約３割と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない わからない 無回答

N =

男性　16～19歳 19

　　　　20～29歳 41

　　　　30～39歳 62

　　　　40～49歳 87

　　　　50～59歳 95

　　　　60～69歳 132

　　　　70歳以上 80

女性　16～19歳 26

　　　　20～29歳 46

　　　　30～39歳 108

　　　　40～49歳 166

　　　　50～59歳 147

　　　　60～69歳 179

　　　　70歳以上 88

選択しない
         16～19歳

1

　　　　20～29歳 1

　　　　30～39歳 4

　　　　40～49歳 8

　　　　50～59歳 5

　　　　60～69歳 2

　　　　70歳以上 3

10.5

17.1

29.0

14.9

17.9

9.8

2.5

11.5

28.3

13.9

17.5

19.7

8.9

4.5

37.5

40.0

78.9

58.5

54.8

69.0

68.4

85.6

90.0

69.2

54.3

72.2

71.7

63.3

78.2

86.4

100.0

50.0

50.0

20.0

100.0

66.7

10.5

22.0

14.5

14.9

12.6

4.5

6.3

19.2

15.2

13.9

10.8

15.6

8.9

6.8

100.0

50.0

12.5

40.0

33.3

2.4

1.6

1.1

1.1

1.3

2.2

1.4

3.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）で「ある」

の割合が高く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない わからない 無回答

N =

常雇いの勤め 411

臨時・パートの勤め
（アルバイト、嘱託、
  派遣含む）

270

農林漁業の自営者
および家族従業者

6

商工業・サービス業
の経営者・自営業者
および家族従業者

47

自由業
（開業医、弁護士、
  著述業など）

20

家事専業者
（専業主婦など）

222

高校生 27

大学生・大学院生 42

専修学校・各種学校生 4

その他の職業 28

無職 226

16.1

19.6

14.9

10.0

9.0

11.1

14.3

25.0

21.4

9.7

68.6

66.7

83.3

70.2

80.0

78.4

74.1

78.6

75.0

60.7

80.5

14.6

13.0

14.9

5.0

10.4

14.8

7.1

14.3

7.5

0.7

0.7

16.7

5.0

2.3

3.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）人権侵害の内容 
問５で「１ ある」と答えた方におうかがいします。 

問６－（１）それはどのような内容でしたか。（○はいくつでも） 

「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受けた」の割合が 39.8％と最も高く、次

いで「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」の割合が 30.9％、「責任や義務

のないことをやらされた」の割合が 12.6％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、「身近な人から暴力や虐待を受けた」の割合が減少しています。

また、平成 16 年度調査と比較すると、「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受け

た」の割合が増加し、「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」「役所や警察な

ど、公的機関で不当な扱いを受けた」「プライバシーを侵害された」が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

働いている場で雇用主や上
司などから不当な待遇を受
けた

就職のとき、差別的な扱いを
受けた

社会福祉施設等で不当な扱
いを受けた

プライバシーを侵害された

ストーカーやつきまといを受
けた

性的いやがらせ（セクシュア
ル・ハラスメント）を受けた

配偶者や恋人からの暴力（ド
メスティック・バイオレンス）を
受けた

その他

おぼえていない

無回答

39.8

5.2

0.5

11.0

3.1

6.3

3.1

9.4

0.5

2.1

42.1

6.9

1.4

13.1

5.5

8.3

12.4

0.7

27.0

2.2

1.4

18.8

5.2

4.9

7.6

11.7

4.6

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 191）

平成25年度調査 （N = 145）

平成16年度調査 （N = 367）

％

うわさをたてられたり、悪口、
かげ口をいわれたりした

インターネット上で、悪口、か
げ口をかかれたりした

役所や警察など、公的機関
で不当な扱いを受けた

権利の行使を妨害された

責任や義務のないことをや
らされた

犯罪や不法行為のぬれぎぬ
を着せられた

地域社会で仲間はずれにさ
れた

アパートなどの住宅への入
居を断られた

学校でいじめられたり、仲間
はずれにされたりした

身近な人から暴力や虐待を
受けた

30.9

6.3

7.3

4.7

12.6

1.6

4.7

1.0

4.2

4.7

33.8

8.3

6.9

9.0

2.8

4.1

0.7

2.8

9.7

46.9

12.5

7.9

14.2

3.0

4.6

1.6

5.7

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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※参考 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 114 ％

学歴・出身校

職業

収入・財産

身体の障害

知的障害

精神の障害

同和地区出身

国籍・人種・民族

病歴

宗教

思想・信条

逮捕・犯罪歴

女性であること・男性であること

母子・父子家庭、両親なし

理由は分からない

その他

無回答

3.5

8.8

5.3

3.5

0.9

3.5

2.6

2.6

0.9

1.8

7.0

0.0

15.8

4.4

12.3

16.7

10.5

0 5 10 15 20 25 30
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」

「役所や警察など、公的機関で不当な扱いを受けた」「権利の行使を妨害された」「就職のとき、

差別的な扱いを受けた」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
た
り
、
悪
口
、 

か
げ
口
を
い
わ
れ
た
り
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
悪
口
、 

か
げ
口
を
か
か
れ
た
り
し
た 

役
所
や
警
察
な
ど
、
公
的
機
関
で 

不
当
な
扱
い
を
受
け
た 

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ
た 

責
任
や
義
務
の
な
い
こ
と
を 

や
ら
さ
れ
た 

犯
罪
や
不
法
行
為
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を

着
せ
ら
れ
た 

地
域
社
会
で
仲
間
は
ず
れ
に 

さ
れ
た 

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
へ
の
入
居 

を
断
ら
れ
た 

学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
り
、 

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
し
た 

身
近
な
人
か
ら
暴
力
や
虐
待
を 

受
け
た 

男性 73  34.2  8.2  11.0  9.6  15.1  4.1  5.5  1.4  5.5  2.7  

女性 109  28.4  5.5  5.5  0.9  11.9  － 4.6  0.9  3.7  5.5  

選択しない 5  20.0  － － 20.0  － － － － － 20.0  

 

区分 

働
い
て
い
る
場
で
雇
用
主
や
上
司 

な
ど
か
ら
不
当
な
待
遇
を
受
け
た 

就
職
の
と
き
、
差
別
的
な
扱
い
を 

受
け
た 

社
会
福
祉
施
設
等
で
不
当
な 

扱
い
を
受
け
た 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た 

ス
ト
ー
カ
ー
や
つ
き
ま
と
い
を 

受
け
た 

性
的
い
や
が
ら
せ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
た 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
受
け
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

男性 41.1  9.6  － 9.6  1.4  4.1  1.4  8.2  － － 

女性 37.6  2.8  0.9  11.9  4.6  8.3  4.6  11.0  0.9  3.7  

選択しない 40.0  － － 20.0  － － － － － － 
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60～69 歳で「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたり

した」の割合が高く、約４割となっています。また、20～39 歳で「インターネット上で、悪口、

かげ口をかかれたりした」の割合が、20～29 歳で「性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメン

ト）を受けた」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
た
り
、
悪
口
、 

か
げ
口
を
い
わ
れ
た
り
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
悪
口
、 

か
げ
口
を
か
か
れ
た
り
し
た 

役
所
や
警
察
な
ど
、
公
的
機
関
で 

不
当
な
扱
い
を
受
け
た 

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ
た 

責
任
や
義
務
の
な
い
こ
と
を 

や
ら
さ
れ
た 

犯
罪
や
不
法
行
為
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を

着
せ
ら
れ
た 

地
域
社
会
で
仲
間
は
ず
れ
に 

さ
れ
た 

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
へ
の
入
居 

を
断
ら
れ
た 

学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
り
、 

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
し
た 

身
近
な
人
か
ら
暴
力
や
虐
待
を 

受
け
た 

16～19 歳 5  60.0  40.0  － － 20.0  20.0  － － 60.0  － 

20～29 歳 20  20.0  10.0  5.0  10.0  15.0  － － － － 10.0  

30～39 歳 33  33.3  12.1  9.1  9.1  15.2  6.1  6.1  － 3.0  6.1  

40～49 歳 45  33.3  4.4  13.3  2.2  13.3  － 2.2  － 4.4  2.2  

50～59 歳 48  20.8  4.2  6.3  2.1  8.3  － 8.3  2.1  2.1  6.3  

60～69 歳 29  37.9  － － 3.4  17.2  － 6.9  3.4  － － 

70 歳以上 6  50.0  － － － － － － － 16.7  16.7  

 

区分 

働
い
て
い
る
場
で
雇
用
主
や
上
司 

な
ど
か
ら
不
当
な
待
遇
を
受
け
た 

就
職
の
と
き
、
差
別
的
な
扱
い
を 

受
け
た 

社
会
福
祉
施
設
等
で
不
当
な 

扱
い
を
受
け
た 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た 

ス
ト
ー
カ
ー
や
つ
き
ま
と
い
を 

受
け
た 

性
的
い
や
が
ら
せ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
た 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
受
け
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 － － － 40.0  － － － 20.0  － － 

20～29 歳 45.0  10.0  － 5.0  － 15.0  5.0  15.0  － 10.0  

30～39 歳 42.4  12.1  － 12.1  6.1  9.1  6.1  9.1  － － 

40～49 歳 46.7  2.2  － 13.3  2.2  4.4  － 11.1  2.2  － 

50～59 歳 41.7  － 2.1  6.3  6.3  6.3  4.2  2.1  － 4.2  

60～69 歳 27.6  3.4  － 10.3  － 3.4  － 13.8  － － 

70 歳以上 － 16.7  － 33.3  － － 16.7  16.7  － － 
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）で「役所や

警察など、公的機関で不当な扱いを受けた」「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇

を受けた」の割合が、家事専業者（専業主婦など）で「地域社会で仲間はずれにされた」「身近な

人から暴力や虐待を受けた」の割合が、無職で「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれ

たりした」「インターネット上で、悪口、かげ口をかかれたりした」「学校でいじめられたり、仲

間はずれにされたりした」「プライバシーを侵害された」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
た
り
、
悪
口
、

か
げ
口
を
い
わ
れ
た
り
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
悪
口
、
か

げ
口
を
か
か
れ
た
り
し
た 

役
所
や
警
察
な
ど
、
公
的
機
関
で
不

当
な
扱
い
を
受
け
た 

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ
た 

責
任
や
義
務
の
な
い
こ
と
を
や
ら

さ
れ
た 

犯
罪
や
不
法
行
為
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を

着
せ
ら
れ
た 

地
域
社
会
で
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

た ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
へ
の
入
居

を
断
ら
れ
た 

学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
仲
間
は

ず
れ
に
さ
れ
た
り
し
た 

身
近
な
人
か
ら
暴
力
や
虐
待
を
受

け
た 

常雇いの勤め 66  25.8  6.1  6.1  4.5  15.2  － 1.5  － － 3.0  

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

52  26.9  5.8  11.5  3.8  7.7  3.8  － － 5.8  1.9  

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

－ － － － － － － － － － － 

商工業・サービ
ス業の経営者・
自営業者および
家族従業者 

7  28.6  － 14.3  28.6  14.3  － 14.3  － － － 

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

2  － － 50.0  － － － 50.0  － － － 

家事専業者（専
業主婦など） 

20  45.0  － 5.0  － 15.0  － 15.0  － － 20.0  

高校生 2  100.0  － － － － － － － 100.0  － 

大学生・大学院
生 

6  － － － － 16.7  － － － － 16.7  

専修学校・各種
学校生 

1  － － 100.0  － － － － － － － 

その他の職業 6  16.7  － － － － － 16.7  － － － 

無職 22  50.0  18.2  － 4.5  18.2  4.5  9.1  9.1  13.6  4.5  
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【職業別（つづき）】 

 

単位：％ 

区分 

働
い
て
い
る
場
で
雇
用
主
や
上
司

な
ど
か
ら
不
当
な
待
遇
を
受
け
た 

就
職
の
と
き
、
差
別
的
な
扱
い
を
受

け
た 

社
会
福
祉
施
設
等
で
不
当
な
扱
い

を
受
け
た 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た 

ス
ト
ー
カ
ー
や
つ
き
ま
と
い
を
受

け
た 

性
的
い
や
が
ら
せ
（
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
た 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を

受
け
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

常雇いの勤め 40.9  7.6  1.5  4.5  1.5  7.6  4.5  12.1  － 1.5  

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

50.0  5.8  － 11.5  5.8  9.6  1.9  3.8  1.9  3.8  

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

－ － － － － － － － － － 

商工業・サービ
ス業の経営者・
自営業者および
家族従業者 

42.9  － － － － － － － － － 

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

－ － － － － － － － － － 

家事専業者（専
業主婦など） 

10.0  － － 20.0  － 5.0  5.0  15.0  － － 

高校生 － － － － － － － － － － 

大学生・大学院
生 

50.0  16.7  － 16.7  － － － 33.3  － 16.7  

専修学校・各種
学校生 

100.0  － － 100.0  － － － － － － 

その他の職業 50.0  － － － 16.7  － － 50.0  － － 

無職 27.3  4.5  － 27.3  4.5  4.5  4.5  － － － 
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（７）対処方法 

問６－（２）そのとき、どうされましたか。（○はいくつでも） 

「だまってがまんした（特になにもしなかった）」の割合が 49.7％と最も高く、次いで「友人、

同僚や上司に相談した」の割合が 36.1％、「親、きょうだい、子どもや親せきに相談した」の割

合が 27.2％となっています。 

平成 16 年度調査、平成 25 年度調査と比較すると、「だまってがまんした（特になにもしなか

った）」が増加している。また、平成 16 年度調査と比較すると、「親、きょうだい、子どもや親せ

きに相談した」「自分で処理(解決) した」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

親、きょうだい、子どもや親せき
に相談した

友人、同僚や上司に相談した

法務局に相談した

人権擁護委員に相談した

県の担当者に相談した

市の担当者に相談した

弁護士に相談した

警察に相談した

民間団体などに相談した

新聞などマスコミに相談した

自分で処理( 解決) した

だまってがまんした（特になにも
しなかった）

その他

おぼえていない

無回答

27.2

36.1

1.0

1.0

2.1

2.6

3.7

2.1

1.6

0.5

19.4

49.7

7.3

0.0

0.0

29.0

33.8

0.7

0.7

0.7

2.8

4.1

6.9

0.7

0.0

21.4

28.3

8.3

1.4

34.9

39.2

0.8

0.3

0.8

2.7

6.8

4.6

0.8

0.3

29.4

37.3

7.4

2.5

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 191）

平成25年度調査 （N = 145）

平成16年度調査 （N = 367）
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※参考 

【奈良県調査】 

人権侵害の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

114 12.3
2.6

0.9 14.9 17.5 45.6
2.6

0.9 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相手に直接抗議した 相手に対抗措置をした（やりかえし等）

訴えた（マスコミや行政、裁判、警察） 相談した

無視した 黙って我慢した

逃げた その他

無回答

N = 17 ％

友人や身近な人

家族

弁護士

職場の窓口

警察

地域の有力者

学校の先生（窓口）

議員や政党

市町村の窓口

県の窓口

民間の人権団体

新聞などマスコミ

法務局や人権擁護委員

その他

無回答

52.9

35.3

11.8

11.8

11.8

5.9

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.9

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「自分で処理( 解決) した」「だまってがまんした（特になに

もしなかった）」の割合が高くなっています。また、女性で「親、きょうだい、子どもや親せきに

相談した」「友人、同僚や上司に相談した」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

親
、
き
ょ
う
だ
い
、
子
ど
も
や 

親
せ
き
に
相
談
し
た 

友
人
、
同
僚
や
上
司
に
相
談
し
た 

法
務
局
に
相
談
し
た 

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
た 

県
の
担
当
者
に
相
談
し
た 

市
の
担
当
者
に
相
談
し
た 

弁
護
士
に
相
談
し
た 

男性 73  12.3  20.5  2.7  2.7  1.4  4.1  4.1  

女性 109  38.5  45.9  － － 1.8  1.8  3.7  

選択しない 5  － 60.0  － － － － － 

 

区分 

警
察
に
相
談
し
た 

民
間
団
体
な
ど
に
相
談
し
た 

新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
相
談
し
た 

自
分
で
処
理(

 

解
決) 

し
た 

だ
ま
っ
て
が
ま
ん
し
た 

（
特
に
な
に
も
し
な
か
っ
た
） 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

男性 2.7  1.4  1.4  24.7  57.5  6.8  － － 

女性 1.8  1.8  － 12.8  45.9  8.3  － － 

選択しない － － － 40.0  20.0  － － － 
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60～69 歳で「だまってがまんした（特になにもしなかった）」の

割合が高く、５割台半ばとなっています。また、20～29 歳で「親、きょうだい、子どもや親せき

に相談した」「友人、同僚や上司に相談した」の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

親
、
き
ょ
う
だ
い
、
子
ど
も
や 

親
せ
き
に
相
談
し
た 

友
人
、
同
僚
や
上
司
に
相
談
し
た 

法
務
局
に
相
談
し
た 

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
た 

県
の
担
当
者
に
相
談
し
た 

市
の
担
当
者
に
相
談
し
た 

弁
護
士
に
相
談
し
た 

16～19 歳 5  40.0  40.0  － － － － － 

20～29 歳 20  45.0  45.0  － － － 5.0  － 

30～39 歳 33  33.3  39.4  3.0  － － 6.1  3.0  

40～49 歳 45  33.3  40.0  － － － 2.2  4.4  

50～59 歳 48  14.6  37.5  － － 4.2  － 2.1  

60～69 歳 29  20.7  24.1  3.4  3.4  3.4  3.4  6.9  

70 歳以上 6  16.7  － － － － － － 

 

区分 

警
察
に
相
談
し
た 

民
間
団
体
な
ど
に
相
談
し
た 

新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
相
談
し
た 

自
分
で
処
理(

 

解
決) 

し
た 

だ
ま
っ
て
が
ま
ん
し
た
（
特
に
な
に

も
し
な
か
っ
た
） 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 － － － 20.0  60.0  20.0  － － 

20～29 歳 － － － 10.0  35.0  － － － 

30～39 歳 3.0  － － 15.2  51.5  － － － 

40～49 歳 4.4  － － 20.0  48.9  6.7  － － 

50～59 歳 － 4.2  － 22.9  47.9  10.4  － － 

60～69 歳 － － － 20.7  55.2  17.2  － － 

70 歳以上 16.7  － － － 83.3  － － － 
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（８）対処しなかった理由 
問６－（２）で「12 だまってがまんした（特になにもしなかった）」と答えられた方におたずねします。 

問６－（３） その理由はなぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

「抗議や対抗措置ができる相手ではなかった」の割合が 31.6％と最も高く、次いで「我慢でき

る程度の事柄だった」の割合が 26.3％、「相談したかったが、誰に相談してよいか分からなかっ

た」「人間関係を壊したくなかった」の割合が 24.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「我慢できる程度の事柄だった」「人間関係を壊したくなかっ

た」「過去に相談、訴えたりしたが役に立たなかった」の割合が増加し、「抗議や対抗措置ができ

る相手ではなかった」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
平成30年度調査 （N = 95）

平成25年度調査 （N = 41）

％

相談したかったが、誰に相談し
てよいか分からなかった

抗議や対抗措置ができる相手
ではなかった

我慢できる程度の事柄だった

人間関係を壊したくなかった

人に言える事柄ではなかった

相談機関に相談すると、プライ
バシーが守られないと思った

過去に相談、訴えたりしたが役
に立たなかった

その他

無回答

24.2

31.6

26.3

24.2

8.4

9.5

23.2

23.2

1.1

19.5

39.0

17.1

14.6

7.3

4.9

9.8

19.5

0 10 20 30 40 50
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※参考 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

75 18.7 14.7 30.7 6.7 12.0 1.3 9.3 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

我慢できる程度の事柄だった

人間関係をこわしたくなかった

抗議や対抗措置ができる相手ではなかった

人に言える事柄ではなかった

相談したかったが、誰に相談してよいか分からなかった

相談機関に相談するとプライバシーが守られない

過去に相談したり、訴えたりしたが、役に立たなかった

その他

無回答
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「抗議や対抗措置ができる相手ではなかった」「人に言える事

柄ではなかった」「過去に相談、訴えたりしたが役に立たなかった」の割合が高くなっています。

また、女性で「人間関係を壊したくなかった」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

相
談
し
た
か
っ
た
が
、
誰
に 

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

な
か
っ
た 

抗
議
や
対
抗
措
置
が
で
き

る
相
手
で
は
な
か
っ
た 

我
慢
で
き
る
程
度
の
事
柄

だ
っ
た 

人
間
関
係
を
壊
し
た
く
な

か
っ
た 

人
に
言
え
る
事
柄
で
は
な

か
っ
た 

相
談
機
関
に
相
談
す
る
と
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

な
い
と
思
っ
た 

過
去
に
相
談
、
訴
え
た
り
し

た
が
役
に
立
た
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 42  26.2  42.9  26.2  14.3  11.9  9.5  28.6  26.2  2.4  

女性 50  22.0  22.0  28.0  32.0  6.0  10.0  18.0  20.0  － 

選択しない 1  － 100.0  － － － － － － － 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60～69 歳で「我慢できる程度の事柄だった」の割合が高く、約４

割となっています。また、40～49 歳で「相談したかったが、誰に相談してよいか分からなかった」

の割合が、30～39 歳で「相談機関に相談すると、プライバシーが守られないと思った」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

相
談
し
た
か
っ
た
が
、
誰
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

な
か
っ
た 

抗
議
や
対
抗
措
置
が
で
き

る
相
手
で
は
な
か
っ
た 

我
慢
で
き
る
程
度
の
事
柄

だ
っ
た 

人
間
関
係
を
壊
し
た
く
な

か
っ
た 

人
に
言
え
る
事
柄
で
は
な

か
っ
た 

相
談
機
関
に
相
談
す
る
と
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

な
い
と
思
っ
た 

過
去
に
相
談
、
訴
え
た
り
し

た
が
役
に
立
た
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

16～19 歳 3  33.3  － 33.3  33.3  33.3  33.3  － 33.3  － 

20～29 歳 7  14.3  42.9  42.9  14.3  － － － 28.6  － 

30～39 歳 17  29.4  29.4  23.5  11.8  17.6  29.4  29.4  29.4  5.9  

40～49 歳 22  36.4  40.9  13.6  27.3  4.5  4.5  31.8  22.7  － 

50～59 歳 23  21.7  26.1  26.1  34.8  8.7  4.3  13.0  21.7  － 

60～69 歳 16  － 43.8  43.8  6.3  6.3  － 31.3  6.3  － 

70 歳以上 5  40.0  － 20.0  60.0  － 20.0  20.0  40.0  － 
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３ 主な人権課題について 

（１）女性に関する人権問題 

問７ あなたは、女性に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思われる

のはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「男女ともに、働きながら、家事や子育て・介護などを両立できる環境が整備されていないこ

と」の割合が 59.6％と最も高く、次いで「雇用、昇進、昇給などで男女が差別されること」の割

合が 31.0％、「「男は仕事、女は家庭」という男女の固定的な役割分担意識があること」の割合が

25.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

「男は仕事、女は家庭」という男女の固定的な
役割分担意識があること

雇用、昇進、昇給などで男女が差別される
こと

女性の社会進出のための支援制度の不備

男女ともに、働きながら、家事や子育て・介護など
を両立できる環境が整備されていないこと

配偶者や恋人からの暴力
（ドメスティック・バイオレンス）

性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント）

職場において妊娠や出産者に対する嫌がらせ
（マタニティ・ハラスメント）

ストーカー行為

売春・買春、援助交際

痴漢やわいせつ行為などの性犯罪

メディアによる女性のヌード写真の掲載

地域の慣習やしきたりに女性の参加制限がある
こと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

25.7

31.0

24.6

59.6

8.3

13.4

9.6

9.7

5.9

18.0

3.3

6.9

1.4

3.7

2.6

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント）」「ストー

カー行為」の割合が高くなっています。また、女性で「男女ともに、働きながら、家事や子育て・

介護などを両立できる環境が整備されていないこと」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う 

男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が 

あ
る
こ
と 

雇
用
、
昇
進
、
昇
給
な
ど
で
男
女
が 

差
別
さ
れ
る
こ
と 

女
性
の
社
会
進
出
の
た
め
の
支
援 

制
度
の
不
備 

男
女
と
も
に
、
働
き
な
が
ら
、
家
事
や 

子
育
て
・
介
護
な
ど
を
両
立
で
き
る 

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力 

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
） 

性
的
い
や
が
ら
せ 

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

職
場
に
お
い
て
妊
娠
や
出
産
者
に 

対
す
る
嫌
が
ら
せ 

（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

ス
ト
ー
カ
ー
行
為 

男性 519  26.0  29.9  23.3  53.2  8.7  16.6  10.4  13.1  

女性 765  25.9  32.0  25.8  64.3  7.8  11.2  9.2  7.7  

選択しない 25  20.0  28.0  16.0  48.0  8.0  16.0  12.0  4.0  

 

区分 

売
春
・
買
春
、
援
助
交
際 

痴
漢
や
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の 

性
犯
罪 

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
女
性
の 

ヌ
ー
ド
写
真
の
掲
載 

地
域
の
慣
習
や
し
き
た
り
に
女
性
の 

参
加
制
限
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 7.1  16.6  2.5  9.6  2.1  3.3  2.9  4.0  

女性 4.6  18.2  3.5  5.1  1.0  3.9  2.4  5.5  

選択しない 8.0  36.0  4.0  8.0  － 8.0  4.0  4.0  
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 30～39 歳で「男女ともに、働きながら、家事や子育

て・介護などを両立できる環境が整備されていないこと」の割合が高く、７割台半ばとなってい

ます。また、男性の 16～19 歳で「「男は仕事、女は家庭」という男女の固定的な役割分担意識が

あること」の割合が、女性の 16～19 歳で「雇用、昇進、昇給などで男女が差別されること」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う 

男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が 

あ
る
こ
と 

雇
用
、
昇
進
、
昇
給
な
ど
で
男
女
が 

差
別
さ
れ
る
こ
と 

女
性
の
社
会
進
出
の
た
め
の
支
援 

制
度
の
不
備 

男
女
と
も
に
、
働
き
な
が
ら
、
家
事
や 

子
育
て
・
介
護
な
ど
を
両
立
で
き
る 

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力 

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
） 

性
的
い
や
が
ら
せ 

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

職
場
に
お
い
て
妊
娠
や
出
産
者
に 

対
す
る
嫌
が
ら
せ 

（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

ス
ト
ー
カ
ー
行
為 

男性 16～19 歳 19  47.4  26.3  － 21.1  5.3  26.3  5.3  10.5  

    20～29 歳 41  29.3  22.0  29.3  51.2  9.8  14.6  12.2  17.1  

    30～39 歳 62  32.3  14.5  21.0  48.4  11.3  16.1  22.6  14.5  

    40～49 歳 87  27.6  20.7  20.7  51.7  11.5  17.2  11.5  11.5  

    50～59 歳 95  27.4  25.3  25.3  56.8  14.7  18.9  6.3  21.1  

    60～69 歳 132  18.9  43.9  28.8  61.4  1.5  18.2  6.8  10.6  

    70 歳以上 80  22.5  40.0  17.5  50.0  7.5  10.0  10.0  7.5  

女性 16～19 歳 26  26.9  46.2  11.5  57.7  7.7  11.5  11.5  19.2  

    20～29 歳 46  30.4  30.4  32.6  63.0  4.3  15.2  15.2  19.6  

    30～39 歳 108  24.1  28.7  33.3  74.1  3.7  13.9  15.7  7.4  

    40～49 歳 166  23.5  29.5  19.9  62.0  11.4  16.9  9.6  7.8  

    50～59 歳 147  21.1  33.3  27.9  64.6  6.8  9.5  11.6  7.5  

    60～69 歳 179  29.6  31.8  26.3  64.8  6.7  5.6  3.4  4.5  

    70 歳以上 88  30.7  35.2  23.9  60.2  10.2  9.1  4.5  4.5  

選択しない 
    16～19 歳 

1  － － － 100.0  － － － － 

    20～29 歳 1  － － － － － － － － 

    30～39 歳 4  25.0  25.0  50.0  75.0  25.0  25.0  － － 

    40～49 歳 8  12.5  37.5  12.5  37.5  － 25.0  25.0  － 

    50～59 歳 5  20.0  40.0  20.0  60.0  20.0  － 20.0  20.0  

    60～69 歳 2  50.0  50.0  － － － － － － 

    70 歳以上 3  － － － 33.3  － － － － 
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【性・年齢別】（つづき） 

 

単位：％ 

区分 

売
春
・
買
春
、
援
助
交
際 

痴
漢
や
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の 

性
犯
罪 

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
女
性
の 

ヌ
ー
ド
写
真
の
掲
載 

地
域
の
慣
習
や
し
き
た
り
に
女
性
の 

参
加
制
限
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 15.8  15.8  － 15.8  － 5.3  5.3  10.5  

    20～29 歳 14.6  22.0  2.4  7.3  2.4  2.4  4.9  2.4  

    30～39 歳 8.1  14.5  6.5  4.8  6.5  － 4.8  6.5  

    40～49 歳 － 23.0  － 9.2  2.3  2.3  3.4  4.6  

    50～59 歳 8.4  16.8  4.2  11.6  1.1  1.1  2.1  － 

    60～69 歳 6.1  10.6  2.3  10.6  1.5  3.8  2.3  2.3  

    70 歳以上 7.5  17.5  1.3  10.0  1.3  8.8  1.3  8.8  

女性 16～19 歳 3.8  23.1  － 11.5  － － 11.5  － 

    20～29 歳 － 17.4  2.2  4.3  － 2.2  6.5  － 

    30～39 歳 2.8  21.3  2.8  2.8  0.9  1.9  0.9  3.7  

    40～49 歳 6.6  24.1  3.0  3.0  1.8  5.4  1.8  5.4  

    50～59 歳 3.4  18.4  3.4  8.2  2.0  2.7  1.4  6.8  

    60～69 歳 3.9  12.3  3.9  6.7  － 4.5  2.2  8.4  

    70 歳以上 9.1  13.6  6.8  2.3  1.1  6.8  2.3  4.5  

選択しない 
    16～19 歳 

－ 100.0  － － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － － 100.0  － 

    30～39 歳 － 75.0  － － － － － － 

    40～49 歳 12.5  25.0  － 12.5  － 12.5  － － 

    50～59 歳 20.0  40.0  － － － － － － 

    60～69 歳 － 50.0  50.0  50.0  － － － － 

    70 歳以上 － － － － － 33.3  － 33.3  
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（２）子どもに関する人権問題 

問８ あなたは、子どもに関する人権問題について、現時点で特に問題があると思われ

るのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「子ども同士のいじめ」の割合が 51.8％と最も高く、次いで「親による子どもの体罰・虐待」

の割合が 43.3％、「子どもの貧困問題」の割合が 29.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

子ども同士のいじめ

親による子どもの体罰・虐待

子どもの貧困問題

進路選択などで、子どもの意思を無視すること

成績や学歴だけで判断すること

学校での教師による体罰や差別的な扱い

ビデオ、インターネット（パソコン、スマートフォン
など）での子どもを取り巻く性情報のはんらん

インターネットでの特定個人への誹謗中傷

児童買春や子どものヌード写真・映像を撮影や
所持すること

家庭、学校、地域の連携が弱く、子どもを育てる
環境が孤立していること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

51.8

43.3

29.9

7.3

24.5

10.8

21.8

22.5

10.5

14.7

1.3

1.3

2.6

4.7
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「ビデオ、インターネット（パソコン、スマートフォンなど）

での子どもを取り巻く性情報のはんらん」「児童買春や子どものヌード写真・映像を撮影や所持

すること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
同
士
の
い
じ
め 

親
に
よ
る
子
ど
も
の
体
罰
・
虐
待 

子
ど
も
の
貧
困
問
題 

進
路
選
択
な
ど
で
、
子
ど
も
の
意
思
を

無
視
す
る
こ
と 

成
績
や
学
歴
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と 

学
校
で
の
教
師
に
よ
る
体
罰
や
差
別
的

な
扱
い 

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
で
の
子

ど
も
を
取
り
巻
く
性
情
報
の
は
ん
ら
ん 

男性 519  51.8  42.4  31.2  7.9  25.6  10.4  18.3  

女性 765  52.3  43.9  29.3  6.8  24.1  10.7  24.2  

選択しない 25  40.0  56.0  24.0  12.0  20.0  20.0  16.0  

 

区分 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
特
定
個
人
へ
の

誹
謗
中
傷 

児
童
買
春
や
子
ど
も
の
ヌ
ー
ド
写
真
・

映
像
を
撮
影
や
所
持
す
る
こ
と 

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
が
弱
く
、

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
が
孤
立
し
て
い

る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 21.0  7.1  16.6  1.9  1.7  2.5  3.3  

女性 23.1  12.7  13.9  0.9  1.0  2.5  5.4  

選択しない 28.0  8.0  12.0  － － 4.0  － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 16～19 歳で「成績や学歴だけで判断すること」の割合

が高く、約４割となっています。また、男性の 16～19 歳で「進路選択などで、子どもの意思を無

視すること」の割合が、女性の 30～39 歳で「インターネットでの特定個人への誹謗中傷」の割合

が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
同
士
の
い
じ
め 

親
に
よ
る
子
ど
も
の
体
罰
・
虐
待 

子
ど
も
の
貧
困
問
題 

進
路
選
択
な
ど
で
、
子
ど
も
の
意
思
を

無
視
す
る
こ
と 

成
績
や
学
歴
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と 

学
校
で
の
教
師
に
よ
る
体
罰
や
差
別
的

な
扱
い 

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
で
の
子

ど
も
を
取
り
巻
く
性
情
報
の
は
ん
ら
ん 

男性 16～19 歳 19  57.9  47.4  5.3  26.3  31.6  21.1  － 

    20～29 歳 41  48.8  53.7  19.5  17.1  36.6  12.2  19.5  

    30～39 歳 62  56.5  46.8  37.1  4.8  19.4  8.1  16.1  

    40～49 歳 87  52.9  43.7  29.9  4.6  17.2  9.2  11.5  

    50～59 歳 95  57.9  36.8  37.9  7.4  22.1  8.4  21.1  

    60～69 歳 132  48.5  41.7  29.5  6.8  28.0  10.6  22.0  

    70 歳以上 80  45.0  38.8  36.3  7.5  33.8  11.3  22.5  

女性 16～19 歳 26  46.2  46.2  26.9  19.2  42.3  19.2  － 

    20～29 歳 46  56.5  32.6  26.1  17.4  23.9  19.6  21.7  

    30～39 歳 108  58.3  49.1  31.5  5.6  12.0  15.7  25.9  

    40～49 歳 166  53.6  43.4  32.5  4.8  19.3  10.2  27.1  

    50～59 歳 147  50.3  46.3  33.3  7.5  22.4  4.8  26.5  

    60～69 歳 179  50.3  41.3  25.7  4.5  28.5  8.4  22.3  

    70 歳以上 88  50.0  45.5  22.7  6.8  36.4  11.4  26.1  

選択しない 
    16～19 歳 

1  100.0  100.0  － － － － － 

    20～29 歳 1  － － － － － － － 

    30～39 歳 4  50.0  75.0  － 25.0  － 25.0  25.0  

    40～49 歳 8  12.5  50.0  25.0  － 25.0  25.0  12.5  

    50～59 歳 5  20.0  60.0  40.0  40.0  20.0  20.0  20.0  

    60～69 歳 2  50.0  50.0  50.0  － 50.0  － 50.0  

    70 歳以上 3  100.0  33.3  33.3  － 33.3  33.3  － 
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【性・年齢別】（つづき） 

 

単位：％ 

区分 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
特
定
個
人
へ
の

誹
謗
中
傷 

児
童
買
春
や
子
ど
も
の
ヌ
ー
ド
写
真
・

映
像
を
撮
影
や
所
持
す
る
こ
と 

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
が
弱
く
、

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
が
孤
立
し
て
い

る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 15.8  － － － － － 10.5  

    20～29 歳 19.5  4.9  14.6  9.8  － 4.9  4.9  

    30～39 歳 21.0  4.8  22.6  6.5  － 3.2  4.8  

    40～49 歳 25.3  9.2  9.2  － 3.4  3.4  3.4  

    50～59 歳 27.4  9.5  15.8  － 1.1  1.1  － 

    60～69 歳 14.4  6.8  22.0  0.8  3.0  3.0  3.0  

    70 歳以上 21.3  6.3  15.0  1.3  1.3  1.3  3.8  

女性 16～19 歳 11.5  3.8  11.5  － － 7.7  － 

    20～29 歳 21.7  13.0  19.6  － － 2.2  2.2  

    30～39 歳 30.6  10.2  13.9  3.7  － 1.9  4.6  

    40～49 歳 23.5  16.3  12.0  1.2  1.8  1.2  5.4  

    50～59 歳 25.2  15.0  10.9  0.7  0.7  2.0  5.4  

    60～69 歳 19.0  12.3  13.4  － 1.1  3.9  7.8  

    70 歳以上 21.6  9.1  21.6  － 1.1  2.3  4.5  

選択しない 
16～19 歳 

100.0  － － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － 100.0  － 

    30～39 歳 50.0  － － － － － － 

    40～49 歳 37.5  12.5  12.5  － － － － 

    50～59 歳 20.0  20.0  － － － － － 

    60～69 歳 － － 50.0  － － － － 

    70 歳以上 － － － － － － － 
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【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、ひとり暮らし世帯、夫婦だけの世帯、ひとり親と子どもから

なる世帯で「子どもの貧困問題」の割合が高く、３割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
同
士
の
い
じ
め 

親
に
よ
る
子
ど
も
の
体
罰
・
虐
待 

子
ど
も
の
貧
困
問
題 

進
路
選
択
な
ど
で
、
子
ど
も
の
意
思
を

無
視
す
る
こ
と 

成
績
や
学
歴
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と 

学
校
で
の
教
師
に
よ
る
体
罰
や
差
別
的

な
扱
い 

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
で
の
子

ど
も
を
取
り
巻
く
性
情
報
の
は
ん
ら
ん 

ひとり暮らし世帯 85  45.9  45.9  34.1  4.7  22.4  8.2  20.0  

夫婦だけの世帯 368  50.0  42.1  34.0  6.3  27.7  12.0  21.5  

夫婦と子どもからなる世帯 636  55.7  45.0  26.6  8.2  21.9  9.9  23.0  

親と子ども、孫からなる世帯 97  42.3  44.3  26.8  8.2  29.9  13.4  19.6  

ひとり親と子どもからなる世帯 60  53.3  43.3  35.0  11.7  30.0  8.3  16.7  

その他 58  48.3  31.0  34.5  3.4  20.7  10.3  19.0  

 

区分 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
特
定
個
人
へ
の

誹
謗
中
傷 

児
童
買
春
や
子
ど
も
の
ヌ
ー
ド
写
真
・

映
像
を
撮
影
や
所
持
す
る
こ
と 

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
が
弱
く
、

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
が
孤
立
し
て
い

る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

ひとり暮らし世帯 17.6  9.4  17.6  － 3.5  3.5  9.4   

夫婦だけの世帯 19.6  10.6  16.8  0.5  1.1  2.7  4.9   

夫婦と子どもからなる世帯 24.4  11.3  13.2  1.7  1.1  1.6  3.8   

親と子ども、孫からなる世帯 21.6  11.3  16.5  2.1  2.1  4.1  4.1   

ひとり親と子どもからなる世帯 21.7  10.0  11.7  1.7  － 1.7  6.7   

その他 27.6  3.4  17.2  1.7  － 8.6  1.7   
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（３）高齢者に関する人権問題 

問９ あなたは、高齢者に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思われ

るのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「家庭や施設での介護を支援する制度が十分でないこと」の割合が 44.1％と最も高く、次いで

「経済的に自立が困難なこと」の割合が 27.3％、「近所や地域の人とのふれあいや理解を深める

機会が少なく孤立していること」の割合が 27.0％となっています。 

内閣府調査との比較は、選択肢が異なることと回答数が異なることから参考とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

近所や地域の人とのふれあいや理解を深める
機会が少なく孤立していること

経済的に自立が困難なこと

働ける能力を発揮する機会が少ないこと

悪徳商法の被害が多いこと

家族が世話することを避けたり、家族から虐待
を受けたりすること

家族以外の関係者から虐待を受けること

家庭や施設での介護を支援する制度が十分
でないこと

高齢者の意見や行動を尊重しないこと

道路の環境整備や公共施設、乗り物、建物の

設備などにおいて、高齢者が暮らしやすいまち
づくり・住宅づくりが進んでいないこと

情報を高齢者にわかりやすい形にして伝える
配慮が足りないこと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

27.0

27.3

23.8

25.9

15.4

8.6

44.1

4.6

23.6

18.1

1.6

3.8

2.7

4.2
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【内閣府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,758 ％

働く能力を発揮する機会が少ないこと

差別的な言動をされること

悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと

アパート等への入居を拒否されること

家庭内での看護や介護において嫌がらせや
虐待を受けること

病院での看護や養護施設において劣悪な
処遇や虐待を受けること

高齢者が邪魔者扱いされ、つまはじきに
されること

高齢者の意見や行動が尊重されないこと

経済的に自立が困難なこと

その他

特にない

わからない

32.7

13.3

55.0

19.2

29.5

38.7

29.2

18.0

37.8

0.3

5.6

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
理

解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る
こ
と 

経
済
的
に
自
立
が
困
難
な
こ
と 

働
け
る
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と 

悪
徳
商
法
の
被
害
が
多
い
こ
と 

家
族
が
世
話
す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、

家
族
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
す
る
こ
と 

家
族
以
外
の
関
係
者
か
ら
虐
待
を
受
け

る
こ
と 

家
庭
や
施
設
で
の
介
護
を
支
援
す
る
制

度
が
十
分
で
な
い
こ
と 

男性 519  28.9  28.5  24.3  23.9  16.4  7.7  41.6  

女性 765  26.4  27.2  23.3  27.2  15.2  8.9  46.0  

選択しない 25  8.0  16.0  32.0  24.0  12.0  12.0  36.0  

 

区分 

高
齢
者
の
意
見
や
行
動
を
尊
重
し
な
い

こ
と 

道
路
の
環
境
整
備
や
公
共
施
設
、
乗
り

物
、
建
物
の
設
備
な
ど
に
お
い
て
、
高

齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
・

住
宅
づ
く
り
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と 

情
報
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
い
形
に

し
て
伝
え
る
配
慮
が
足
り
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

男性 3.9  20.8  15.2  2.1  5.4  3.3  2.9   

女性 5.0  24.7  20.0  1.0  2.9  2.2  4.7   

選択しない 4.0  40.0  20.0  4.0  － 8.0  8.0   
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 30～39 歳で「近所や地域の人とのふれあいや理解を深

める機会が少なく孤立していること」「働ける能力を発揮する機会が少ないこと」の割合が高く

なっています。また、女性の 60～69 歳で「道路の環境整備や公共施設、乗り物、建物の設備など

において、高齢者が暮らしやすいまちづくり・住宅づくりが進んでいないこと」の割合が、女性

の 70 歳以上で「情報を高齢者にわかりやすい形にして伝える配慮が足りないこと」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
理

解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る
こ
と 

経
済
的
に
自
立
が
困
難
な
こ
と 

働
け
る
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と 

悪
徳
商
法
の
被
害
が
多
い
こ
と 

家
族
が
世
話
す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、

家
族
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
す
る
こ
と 

家
族
以
外
の
関
係
者
か
ら
虐
待
を
受
け

る
こ
と 

家
庭
や
施
設
で
の
介
護
を
支
援
す
る
制

度
が
十
分
で
な
い
こ
と 

男性 16～19 歳 19  31.6  10.5  10.5  26.3  5.3  15.8  15.8  

    20～29 歳 41  24.4  17.1  26.8  22.0  12.2  7.3  31.7  

    30～39 歳 62  35.5  37.1  24.2  14.5  24.2  12.9  38.7  

    40～49 歳 87  24.1  33.3  18.4  31.0  17.2  6.9  49.4  

    50～59 歳 95  30.5  34.7  23.2  31.6  14.7  8.4  51.6  

    60～69 歳 132  30.3  25.8  28.8  18.2  14.4  4.5  43.2  

    70 歳以上 80  26.3  23.8  25.0  23.8  20.0  6.3  32.5  

女性 16～19 歳 26  26.9  19.2  19.2  30.8  23.1  7.7  46.2  

    20～29 歳 46  23.9  21.7  15.2  32.6  19.6  8.7  54.3  

    30～39 歳 108  40.7  29.6  33.3  20.4  13.9  8.3  50.0  

    40～49 歳 166  27.1  32.5  27.1  26.5  15.7  7.2  50.0  

    50～59 歳 147  27.9  27.2  21.1  28.6  14.3  10.9  48.3  

    60～69 歳 179  17.9  26.3  19.6  26.8  14.5  8.4  40.8  

    70 歳以上 88  23.9  21.6  21.6  30.7  13.6  9.1  36.4  

選択しない 
16～19 歳 

1  － － 100.0  100.0  － － 100.0  

    20～29 歳 1  － － － － － － － 

    30～39 歳 4  － 25.0  － 75.0  － － 75.0  

    40～49 歳 8  － － 37.5  12.5  25.0  12.5  25.0  

    50～59 歳 5  － 40.0  20.0  － 20.0  40.0  60.0  

    60～69 歳 2  50.0  50.0  50.0  － － － － 

    70 歳以上 3  － － 66.7  － － － － 
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％      

区分 

高
齢
者
の
意
見
や
行
動
を
尊
重
し
な
い

こ
と 

道
路
の
環
境
整
備
や
公
共
施
設
、
乗
り

物
、
建
物
の
設
備
な
ど
に
お
い
て
、
高

齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
・

住
宅
づ
く
り
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と 

情
報
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
い
形
に

し
て
伝
え
る
配
慮
が
足
り
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

男性 16～19 歳 10.5  － 15.8  5.3  10.5  10.5  10.5   

    20～29 歳 7.3  34.1  9.8  4.9  12.2  4.9  2.4   

    30～39 歳 4.8  14.5  11.3  4.8  3.2  1.6  8.1   

    40～49 歳 2.3  11.5  11.5  2.3  5.7  3.4  1.1   

    50～59 歳 2.1  22.1  12.6  － 2.1  2.1  1.1   

    60～69 歳 3.0  23.5  18.9  1.5  6.1  3.8  1.5   

    70 歳以上 5.0  27.5  21.3  1.3  5.0  2.5  3.8   

女性 16～19 歳 11.5  23.1  3.8  － － 7.7  －  

    20～29 歳 2.2  23.9  13.0  － 6.5  2.2  2.2   

    30～39 歳 4.6  13.9  15.7  1.9  2.8  3.7  4.6   

    40～49 歳 3.0  24.1  21.1  1.8  1.8  1.8  3.6   

    50～59 歳 4.8  23.1  22.4  － 2.0  0.7  6.1   

    60～69 歳 5.6  33.5  18.4  1.1  3.4  2.2  6.1   

    70 歳以上 6.8  26.1  30.7  1.1  4.5  2.3  4.5   

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － － －  

    20～29 歳 － － － － － 100.0  －  

    30～39 歳 25.0  25.0  25.0  － － － －  

    40～49 歳 － 50.0  25.0  12.5  － 12.5  12.5   

    50～59 歳 － 60.0  － － － － －  

    60～69 歳 － － － － － － 50.0   

    70 歳以上 － 66.7  33.3  － － － －  
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【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、親と子ども、孫からなる世帯で「経済的に自立が困難なこと」

の割合が高く、３割台半ばとなっています。また、夫婦だけの世帯で「道路の環境整備や公共施

設、乗り物、建物の設備などにおいて、高齢者が暮らしやすいまちづくり・住宅づくりが進んで

いないこと」の割合が、ひとり暮らし世帯で「特に問題と思うことはない」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
理

解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る
こ
と 

経
済
的
に
自
立
が
困
難
な
こ
と 

働
け
る
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と 

悪
徳
商
法
の
被
害
が
多
い
こ
と 

家
族
が
世
話
す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、

家
族
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
す
る
こ
と 

家
族
以
外
の
関
係
者
か
ら
虐
待
を
受
け

る
こ
と 

家
庭
や
施
設
で
の
介
護
を
支
援
す
る
制

度
が
十
分
で
な
い
こ
と 

ひとり暮らし世帯 85  27.1  28.2  25.9  27.1  18.8  8.2  32.9  

夫婦だけの世帯 368  28.5  24.2  24.7  24.7  13.6  8.4  43.2  

夫婦と子どもからなる世帯 636  27.4  26.6  24.2  27.5  16.0  9.0  46.4  

親と子ども、孫からなる世帯 97  26.8  35.1  19.6  23.7  17.5  7.2  41.2  

ひとり親と子どもからなる世帯 60  21.7  31.7  18.3  25.0  16.7  3.3  43.3  

その他 58  19.0  39.7  25.9  17.2  13.8  10.3  44.8  

 

 
区分 

高
齢
者
の
意
見
や
行
動
を
尊
重
し
な
い

こ
と 

道
路
の
環
境
整
備
や
公
共
施
設
、
乗
り
物
、

建
物
の
設
備
な
ど
に
お
い
て
、
高
齢
者
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
・
住
宅
づ
く

り
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と 

情
報
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
い
形
に

し
て
伝
え
る
配
慮
が
足
り
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

ひとり暮らし世帯 8.2  18.8  12.9  － 9.4  2.4  4.7   

夫婦だけの世帯 4.1  27.7  21.5  1.6  3.0  2.2  4.6   

夫婦と子どもからなる世帯 4.9  21.4  16.5  1.6  3.5  3.1  3.3   

親と子ども、孫からなる世帯 3.1  22.7  15.5  2.1  4.1  2.1  5.2   

ひとり親と子どもからなる世帯 3.3  21.7  23.3  － 6.7  3.3  6.7   

その他 1.7  27.6  15.5  5.2  1.7  3.4  5.2   
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（４）障がい者に関する人権問題 

問 10 あなたは、障がいのある人に関する人権問題について、現時点で特に問題がある

と思われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「障がいのある人に対する人々の理解が十分でないこと」の割合が 59.2％と最も高く、次いで

「道路の段差や駅の階段など、外出に不便をともなうこと」の割合が 33.6％、「就職、職場での

生活で不利益を受けること」の割合が 26.5％となっています。 

内閣府調査との比較は、選択肢が異なることと回答数が異なることから参考とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

障がいのある人に対する人々の理解が
十分でないこと

差別的な発言や落書きなどをすること

就職、職場での生活で不利益を受ける
こと

道路の段差や駅の階段など、外出に
不便をともなうこと

障がいのある人の意見や行動が
軽視されること

家族が必要な支援をしなかったり、暴力、
暴言などの虐待をしたりすること

地域活動等に気軽に参加できないこと

障がいのある人の暮らしに適した住宅が
身近にないこと

障がいのある人の生活を支援する
福祉サービスが十分でないこと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

59.2

11.3

26.5

33.6

13.7

10.4

6.2

11.3

24.2

2.5

3.0

7.0

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【内閣府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,758 ％

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受ける
こと

就職・職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を
拒否されること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

その他

特にない

わからない

35.0

29.1

49.0

9.7

6.2

31.7

0.5

9.6

19.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「道路の段差や駅の階段など、外出に不便をともなうこと」

の割合が高く、３割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

人
々
の
理
解
が
十
分
で
な
い

こ
と 

差
別
的
な
発
言
や
落
書
き
な

ど
を
す
る
こ
と 

就
職
、
職
場
で
の
生
活
で
不
利

益
を
受
け
る
こ
と 

道
路
の
段
差
や
駅
の
階
段
な

ど
、
外
出
に
不
便
を
と
も
な
う

こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
意
見
や

行
動
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と 

家
族
が
必
要
な
支
援
を
し
な

か
っ
た
り
、
暴
力
、
暴
言
な
ど

の
虐
待
を
し
た
り
す
る
こ
と 

男性 519  59.0  12.5  25.4  29.1  13.1  10.2  

女性 765  59.6  10.8  27.5  36.5  14.2  10.5  

選択しない 25  60.0  4.0  20.0  44.0  12.0  8.0  

 

区分 

地
域
活
動
等
に
気
軽
に
参
加

で
き
な
い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
暮
ら
し

に
適
し
た
住
宅
が
身
近
に
な

い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を

支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
で
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 7.1  11.2  25.4  3.5  3.3  6.6  3.3  

女性 5.8  11.0  23.4  1.8  2.9  7.3  4.4  

選択しない 8.0  16.0  16.0  4.0  － 12.0  － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、男性の 50～59 歳、女性の 30～39 歳で「障がいのある人に対する人々の

理解が十分でないこと」の割合が高く、６割台半ばとなっています。また、男性の 60～69 歳で

「障がいのある人の生活を支援する福祉サービスが十分でないこと」の割合が高く、３割台半ば

となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

人
々
の
理
解
が
十
分
で
な
い

こ
と 

差
別
的
な
発
言
や
落
書
き
な

ど
を
す
る
こ
と 

就
職
、
職
場
で
の
生
活
で
不
利

益
を
受
け
る
こ
と 

道
路
の
段
差
や
駅
の
階
段
な

ど
、
外
出
に
不
便
を
と
も
な
う

こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
意
見
や

行
動
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と 

家
族
が
必
要
な
支
援
を
し
な

か
っ
た
り
、
暴
力
、
暴
言
な
ど

の
虐
待
を
し
た
り
す
る
こ
と 

男性 16～19 歳 19  47.4  21.1  15.8  10.5  26.3  － 

    20～29 歳 41  58.5  22.0  24.4  19.5  14.6  9.8  

    30～39 歳 62  64.5  8.1  30.6  22.6  16.1  11.3  

    40～49 歳 87  60.9  10.3  14.9  27.6  13.8  9.2  

    50～59 歳 95  64.2  16.8  24.2  34.7  13.7  10.5  

    60～69 歳 132  57.6  9.1  25.8  34.1  9.1  9.1  

    70 歳以上 80  52.5  12.5  35.0  28.8  12.5  15.0  

女性 16～19 歳 26  61.5  26.9  34.6  7.7  19.2  19.2  

    20～29 歳 46  56.5  15.2  32.6  32.6  19.6  10.9  

    30～39 歳 108  65.7  13.9  32.4  31.5  22.2  13.0  

    40～49 歳 166  58.4  20.5  30.1  38.0  12.0  13.9  

    50～59 歳 147  61.2  6.1  22.4  42.2  12.2  8.2  

    60～69 歳 179  59.8  3.9  27.4  38.0  13.4  5.6  

    70 歳以上 88  52.3  2.3  21.6  37.5  10.2  12.5  

選択しない 16～19 歳 1  － － － 100.0  － 100.0  

    20～29 歳 1  － － － － － － 

    30～39 歳 4  50.0  25.0  － 100.0  － － 

    40～49 歳 8  62.5  － 12.5  37.5  12.5  － 

    50～59 歳 5  80.0  － 20.0  40.0  － 20.0  

    60～69 歳 2  50.0  － 50.0  50.0  － － 

    70 歳以上 3  66.7  － 33.3  － 33.3  － 

 

  



84 

 

【性・年齢別（つづき）】 

単位：％ 

区分 

地
域
活
動
等
に
気
軽
に
参
加

で
き
な
い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
暮
ら
し

に
適
し
た
住
宅
が
身
近
に
な

い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を

支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
で
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 10.5  5.3  5.3  10.5  － 15.8  10.5  

    20～29 歳 9.8  17.1  12.2  4.9  4.9  7.3  4.9  

    30～39 歳 9.7  4.8  24.2  4.8  － 4.8  6.5  

    40～49 歳 6.9  10.3  21.8  6.9  3.4  8.0  2.3  

    50～59 歳 6.3  11.6  27.4  4.2  3.2  4.2  1.1  

    60～69 歳 5.3  12.1  34.8  － 4.5  6.8  2.3  

    70 歳以上 6.3  13.8  23.8  1.3  3.8  6.3  3.8  

女性 16～19 歳 7.7  11.5  3.8  3.8  3.8  11.5  － 

    20～29 歳 4.3  13.0  17.4  6.5  6.5  2.2  － 

    30～39 歳 5.6  6.5  23.1  0.9  0.9  5.6  3.7  

    40～49 歳 7.2  7.8  22.9  2.4  1.8  6.0  3.6  

    50～59 歳 6.8  12.9  20.4  1.4  3.4  6.8  4.8  

    60～69 歳 3.9  11.7  29.1  － 2.2  10.1  6.7  

    70 歳以上 5.7  17.0  28.4  3.4  4.5  9.1  5.7  

選択しない 16～19 歳 － 100.0  － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － 100.0  － 

    30～39 歳 25.0  25.0  25.0  － － － － 

    40～49 歳 － 25.0  12.5  12.5  － 12.5  － 

    50～59 歳 － － 40.0  － － － － 

    60～69 歳 50.0  － － － － － － 

    70 歳以上 － － － － － 33.3  － 
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【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、親と子ども、孫からなる世帯で「障がいのある人に対する人々

の理解が十分でないこと」の割合が高く、約７割となっています。また、夫婦だけの世帯で「道

路の段差や駅の階段など、外出に不便をともなうこと」の割合が高く、約４割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

人
々
の
理
解
が
十
分
で
な
い

こ
と 

差
別
的
な
発
言
や
落
書
き
な

ど
を
す
る
こ
と 

就
職
、
職
場
で
の
生
活
で
不
利

益
を
受
け
る
こ
と 

道
路
の
段
差
や
駅
の
階
段
な

ど
、
外
出
に
不
便
を
と
も
な
う

こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
意
見
や

行
動
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と 

家
族
が
必
要
な
支
援
を
し
な

か
っ
た
り
、
暴
力
、
暴
言
な
ど

の
虐
待
を
し
た
り
す
る
こ
と 

ひとり暮らし世帯 85  54.1  11.8  25.9  32.9  14.1  12.9  

夫婦だけの世帯 368  55.2  9.0  25.5  37.8  11.7  9.2  

夫婦と子どもからなる世帯 636  62.9  13.1  28.1  32.2  14.8  9.1  

親と子ども、孫からなる世帯 97  67.0  11.3  22.7  29.9  14.4  16.5  

ひとり親と子どもからなる世帯 60  48.3  11.7  28.3  31.7  15.0  18.3  

その他 58  55.2  8.6  19.0  31.0  12.1  8.6  

 

区分 

地
域
活
動
等
に
気
軽
に
参
加

で
き
な
い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
暮
ら
し

に
適
し
た
住
宅
が
身
近
に
な

い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を

支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
で
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

ひとり暮らし世帯 5.9  12.9  23.5  2.4  8.2  5.9  4.7  

夫婦だけの世帯 6.3  13.3  28.5  1.6  1.9  6.5  4.1  

夫婦と子どもからなる世帯 6.9  10.1  22.8  3.1  2.4  7.1  3.6  

親と子ども、孫からなる世帯 7.2  10.3  21.6  1.0  2.1  6.2  4.1  

ひとり親と子どもからなる世帯 5.0  5.0  11.7  3.3  6.7  11.7  5.0  

その他 1.7  13.8  24.1  3.4  5.2  10.3  5.2  
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（５）同和問題に関する人権問題 

問 11 あなたは、同和問題に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思わ

れるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「差別的な言動やうわさ話」の割合が26.9％と最も高く、次いで「わからない」の割合が22.1％、

「結婚問題での周囲の反対」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

差別的な言動やうわさ話

インターネットを悪用した差別書き込みや
差別文書の掲載

就職・職場での差別、不利な扱い

結婚問題での周囲の反対

身元調査の実施

地域の付き合いでの差別、不利な扱い

同和地区への居住の敬遠

生活環境上の問題（住環境の未整備）

就労、産業面での問題（不安定就労など）

同和問題の理解不足につけ込み、高額図書を
売りつけるなどの「えせ同和行為」

同和問題についての関心が薄らいでいること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

26.9

14.1

14.0

20.0

11.9

7.7

14.9

2.7

6.2

6.1

11.1

2.9

11.4

22.1

3.8

0 10 20 30 40 50
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「同和問題の理解不足につけ込み、高額図書を売りつけるな

どの「えせ同和行為」」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

差
別
的
な
言
動
や
う
わ
さ
話 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
差
別
書
き
込
み
や
差
別
文

書
の
掲
載 

就
職
・
職
場
で
の
差
別
、
不
利

な
扱
い 

結
婚
問
題
で
の
周
囲
の
反
対 

身
元
調
査
の
実
施 

地
域
の
付
き
合
い
で
の
差
別
、

不
利
な
扱
い 

同
和
地
区
へ
の
居
住
の
敬
遠 

男性 519  26.6  15.6  14.1  18.3  10.8  10.4  14.5  

女性 765  28.4  12.9  14.4  21.4  12.8  5.9  14.9  

選択しない 25  8.0  20.0  8.0  12.0  4.0  8.0  12.0  

 

区分 

生
活
環
境
上
の
問
題
（
住
環
境

の
未
整
備
） 

就
労
、
産
業
面
で
の
問
題
（
不

安
定
就
労
な
ど
） 

同
和
問
題
の
理
解
不
足
に
つ
け

込
み
、
高
額
図
書
を
売
り
つ
け

る
な
ど
の
「
え
せ
同
和
行
為
」 

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

が
薄
ら
い
で
い
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 3.5  6.9  9.4  10.4  4.2  13.5  17.5  2.9  

女性 2.2  6.0  3.8  11.5  2.0  10.1  25.2  3.9  

選択しない － 4.0  4.0  8.0  4.0  12.0  40.0  － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 16～19 歳、女性の 30～39 歳で「差別的な言動やうわ

さ話」の割合が高く、約４割となっています。また、男性の 30～39 歳、女性の 40～49 歳で「就

職・職場での差別、不利な扱い」の割合が、男性の 40～59 歳で「同和問題の理解不足につけ込

み、高額図書を売りつけるなどの「えせ同和行為」」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

差
別
的
な
言
動
や
う
わ
さ
話 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
差
別
書
き
込
み
や
差
別
文

書
の
掲
載 

就
職
・
職
場
で
の
差
別
、
不
利

な
扱
い 

結
婚
問
題
で
の
周
囲
の
反
対 

身
元
調
査
の
実
施 

地
域
の
付
き
合
い
で
の
差
別
、

不
利
な
扱
い 

同
和
地
区
へ
の
居
住
の
敬
遠 

男性 16～19 歳 19  42.1  21.1  15.8  15.8  － － 10.5  

    20～29 歳 41  26.8  24.4  7.3  7.3  12.2  17.1  9.8  

    30～39 歳 62  33.9  19.4  25.8  19.4  8.1  12.9  9.7  

    40～49 歳 87  26.4  10.3  12.6  13.8  12.6  8.0  11.5  

    50～59 歳 95  27.4  22.1  17.9  17.9  12.6  9.5  13.7  

    60～69 歳 132  22.7  12.1  10.6  21.2  9.8  12.9  16.7  

    70 歳以上 80  23.8  11.3  10.0  22.5  11.3  7.5  21.3  

女性 16～19 歳 26  11.5  7.7  7.7  15.4  7.7  3.8  － 

    20～29 歳 46  28.3  8.7  19.6  21.7  17.4  13.0  10.9  

    30～39 歳 108  39.8  22.2  15.7  23.1  15.7  10.2  17.6  

    40～49 歳 166  34.3  15.1  22.3  27.1  16.3  9.0  14.5  

    50～59 歳 147  27.9  10.9  16.3  17.7  8.8  4.1  19.0  

    60～69 歳 179  25.1  10.6  8.9  19.6  12.8  2.8  12.8  

    70 歳以上 88  17.0  10.2  5.7  21.6  9.1  1.1  15.9  

選択しない 
    16～19 歳 

1  － 100.0  － － － － － 

    20～29 歳 1  － － － － － － － 

    30～39 歳 4  － 25.0  25.0  － 25.0  － － 

    40～49 歳 8  12.5  12.5  12.5  12.5  － － 12.5  

    50～59 歳 5  － 20.0  － 20.0  － 40.0  20.0  

    60～69 歳 2  － 50.0  － － － － 50.0  

    70 歳以上 3  33.3  － － － － － － 
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％ 

区分 

生
活
環
境
上
の
問
題
（
住
環
境

の
未
整
備
） 

就
労
、
産
業
面
で
の
問
題
（
不

安
定
就
労
な
ど
） 

同
和
問
題
の
理
解
不
足
に
つ

け
込
み
、
高
額
図
書
を
売
り
つ

け
る
な
ど
の
「
え
せ
同
和
行
為
」 

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

が
薄
ら
い
で
い
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 － 10.5  5.3  10.5  10.5  10.5  21.1  － 

    20～29 歳 7.3  12.2  2.4  7.3  2.4  12.2  26.8  － 

    30～39 歳 － 12.9  4.8  9.7  4.8  9.7  16.1  3.2  

    40～49 歳 4.6  1.1  14.9  10.3  10.3  6.9  21.8  2.3  

    50～59 歳 5.3  6.3  16.8  9.5  2.1  11.6  14.7  2.1  

    60～69 歳 3.0  3.0  8.3  10.6  1.5  22.0  12.9  4.5  

    70 歳以上 2.5  12.5  5.0  13.8  2.5  13.8  20.0  3.8  

女性 16～19 歳 － 3.8  3.8  11.5  3.8  3.8  50.0  － 

    20～29 歳 6.5  6.5  4.3  8.7  2.2  17.4  21.7  － 

    30～39 歳 4.6  9.3  2.8  9.3  1.9  7.4  15.7  2.8  

    40～49 歳 1.2  5.4  6.0  12.7  3.6  7.8  18.7  3.0  

    50～59 歳 2.7  5.4  4.8  12.9  1.4  9.5  29.3  2.7  

    60～69 歳 － 5.0  1.7  7.8  1.1  11.7  32.4  5.6  

    70 歳以上 3.4  6.8  3.4  19.3  1.1  12.5  21.6  8.0  

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － － 100.0  － 

    30～39 歳 － － － － － 25.0  50.0  － 

    40～49 歳 － － － 12.5  － － 62.5  － 

    50～59 歳 － 20.0  20.0  － － 20.0  20.0  － 

    60～69 歳 － － － － － 50.0  － － 

    70 歳以上 － － － 33.3  － － 33.3  － 
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（６）在日外国人に関する人権問題 

問 12 あなたは、在日外国人に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思

われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「外国の生活習慣や文化、宗教などの違いへの理解が不足しており、地域社会の受け入れが十

分でないこと」の割合が 33.6％と最も高く、次いで「差別的な発言（ヘイトスピーチ等）や行為

などをすること」の割合が 24.6％、「言語の違いによって十分な情報が得られないこと」の割合

が 23.5％となっています。 

内閣府調査との比較は、選択肢が異なることと回答数が異なることから参考とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

外国の生活習慣や文化、宗教などの違いへの理解が
不足しており、地域社会の受け入れが十分でないこと

年金や医療保険などの社会保障が十分でないこと

住宅を容易に借りることができないこと

外国人の子どもに対し、十分な教育ができないこと

就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件に
おかれていること

差別的な発言（ヘイトスピーチ等）や行為などをする
こと

近隣や地域の人とのふれあいや理解を深める機会が
少なく孤立していること

地方参政権が認められていないこと

言語の違いによって十分な情報が得られないこと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

33.6

12.9

7.4

9.6

12.8

24.6

10.4

8.0

23.5

1.7

10.3

20.1

3.9

0 10 20 30 40 50
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【内閣府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,758 ％

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること

就職・職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を
拒否されること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

その他

特にない

わからない

45.7

35.0

49.8

7.8

7.1

31.8

0.5

7.4

18.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性とで大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

外
国
の
生
活
習
慣
や
文
化
、
宗
教
な

ど
の
違
い
へ
の
理
解
が
不
足
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
受
け
入
れ
が
十

分
で
な
い
こ
と 

年
金
や
医
療
保
険
な
ど
の
社
会
保

障
が
十
分
で
な
い
こ
と 

住
宅
を
容
易
に
借
り
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と 

外
国
人
の
子
ど
も
に
対
し
、
十
分
な

教
育
が
で
き
な
い
こ
と 

就
職
や
仕
事
の
内
容
、
待
遇
な
ど
で

不
利
な
条
件
に
お
か
れ
て
い
る
こ

と 差
別
的
な
発
言
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

等
）
や
行
為
な
ど
を
す
る
こ
と 

男性 519  36.4  12.1  7.5  10.2  14.3  24.5  

女性 765  32.2  13.6  7.2  9.0  12.2  25.2  

選択しない 25  24.0  4.0  12.0  12.0  4.0  20.0  

 

区分 

近
隣
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

や
理
解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く

孤
立
し
て
い
る
こ
と 

地
方
参
政
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と 

言
語
の
違
い
に
よ
っ
て
十
分
な
情

報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 13.1  8.7  23.3  2.7  12.9  13.5  3.1  

女性 8.6  7.6  23.8  1.0  8.1  24.7  3.9  

選択しない 4.0  8.0  20.0  － 16.0  36.0  － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 16～19 歳で「外国の生活習慣や文化、宗教などの違い

への理解が不足しており、地域社会の受け入れが十分でないこと」の割合が、男性の 50～59 歳

で「差別的な発言（ヘイトスピーチ等）や行為などをすること」の割合が高く、約４割となって

います。また、男性の 20～29 歳、60～69 歳で「特に問題と思うことはない」の割合が高く、約

２割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

外
国
の
生
活
習
慣
や
文
化
、
宗
教
な

ど
の
違
い
へ
の
理
解
が
不
足
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
受
け
入
れ
が
十

分
で
な
い
こ
と 

年
金
や
医
療
保
険
な
ど
の
社
会
保

障
が
十
分
で
な
い
こ
と 

住
宅
を
容
易
に
借
り
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と 

外
国
人
の
子
ど
も
に
対
し
、
十
分
な

教
育
が
で
き
な
い
こ
と 

就
職
や
仕
事
の
内
容
、
待
遇
な
ど
で

不
利
な
条
件
に
お
か
れ
て
い
る
こ

と 差
別
的
な
発
言
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

等
）
や
行
為
な
ど
を
す
る
こ
と 

男性 16～19 歳 19  42.1  10.5  － － 26.3  36.8  

    20～29 歳 41  34.1  12.2  2.4  7.3  14.6  19.5  

    30～39 歳 62  35.5  14.5  11.3  12.9  17.7  25.8  

    40～49 歳 87  32.2  8.0  5.7  5.7  13.8  25.3  

    50～59 歳 95  36.8  15.8  9.5  17.9  15.8  38.9  

    60～69 歳 132  37.9  11.4  6.8  10.6  9.8  14.4  

    70 歳以上 80  38.8  11.3  8.8  6.3  15.0  21.3  

女性 16～19 歳 26  34.6  19.2  7.7  11.5  7.7  34.6  

    20～29 歳 46  39.1  13.0  8.7  8.7  23.9  26.1  

    30～39 歳 108  36.1  17.6  8.3  11.1  13.0  25.0  

    40～49 歳 166  31.3  12.7  9.0  7.2  15.7  28.3  

    50～59 歳 147  33.3  16.3  6.1  12.9  10.2  26.5  

    60～69 歳 179  30.2  8.9  7.3  6.7  9.5  22.3  

    70 歳以上 88  26.1  14.8  3.4  8.0  8.0  21.6  

選択しない 
    16～19 歳 

1  － － － － － － 

    20～29 歳 1  － － － － － － 

    30～39 歳 4  － － － 25.0  － 25.0  

    40～49 歳 8  － 12.5  25.0  12.5  12.5  － 

    50～59 歳 5  60.0  － 20.0  20.0  － 20.0  

    60～69 歳 2  － － － － － 50.0  

    70 歳以上 3  66.7  － － － － 33.3  
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％ 

区分 

近
隣
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

や
理
解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く

孤
立
し
て
い
る
こ
と 

地
方
参
政
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と 

言
語
の
違
い
に
よ
っ
て
十
分
な
情

報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 － 21.1  21.1  － 15.8  10.5  5.3  

    20～29 歳 14.6  2.4  29.3  4.9  22.0  12.2  － 

    30～39 歳 12.9  6.5  17.7  4.8  8.1  14.5  4.8  

    40～49 歳 10.3  11.5  20.7  4.6  12.6  18.4  1.1  

    50～59 歳 12.6  9.5  23.2  2.1  9.5  7.4  1.1  

    60～69 歳 16.7  4.5  30.3  1.5  18.2  11.4  4.5  

    70 歳以上 13.8  13.8  16.3  1.3  7.5  20.0  5.0  

女性 16～19 歳 11.5  15.4  19.2  － 3.8  23.1  － 

    20～29 歳 10.9  8.7  19.6  2.2  15.2  15.2  2.2  

    30～39 歳 8.3  9.3  21.3  － 5.6  25.0  3.7  

    40～49 歳 10.2  6.6  21.1  1.2  8.4  19.9  4.2  

    50～59 歳 8.8  6.1  24.5  1.4  9.5  25.2  1.4  

    60～69 歳 6.7  8.9  25.7  1.1  6.1  31.3  4.5  

    70 歳以上 6.8  4.5  29.5  1.1  9.1  25.0  9.1  

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － 100.0  － 

    20～29 歳 － － － － － 100.0  － 

    30～39 歳 － 25.0  25.0  － 25.0  25.0  － 

    40～49 歳 － － 12.5  － 25.0  50.0  － 

    50～59 歳 20.0  － 40.0  － － 20.0  － 

    60～69 歳 － － － － 50.0  － － 

    70 歳以上 － － 33.3  － － 33.3  － 
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（７）犯罪被害者に関する人権問題 

問 13 あなたは、犯罪被害者の方やその家族に関する人権問題について、現時点で特に

問題があると思われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「マスコミ等の取材で平穏な私生活が保てなくなること」の割合が 53.3％と最も高く、次いで

「誤ってプライバシーが報道されること」の割合が 44.6％、「インターネットで情報が拡散され

ること」の割合が 44.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

差別的な言動を受けること

事件のことに関して、周囲にうわさ話を
されること

捜査や刑事裁判において精神的
負担を受けること

誤ってプライバシーが報道されること

マスコミ等の取材で平穏な私生活が
保てなくなること

インターネットで情報が拡散されること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

16.6

32.6

18.5

44.6

53.3

44.0

1.0

3.2

10.0

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「インターネットで情報が拡散されること」の割合が高く、

約５割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

差
別
的
な
言
動
を
受
け
る
こ
と 

事
件
の
こ
と
に
関
し
て
、
周
囲
に
う

わ
さ
話
を
さ
れ
る
こ
と 

捜
査
や
刑
事
裁
判
に
お
い
て
精
神

的
負
担
を
受
け
る
こ
と 

誤
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
報
道
さ

れ
る
こ
と 

マ
ス
コ
ミ
等
の
取
材
で
平
穏
な
私

生
活
が
保
て
な
く
な
る
こ
と 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
拡
散

さ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 519  18.7  32.8  19.7  43.7  52.8  39.7  1.7  5.2  9.1  2.3  

女性 765  15.3  33.2  17.5  45.6  54.1  47.2  0.5  2.0  10.7  3.5  

選択しない 25  8.0  24.0  24.0  44.0  40.0  44.0  － 4.0  16.0  8.0  
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 50～59 歳、女性の 20～29 歳で「誤ってプライバシー

が報道されること」の割合が、男性の 20～29 歳、50～59 歳、女性の 20～29 歳で「マスコミ等の

取材で平穏な私生活が保てなくなること」の割合が高く、約６割となっています。また、女性の

30～59 歳で「インターネットで情報が拡散されること」の割合が高く、５割台半ばとなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

差
別
的
な
言
動
を
受
け
る
こ
と 

事
件
の
こ
と
に
関
し
て
、
周
囲
に
う

わ
さ
話
を
さ
れ
る
こ
と 

捜
査
や
刑
事
裁
判
に
お
い
て
精
神

的
負
担
を
受
け
る
こ
と 

誤
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
報
道
さ

れ
る
こ
と 

マ
ス
コ
ミ
等
の
取
材
で
平
穏
な
私

生
活
が
保
て
な
く
な
る
こ
と 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
拡
散

さ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 19  15.8  42.1  10.5  36.8  47.4  47.4  5.3  5.3  5.3  5.3  

    20～29 歳 41  29.3  31.7  14.6  53.7  63.4  36.6  2.4  2.4  12.2  － 

    30～39 歳 62  21.0  43.5  14.5  45.2  58.1  41.9  1.6  1.6  6.5  1.6  

    40～49 歳 87  19.5  35.6  23.0  41.4  51.7  42.5  2.3  2.3  9.2  3.4  

    50～59 歳 95  14.7  23.2  23.2  58.9  61.1  46.3  1.1  4.2  3.2  1.1  

    60～69 歳 132  16.7  32.6  18.2  36.4  45.5  33.3  0.8  9.8  11.4  3.8  

    70 歳以上 80  18.8  30.0  21.3  36.3  48.8  38.8  1.3  6.3  13.8  1.3  

女性 16～19 歳 26  7.7  50.0  15.4  30.8  53.8  34.6  － － 15.4  － 

    20～29 歳 46  19.6  41.3  23.9  60.9  63.0  34.8  2.2  － 2.2  4.3  

    30～39 歳 108  24.1  33.3  17.6  52.8  54.6  54.6  － 1.9  6.5  3.7  

    40～49 歳 166  15.1  33.7  13.9  48.8  53.0  56.0  0.6  4.2  7.2  4.2  

    50～59 歳 147  12.2  32.7  17.0  48.3  57.8  53.7  1.4  － 10.2  1.4  

    60～69 歳 179  14.0  30.2  16.2  38.0  52.0  41.3  － 0.6  15.6  5.6  

    70 歳以上 88  13.6  31.8  26.1  40.9  50.0  34.1  － 3.4  15.9  2.3  

選択しない 
    16～19 歳 

1  － － － 100.0  100.0  100.0  － － － － 

    20～29 歳 1  － － － － － － － － 100.0  － 

    30～39 歳 4  － 25.0  25.0  50.0  50.0  50.0  － － － 25.0  

    40～49 歳 8  25.0  25.0  25.0  25.0  37.5  50.0  － － 25.0  － 

    50～59 歳 5  － 20.0  40.0  40.0  20.0  40.0  － 20.0  20.0  － 

    60～69 歳 2  － 50.0  50.0  100.0  50.0  － － － － － 

    70 歳以上 3  － 33.3  － 33.3  33.3  33.3  － － － 33.3  
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（８）インターネットに関する人権問題 

問 14 あなたは、インターネットに関する人権問題について、現時点で特に問題がある

と思われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「情報発信者が特定されないため、無責任な発言を行うこと」の割合が 44.1％と最も高く、次

いで「自分の実名、住所、顔写真や電話番号等、プライバシーを暴露されること」の割合が 38.7％、

「ＳＮＳや出会い系サイトの存在など犯罪を誘発する場となっていること」の割合が 31.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

自分の実名、住所、顔写真や電話番号等、
プライバシーを暴露されること

自分以外の人の実名、住所、顔写真や電話番号等、
プライバシーを暴露されること

自分に対する、いわれのない非難・中傷、あるいは
根拠のないうわさが流されること

自分以外の人に対する、いわれのない誹謗中傷、
あるいは根拠のないうわさが流されること

犯罪捜査の対象の未成年者の名前・顔写真が
掲載されること

情報発信者が特定されないため、無責任な発言を
行うこと

ＳＮＳや出会い系サイトの存在など犯罪を誘発する
場となっていること

ネットポルノなど違法、有害なホームページが
存在すること

悪質商法によるインターネット取引で被害が発生する
こと

特定の集団、職業等に対する、いわれのない非難・中傷、

あるいは差別を助長するような情報が掲載されること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

38.7

16.1

23.6

15.8

6.5

44.1

31.6

11.0

17.3

8.9

1.4

2.4

7.1

4.7

0 10 20 30 40 50
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「自分に対する、いわれのない非難・中傷、あるいは根拠の

ないうわさが流されること」「自分以外の人に対する、いわれのない誹謗中傷、あるいは根拠のな

いうわさが流されること」の割合が高くなっています。また、女性で「ＳＮＳや出会い系サイト

の存在など犯罪を誘発する場となっていること」「ネットポルノなど違法、有害なホームページ

が存在すること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

自
分
の
実
名
、
住
所
、
顔
写
真
や
電

話
番
号
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
暴
露

さ
れ
る
こ
と 

自
分
以
外
の
人
の
実
名
、
住
所
、
顔

写
真
や
電
話
番
号
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
暴
露
さ
れ
る
こ
と 

自
分
に
対
す
る
、
い
わ
れ
の
な
い
非

難
・
中
傷
、
あ
る
い
は
根
拠
の
な
い

う
わ
さ
が
流
さ
れ
る
こ
と 

自
分
以
外
の
人
に
対
す
る
、
い
わ
れ

の
な
い
誹
謗
中
傷
、
あ
る
い
は
根
拠

の
な
い
う
わ
さ
が
流
さ
れ
る
こ
と 

犯
罪
捜
査
の
対
象
の
未
成
年
者
の

名
前
・
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と 

情
報
発
信
者
が
特
定
さ
れ
な
い
た

め
、
無
責
任
な
発
言
を
行
う
こ
と 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
存

在
な
ど
犯
罪
を
誘
発
す
る
場
と
な

っ
て
い
る
こ
と 

男性 519  40.7  16.2  27.0  19.5  5.8  43.9  24.3  

女性 765  38.3  15.7  21.8  13.7  7.2  44.3  36.3  

選択しない 25  28.0  20.0  16.0  12.0  － 44.0  40.0  

 

区分 

ネ
ッ
ト
ポ
ル
ノ
な
ど
違
法
、
有
害
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
存
在
す
る
こ
と 

悪
質
商
法
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
で
被
害
が
発
生
す
る
こ
と 

特
定
の
集
団
、
職
業
等
に
対
す
る
、

い
わ
れ
の
な
い
非
難
・
中
傷
、
あ
る

い
は
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
情

報
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

男性 6.2  17.7  10.0  1.7  4.0  6.9  3.3   

女性 13.9  17.1  8.1  1.0  1.4  7.2  5.1   

選択しない 12.0  16.0  8.0  4.0  － 16.0  －  
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 16～19 歳、女性の 20～39 歳で「自分の実名、住所、

顔写真や電話番号等、プライバシーを暴露されること」の割合が、男性の 50～59 歳、女性の 40

～59 歳で「情報発信者が特定されないため、無責任な発言を行うこと」の割合が、女性の 50～59

歳で「ＳＮＳや出会い系サイトの存在など犯罪を誘発する場となっていること」の割合が高く、

約５割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

自
分
の
実
名
、
住
所
、
顔
写
真
や
電

話
番
号
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
暴
露

さ
れ
る
こ
と 

自
分
以
外
の
人
の
実
名
、
住
所
、
顔

写
真
や
電
話
番
号
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
暴
露
さ
れ
る
こ
と 

自
分
に
対
す
る
、
い
わ
れ
の
な
い
非

難
・
中
傷
、
あ
る
い
は
根
拠
の
な
い

う
わ
さ
が
流
さ
れ
る
こ
と 

自
分
以
外
の
人
に
対
す
る
、
い
わ
れ

の
な
い
誹
謗
中
傷
、
あ
る
い
は
根
拠

の
な
い
う
わ
さ
が
流
さ
れ
る
こ
と 

犯
罪
捜
査
の
対
象
の
未
成
年
者
の

名
前
・
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と 

情
報
発
信
者
が
特
定
さ
れ
な
い
た

め
、
無
責
任
な
発
言
を
行
う
こ
と 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
存

在
な
ど
犯
罪
を
誘
発
す
る
場
と
な

っ
て
い
る
こ
と 

男性 16～19 歳 19  52.6  15.8  31.6  15.8  5.3  31.6  10.5  

    20～29 歳 41  46.3  31.7  12.2  31.7  4.9  39.0  22.0  

    30～39 歳 62  43.5  19.4  33.9  17.7  11.3  46.8  16.1  

    40～49 歳 87  49.4  19.5  27.6  23.0  5.7  40.2  23.0  

    50～59 歳 95  41.1  15.8  36.8  23.2  7.4  55.8  21.1  

    60～69 歳 132  34.1  12.1  22.7  12.9  3.8  40.9  29.5  

    70 歳以上 80  32.5  10.0  22.5  18.8  3.8  41.3  32.5  

女性 16～19 歳 26  46.2  7.7  23.1  11.5  15.4  30.8  34.6  

    20～29 歳 46  52.2  23.9  28.3  8.7  6.5  32.6  21.7  

    30～39 歳 108  50.9  33.3  24.1  18.5  8.3  42.6  35.2  

    40～49 歳 166  44.6  18.1  32.5  17.5  4.8  51.8  28.9  

    50～59 歳 147  31.3  17.7  18.4  17.0  8.2  49.0  47.6  

    60～69 歳 179  27.9  5.6  16.2  8.9  8.4  43.0  37.4  

    70 歳以上 88  33.0  5.7  12.5  9.1  4.5  38.6  40.9  

選択しない 
    16～19 歳 

1  100.0  － － － － － 100.0  

    20～29 歳 1  － － － － － － － 

    30～39 歳 4  50.0  50.0  50.0  25.0  － 50.0  25.0  

    40～49 歳 8  25.0  37.5  － － － 62.5  25.0  

    50～59 歳 5  20.0  － 20.0  20.0  － 60.0  40.0  

    60～69 歳 2  50.0  － 50.0  － － － 100.0  

    70 歳以上 3  － － － － － 33.3  33.3  
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【性・年齢別】 

単位：％      

区分 

ネ
ッ
ト
ポ
ル
ノ
な
ど
違
法
、
有
害
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
存
在
す
る
こ
と 

悪
質
商
法
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
で
被
害
が
発
生
す
る
こ
と 

特
定
の
集
団
、
職
業
等
に
対
す
る
、

い
わ
れ
の
な
い
非
難
・
中
傷
、
あ
る

い
は
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
情

報
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

男性 16～19 歳 5.3  5.3  5.3  － － 5.3  5.3   

    20～29 歳 2.4  7.3  22.0  4.9  － 7.3  －  

    30～39 歳 6.5  19.4  6.5  － 4.8  3.2  6.5   

    40～49 歳 1.1  16.1  5.7  2.3  2.3  6.9  3.4   

    50～59 歳 7.4  17.9  12.6  1.1  4.2  1.1  1.1   

    60～69 歳 6.8  18.9  10.6  3.0  7.6  8.3  3.0   

    70 歳以上 10.0  23.8  7.5  － 2.5  15.0  5.0   

女性 16～19 歳 3.8  23.1  3.8  － － 3.8  3.8   

    20～29 歳 10.9  13.0  13.0  － 2.2  6.5  4.3   

    30～39 歳 13.0  6.5  9.3  0.9  － 1.9  4.6   

    40～49 歳 19.3  13.3  5.4  0.6  1.2  2.4  5.4   

    50～59 歳 10.9  23.8  7.5  2.0  － 5.4  3.4   

    60～69 歳 14.0  21.8  11.2  0.6  1.1  14.0  6.1   

    70 歳以上 14.8  18.2  4.5  2.3  5.7  12.5  6.8   

選択しない 
    16～19 歳 

－ 100.0  － － － － －  

    20～29 歳 － － － － － 100.0  －  

    30～39 歳 25.0  － － － － － －  

    40～49 歳 12.5  12.5  12.5  － － 12.5  －  

    50～59 歳 20.0  － 20.0  － － 20.0  －  

    60～69 歳 － 100.0  － － － － －  

    70 歳以上 － － － － － 33.3  －  
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（９）ＬＧＢＴなどの性的少数者に関する人権問題 

問 15 あなたは、ＬＧＢＴ（異性愛、同性愛、両性愛、性同一性障がいなど）などの性

的少数者に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思われるのはどの

ようなことですか。（〇は３つまで） 

「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」「差別的な言動をされること」の割合が

32.0％と最も高く、次いで「性的少数者の人権を守るための法律や制度の整備が十分でないこと」

の割合が 27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

「男らしく、女らしく」という考えを押しつける
こと

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受ける
こと

就職時や職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

性的少数者の人権を守るための法律や
制度の整備が十分でないこと

近所や地域の人とのふれあいや理解を
深める機会が少なく孤立していること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

25.6

32.0

20.5

32.0

8.3

27.8

6.6

2.0

6.0

21.3

3.7

0 10 20 30 40 50
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「特に問題と思うことはない」の割合が高くなっています。

また、女性で「「男らしく、女らしく」という考えを押しつけること」「職場、学校等で嫌がらせ

やいじめを受けること」「就職時や職場で不利な扱いを受けること」「差別的な言動をされること」

の割合が高くなっています。 

 

 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

「
男
ら
し
く
、
女
ら
し
く
」
と

い
う
考
え
を
押
し
つ
け
る
こ

と 職
場
、
学
校
等
で
嫌
が
ら
せ
や

い
じ
め
を
受
け
る
こ
と 

就
職
時
や
職
場
で
不
利
な
扱

い
を
受
け
る
こ
と 

差
別
的
な
言
動
を
さ
れ
る
こ

と ア
パ
ー
ト
等
へ
の
入
居
を
拒

否
さ
れ
る
こ
と 

男性 519  22.2  28.5  17.3  28.7  6.0  

女性 765  27.6  34.9  23.3  34.4  9.8  

選択しない 25  24.0  20.0  12.0  28.0  12.0  

 

区分 

性
的
少
数
者
の
人
権
を
守
る

た
め
の
法
律
や
制
度
の
整
備

が
十
分
で
な
い
こ
と 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
や
理
解
を
深
め
る
機
会

が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る
こ

と そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 27.2  8.3  2.7  11.2  20.4  3.1  

女性 28.9  5.5  1.6  2.5  22.1  3.4  

選択しない 20.0  － 4.0  － 32.0  4.0  
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 16～19 歳、女性の 30～39 歳で「職場、学校等で嫌が

らせやいじめを受けること」の割合が高く、約５割となっています。また、女性の 30～39 歳で

「差別的な言動をされること」の割合が、女性の 20～29 歳で「性的少数者の人権を守るための

法律や制度の整備が十分でないこと」の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

「
男
ら
し
く
、
女
ら
し
く
」
と

い
う
考
え
を
押
し
つ
け
る
こ

と 職
場
、
学
校
等
で
嫌
が
ら
せ
や

い
じ
め
を
受
け
る
こ
と 

就
職
時
や
職
場
で
不
利
な
扱

い
を
受
け
る
こ
と 

差
別
的
な
言
動
を
さ
れ
る
こ

と ア
パ
ー
ト
等
へ
の
入
居
を
拒

否
さ
れ
る
こ
と 

男性 16～19 歳 19  21.1  52.6  15.8  42.1  5.3  

    20～29 歳 41  36.6  36.6  17.1  43.9  12.2  

    30～39 歳 62  27.4  37.1  24.2  32.3  8.1  

    40～49 歳 87  24.1  24.1  8.0  13.8  5.7  

    50～59 歳 95  21.1  31.6  16.8  32.6  7.4  

    60～69 歳 132  15.9  24.2  17.4  26.5  3.0  

    70 歳以上 80  18.8  20.0  22.5  30.0  3.8  

女性 16～19 歳 26  34.6  38.5  26.9  38.5  15.4  

    20～29 歳 46  34.8  39.1  17.4  43.5  13.0  

    30～39 歳 108  32.4  50.0  23.1  46.3  13.0  

    40～49 歳 166  37.3  35.5  24.1  35.5  14.5  

    50～59 歳 147  23.8  38.8  24.5  34.0  10.9  

    60～69 歳 179  20.1  26.3  22.9  30.7  3.9  

    70 歳以上 88  19.3  22.7  23.9  20.5  3.4  

選択しない 16～19 歳 1  － － － － － 

    20～29 歳 1  － － － － － 

    30～39 歳 4  50.0  25.0  － 75.0  25.0  

    40～49 歳 8  12.5  12.5  － 12.5  12.5  

    50～59 歳 5  40.0  60.0  20.0  － 20.0  

    60～69 歳 2  － － 50.0  50.0  － 

    70 歳以上 3  － － 33.3  33.3  － 
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【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

性
的
少
数
者
の
人
権
を
守
る

た
め
の
法
律
や
制
度
の
整
備

が
十
分
で
な
い
こ
と 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
や
理
解
を
深
め
る
機
会

が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る
こ

と そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 21.1  5.3  5.3  － 15.8  5.3  

    20～29 歳 39.0  7.3  － 4.9  14.6  － 

    30～39 歳 29.0  11.3  3.2  4.8  19.4  3.2  

    40～49 歳 23.0  3.4  3.4  12.6  27.6  2.3  

    50～59 歳 28.4  9.5  4.2  11.6  12.6  3.2  

    60～69 歳 23.5  8.3  1.5  17.4  20.5  3.8  

    70 歳以上 31.3  11.3  － 10.0  27.5  3.8  

女性 16～19 歳 30.8  3.8  3.8  3.8  11.5  － 

    20～29 歳 45.7  6.5  6.5  4.3  8.7  － 

    30～39 歳 35.2  5.6  1.9  － 10.2  1.9  

    40～49 歳 24.7  5.4  2.4  1.2  19.9  3.0  

    50～59 歳 28.6  4.1  0.7  2.0  22.4  1.4  

    60～69 歳 28.5  6.7  － 2.8  28.5  6.7  

    70 歳以上 22.7  5.7  1.1  5.7  36.4  5.7  

選択しない 16～19 歳 － － － － 100.0  － 

    20～29 歳 － － － － 100.0  － 

    30～39 歳 － － － － － － 

    40～49 歳 37.5  － 12.5  － 37.5  － 

    50～59 歳 20.0  － － － 40.0  － 

    60～69 歳 － － － － － － 

    70 歳以上 － － － － 33.3  33.3  
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（10）東日本大震災や福島第１原子力発電所事故に関する人権問題 

問 16 あなたは、東日本大震災や福島第 1原子力発電所事故に関する人権問題について、

現時点で特に問題があると思われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「避難先で差別的な言動をされること」の割合が 49.8％と最も高く、次いで「生まれ育った土

地での生活再建が難しいこと」の割合が 49.4％、「被災地に関する風評被害があること」の割合

が 48.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

避難先で差別的な言動をされること

生まれ育った土地での生活再建が
難しいこと

被災地に関する風評被害があること

家族が離ればなれに暮らさなければ
ならないこと

避難している人の健康被害が増えて
いること

震災の記憶が風化し、忘れ去られる
こと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

49.8

49.4

48.8

35.5

22.0

24.7

1.6

2.0

3.7

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「避難先で差別的な言動をされること」「家族が離ればなれに

暮らさなければならないこと」「避難している人の健康被害が増えていること」「震災の記憶が風

化し、忘れ去られること」の割合が高くなっています。また、男女ともに「生まれ育った土地で

の生活再建が難しいこと」「被災地に関する風評被害があること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

避
難
先
で
差
別
的
な
言
動
を
さ
れ

る
こ
と 

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
の
生
活
再

建
が
難
し
い
こ
と 

被
災
地
に
関
す
る
風
評
被
害
が
あ

る
こ
と 

家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
暮
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 

避
難
し
て
い
る
人
の
健
康
被
害
が

増
え
て
い
る
こ
と 

震
災
の
記
憶
が
風
化
し
、
忘
れ
去
ら

れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 519  45.3  50.5  50.9  31.6  18.9  21.8  3.1  3.3  4.4  2.3  

女性 765  53.3  49.7  48.0  38.4  24.6  26.9  0.7  1.2  2.5  3.5  

選択しない 25  52.0  16.0  40.0  32.0  20.0  20.0  － － 28.0  － 

 

  



108 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 40～49 歳で「避難先で差別的な言動をされること」の

割合が高く、６割台半ばとなっています。また、男性の 60～69 歳、女性の 50～59 歳で「生まれ

育った土地での生活再建が難しいこと」の割合が、男性の 60～69 歳で「被災地に関する風評被

害があること」の割合が高く、約６割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

避
難
先
で
差
別
的
な
言
動
を
さ
れ

る
こ
と 

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
の
生
活
再

建
が
難
し
い
こ
と 

被
災
地
に
関
す
る
風
評
被
害
が
あ

る
こ
と 

家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
暮
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 

避
難
し
て
い
る
人
の
健
康
被
害
が

増
え
て
い
る
こ
と 

震
災
の
記
憶
が
風
化
し
、
忘
れ
去
ら

れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 19  26.3  31.6  26.3  36.8  － 10.5  5.3  5.3  10.5  5.3  

    20～29 歳 41  41.5  41.5  48.8  34.1  14.6  22.0  7.3  4.9  7.3  － 

    30～39 歳 62  40.3  43.5  40.3  25.8  19.4  30.6  4.8  6.5  9.7  3.2  

    40～49 歳 87  46.0  41.4  54.0  19.5  14.9  17.2  6.9  2.3  4.6  2.3  

    50～59 歳 95  48.4  51.6  55.8  29.5  20.0  30.5  1.1  2.1  3.2  2.1  

    60～69 歳 132  46.2  62.1  57.6  37.9  21.2  13.6  0.8  3.0  1.5  2.3  

    70 歳以上 80  48.8  55.0  46.3  36.3  23.8  25.0  1.3  2.5  3.8  2.5  

女性 16～19 歳 26  46.2  30.8  38.5  19.2  19.2  38.5  － 3.8  7.7  － 

    20～29 歳 46  52.2  43.5  41.3  34.8  26.1  34.8  2.2  2.2  6.5  － 

    30～39 歳 108  53.7  52.8  55.6  37.0  20.4  17.6  － － 1.9  4.6  

    40～49 歳 166  66.3  42.2  47.0  34.9  27.1  23.5  0.6  1.8  1.8  4.2  

    50～59 歳 147  51.0  57.1  51.0  42.9  25.2  25.2  0.7  － 1.4  2.7  

    60～69 歳 179  44.7  52.5  46.9  41.3  25.1  31.3  － 1.7  2.2  5.0  

    70 歳以上 88  52.3  52.3  46.6  42.0  25.0  33.0  2.3  － 2.3  2.3  

選択しない 
    16～19 歳 

1  100.0  － － 100.0  100.0  － － － － － 

    20～29 歳 1  － － － － － － － － 100.0  － 

    30～39 歳 4  50.0  － 25.0  50.0  － 50.0  － － 25.0  － 

    40～49 歳 8  50.0  25.0  50.0  25.0  25.0  12.5  － － 25.0  － 

    50～59 歳 5  40.0  － 40.0  － 20.0  40.0  － － 40.0  － 

    60～69 歳 2  50.0  50.0  － 50.0  － － － － 50.0  － 

    70 歳以上 3  66.7  33.3  100.0  66.7  － － － － － － 
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４．人権学習や行政への要望等 

（１）人権問題の講演会や研修会への参加状況 

問 17 あなたは、人権問題の講演会や研修会のうち、どのようなものに参加しました

か。今までとこの１年間のそれぞれについてお答えください。 

問 17－（１）今までに参加したものはどのようなものですか。（○はいくつでも） 

「参加したことはない」の割合が 56.2％と最も高く、次いで「学校やＰＴＡがおこなったもの」

の割合が 21.9％、「職場での研修会」の割合が 18.6％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「参加したことはない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

生駒市や教育委員会、生駒市人権教育
推進協議会がおこなった各種の市民集
会、セミナー、地区別懇談会など

学校やＰＴＡがおこなったもの

自治会、子ども会、婦人会など各種市
民団体がおこなったもの

公民館活動の中でおこなわれたもの

職場での研修会

その他

参加したことはない

無回答

12.2

21.9

6.8

2.0

18.6

1.3

56.2

2.9

15.1

24.0

7.3

2.7

14.9

2.3

47.6

6.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成16年度調査 （N = 1,996）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「職場での研修会」「参加したことはない」の割合が高くなっ

ています。また、女性で「職場での研修会」「生駒市や教育委員会、生駒市人権教育推進協議会が

おこなった各種の市民集会、セミナー、地区別懇談会など」「学校やＰＴＡがおこなったもの」

「参加したことはない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

生
駒
市
や
教
育
委
員
会
、
生
駒
市
人
権
教

育
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
っ
た
各
種
の
市

民
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
別
懇
談
会
な
ど 

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種

市
民
団
体
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

公
民
館
活
動
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の 

職
場
で
の
研
修
会 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

男性 519  8.1  12.1  5.2  1.7  23.3  1.2  62.0  1.7  

女性 765  15.6  28.6  7.8  2.0  15.7  1.3  52.3  3.7  

選択しない 25  － 24.0  4.0  4.0  12.0  4.0  60.0  － 
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「生駒市や教育委員会、生駒市人権教育推進協議会がお

こなった各種の市民集会、セミナー、地区別懇談会など」の割合が高くなっています。また、他

に比べ、16～19 歳で「学校やＰＴＡがおこなったもの」の割合が、20～39 歳で「参加したことは

ない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

生
駒
市
や
教
育
委
員
会
、
生
駒
市
人
権
教

育
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
っ
た
各
種
の
市

民
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
別
懇
談
会
な
ど 

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種

市
民
団
体
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

公
民
館
活
動
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の 

職
場
で
の
研
修
会 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 46  4.3  60.9  6.5  － － 2.2  30.4  － 

20～29 歳 88  4.5  21.6  2.3  1.1  18.2  1.1  65.9  2.3  

30～39 歳 174  4.6  14.9  2.9  0.6  21.3  1.1  67.2  1.1  

40～49 歳 263  8.7  25.5  3.8  0.8  19.4  1.9  56.3  1.5  

50～59 歳 248  10.1  25.0  6.9  2.0  25.8  0.4  53.2  2.4  

60～69 歳 314  19.7  19.4  10.5  2.9  19.1  1.9  52.5  4.1  

70 歳以上 171  21.1  15.2  9.9  4.1  8.8  0.6  57.3  5.8  
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（２）最近１年間の参加状況 

問 17－（２）そのうち、この１年間に参加したものはどのようなものですか。 

（○はいくつでも） 

「参加したことはない」の割合が42.0％と最も高く、次いで「職場での研修会」の割合が25.1％、

「学校やＰＴＡがおこなったもの」の割合が 14.1％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「学校やＰＴＡがおこなったもの」「職場での研修会」の割合

が増加しています。また、「参加したことはない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

生駒市や教育委員会、生駒市人権教育
推進協議会がおこなった各種の市民集
会、セミナー、地区別懇談会など

学校やＰＴＡがおこなったもの

自治会、子ども会、婦人会など各種市
民団体がおこなったもの

公民館活動の中でおこなわれたもの

職場での研修会

その他

参加したことはない

無回答

11.9

14.1

5.3

1.5

25.1

1.3

42.0

7.9

12.0

8.6

4.6

2.7

14.6

1.5

54.6

10.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 545）

平成16年度調査 （N = 910）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「職場での研修会」の割合が高くなっています。また、女性

で「学校やＰＴＡがおこなったもの」「参加したことはない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

生
駒
市
や
教
育
委
員
会
、
生
駒
市
人
権
教

育
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
っ
た
各
種
の
市

民
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
別
懇
談
会
な
ど 

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種

市
民
団
体
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

公
民
館
活
動
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の 

職
場
で
の
研
修
会 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

男性 188  13.8  8.0  5.9  1.1  36.2  1.1  36.7  4.3  

女性 337  11.3  17.2  4.7  1.8  19.0  1.2  45.4  10.1  

選択しない 10  － 30.0  － － 10.0  10.0  40.0  10.0  
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「学校やＰＴＡがおこなったもの」の割合が高く、７

割台半ばとなっています。また、30～39 歳、50～59 歳で「職場での研修会」の割合が、60～69 歳

で「参加したことはない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

生
駒
市
や
教
育
委
員
会
、
生
駒
市
人
権
教

育
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
っ
た
各
種
の
市

民
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
別
懇
談
会
な
ど 

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種

市
民
団
体
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

公
民
館
活
動
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の 

職
場
で
の
研
修
会 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 32  3.1  75.0  － － 3.1  3.1  15.6  － 

20～29 歳 28  7.1  17.9  7.1  － 32.1  － 35.7  7.1  

30～39 歳 55  7.3  20.0  1.8  － 41.8  － 30.9  5.5  

40～49 歳 111  6.3  18.0  3.6  － 32.4  1.8  37.8  9.0  

50～59 歳 110  6.4  10.0  1.8  1.8  40.9  0.9  40.9  6.4  

60～69 歳 136  15.4  1.5  5.9  2.9  12.5  2.2  57.4  10.3  

70 歳以上 63  34.9  4.8  15.9  3.2  4.8  － 46.0  9.5  
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（３）今まで参加した講演会の内容 
問 17 で今までに参加したことがあると答えた方におうかがいします。 

問 18－（１） 今までに参加した講演会や研修会の内容は、どのようなものでしたか。 

（○はいくつでも） 

「同和問題について」の割合が 45.1％と最も高く、次いで「障がい者の人権について」の割合

が 28.8％、「個人情報の保護について」の割合が 25.3％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「高齢者の人権について」「子どもの人権について」「労働者の

人権について」「さまざまな性に関する人権について（性同一性障がい者、同性愛者など）」「個人

情報の保護について」の割合が増加し、「在日外国人の人権について」「同和問題について」「民族

問題や人種差別について」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

犯罪被害者の人権について

さまざまな性に関する人権につ
いて（性同一性障がい者、同性
愛者など）

家庭におけるさまざまな人権に
ついて（夫婦間の暴力、親子間
の虐待など）

個人情報の保護について

子どもへの暴力防止プログラム
について

インターネット上の人権につい
て

貧困問題について

生活保護に関する問題につい
て

その他  具体的に

無回答

3.1

16.9

10.5

25.3

5.1

17.6

4.6

3.1

2.6

7.5

1.6

3.2

9.2

9.8

3.4

0.9

10.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

％

女性の人権について

障がい者の人権について

在日外国人の人権について

同和問題について

高齢者の人権について

子どもの人権について

民族問題や人種差別について

ＨＩＶ感染者等の人権について

ハンセン病患者・元患者の人権
について

労働者の人権について

25.0

28.8

14.3

45.1

14.1

23.3

9.2

4.6

3.9

12.7

28.2

26.9

24.3

72.6

8.7

15.5

17.7

6.6

5.1

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 545）

平成16年度調査 （N = 910）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「労働者の人権について」「個人情報の保護について」の割合

が高くなっています。また、女性で「子どもの人権について」「家庭におけるさまざまな人権につ

いて（夫婦間の暴力、親子間の虐待など）」の割合が高くなっています。また、男女ともに「同和

問題について」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に 

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の 

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

男性 188  23.9  29.8  14.9  44.7  13.8  16.5  11.7  5.9  4.3  19.1  

女性 337  26.1  28.8  14.5  45.7  15.1  27.3  8.3  3.9  3.6  9.5  

選択しない 10  10.0  10.0  － 30.0  － 10.0  － 10.0  － － 

 

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て 

さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人
権
に

つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が
い
者
、 

同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴
力
、 

親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
に 

つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に 

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

男性 2.1  17.6  5.9  30.9  2.1  18.6  1.6  3.2  2.1  6.4   

女性 3.6  16.6  12.2  22.8  6.5  17.8  5.9  3.0  2.7  8.3   

選択しない 10.0  20.0  10.0  10.0  － 10.0  － － － 10.0   
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「障がい者の人権について」の割合が、60 歳以上で

「同和問題について」の割合が、16～19 歳で「インターネット上の人権について」の割合が高く、

約６割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に 

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の 

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

16～19 歳 32  28.1  56.3  34.4  37.5  6.3  18.8  31.3  12.5  12.5  9.4  

20～29 歳 28  21.4  60.7  25.0  53.6  17.9  17.9  14.3  14.3  7.1  14.3  

30～39 歳 55  21.8  27.3  10.9  45.5  12.7  40.0  5.5  5.5  1.8  25.5  

40～49 歳 111  25.2  28.8  13.5  27.9  10.8  30.6  6.3  1.8  0.9  9.0  

50～59 歳 110  26.4  23.6  12.7  40.0  10.9  22.7  8.2  2.7  1.8  18.2  

60～69 歳 136  27.9  25.0  14.7  58.1  19.1  16.2  8.8  4.4  3.7  8.1  

70 歳以上 63  20.6  20.6  6.3  57.1  20.6  15.9  6.3  4.8  9.5  9.5  

 

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て 

さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人
権
に

つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が
い
者
、 

同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴
力
、 

親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
に 

つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に 

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

16～19 歳 6.3  34.4  15.6  28.1  3.1  59.4  3.1  6.3  － 3.1   

20～29 歳 10.7  32.1  14.3  32.1  7.1  17.9  21.4  － 3.6  10.7   

30～39 歳 1.8  27.3  10.9  32.7  5.5  25.5  3.6  1.8  5.5  7.3   

40～49 歳 1.8  14.4  9.0  25.2  8.1  23.4  2.7  3.6  3.6  8.1   

50～59 歳 1.8  18.2  13.6  30.0  5.5  18.2  4.5  2.7  2.7  3.6   

60～69 歳 5.1  11.8  6.6  19.9  3.7  5.9  2.2  3.7  0.7  9.6   

70 歳以上 － 6.3  6.3  17.5  － 6.3  4.8  1.6  1.6  9.5   
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（４）最近１年間に参加した講演会の内容 

問 18－（２） そのうち、この１年間に参加した講演会や研修会の内容は、どのような

ものでしたか。（○はいくつでも） 

「障がい者の人権について」「個人情報の保護について」の割合が 20.5％と最も高く、次いで

「女性の人権について」の割合が 19.4％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「労働者の人権について」「さまざまな性に関する人権につい

て（性同一性障がい者、同性愛者など）」「個人情報の保護について」の割合が増加し、「女性の人

権について」「障がい者の人権について」「在日外国人の人権について」「同和問題について」「民

族問題や人種差別について」「家庭におけるさまざまな人権について（夫婦間の暴力、親子間の虐

待など）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

犯罪被害者の人権について

さまざまな性に関する人権につ
いて（性同一性障がい者、同性
愛者など）

家庭におけるさまざまな人権に
ついて（夫婦間の暴力、親子間
の虐待など）

個人情報の保護について

子どもへの暴力防止プログラム
について

インターネット上の人権につい
て

貧困問題について

生活保護に関する問題につい
て

その他  具体的に

無回答

1.1

19.0

3.3

20.5

4.0

16.1

2.6

1.8

3.7

10.3

1.6

3.5

9.4

12.6

5.3

0.9

11.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

％

女性の人権について

障がい者の人権について

在日外国人の人権について

同和問題について

高齢者の人権について

子どもの人権について

民族問題や人種差別について

ＨＩＶ感染者等の人権について

ハンセン病患者・元患者の人権
について

労働者の人権について

19.4

20.5

8.1

18.3

13.6

18.3

4.4

2.6

2.2

10.3

27.0

26.4

21.1

46.9

10.4

14.5

10.1

6.0

6.9

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 273）

平成16年度調査 （N = 318）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「労働者の人権について」「個人情報の保護について」の割合

が高くなっています。また、女性で「インターネット上の人権について」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に 

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の 

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

男性 111  19.8  19.8  7.2  17.1  14.4  15.3  5.4  1.8  2.7  15.3  

女性 150  20.0  21.3  9.3  19.3  14.0  20.0  4.0  2.7  2.0  6.7  

選択しない 5  － － － 20.0  － － － 20.0  － － 

 

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て 

さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人
権
に

つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が
い
者
、 

同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴
力
、 

親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
に 

つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に 

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

男性 1.8  18.9  0.9  24.3  1.8  12.6  0.9  1.8  2.7  9.9   

女性 0.7  19.3  4.7  18.0  4.7  19.3  2.7  1.3  4.0  8.7   

選択しない － 20.0  － － － 20.0  － － － 40.0   
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「インターネット上の人権について」の割合が高くなる

傾向がみられます。また、他に比べ、16～19 歳で「障がい者の人権について」「さまざまな性に

関する人権について（性同一性障がい者、同性愛者など）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に 

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の 

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

16～19 歳 27  22.2  29.6  18.5  25.9  7.4  11.1  14.8  7.4  7.4  7.4  

20～29 歳 16  6.3  18.8  6.3  25.0  12.5  6.3  － 12.5  12.5  6.3  

30～39 歳 35  22.9  20.0  2.9  31.4  14.3  31.4  2.9  － － 14.3  

40～49 歳 59  15.3  22.0  8.5  11.9  10.2  23.7  5.1  1.7  － 5.1  

50～59 歳 58  13.8  19.0  10.3  12.1  8.6  10.3  3.4  1.7  1.7  22.4  

60～69 歳 44  34.1  18.2  6.8  13.6  20.5  18.2  2.3  － － 4.5  

70 歳以上 28  17.9  14.3  3.6  25.0  28.6  14.3  3.6  3.6  3.6  3.6  

 

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て 

さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人
権
に

つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が
い
者
、 

同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴
力
、 

親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
に 

つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に 

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

16～19 歳 3.7  37.0  3.7  22.2  － 29.6  3.7  3.7  － 3.7   

20～29 歳 － 12.5  12.5  25.0  － 25.0  － － 6.3  6.3   

30～39 歳 2.9  20.0  － 34.3  2.9  17.1  － － 2.9  14.3   

40～49 歳 － 15.3  1.7  15.3  6.8  18.6  1.7  － 6.8  8.5   

50～59 歳 1.7  22.4  3.4  20.7  3.4  15.5  － 3.4  1.7  8.6   

60～69 歳 － 13.6  4.5  15.9  4.5  9.1  4.5  2.3  2.3  15.9   

70 歳以上 － 14.3  － 14.3  － 7.1  3.6  － 3.6  10.7   
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（５）今までに参加した回数 

問 18－（３）講演会や研修会には、今までに何回ぐらい参加しましたか。 

（○は１つだけ） 

「３～５回」の割合が 26.8％と最も高く、次いで「おぼえていない」の割合が 21.1％、「６回

以上」の割合が 19.4％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１回だけ参加した ２～４回くらい参加した ５回以上参加した

参加したことがない 無回答

１回 ２回 ３～５回 ６回以上 おぼえていない 無回答

N =

　 545 12.1 10.6 26.8 19.4 21.1 9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

910 8.0 14.6 26.3 18.8 24.2 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,219 8.4 12.1 3.9 73.6 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「６回以上」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、70 歳以上で「３～５回」の割合が高く、３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１回 ２回 ３～５回 ６回以上 おぼえていない 無回答

N =

男性 188

女性 337

選択しない 10

9.0

13.6

10.0

11.2

10.4

26.1

27.6

30.0

23.4

17.2

10.0

22.3

20.2

30.0

8.0

11.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回 ２回 ３～５回 ６回以上 おぼえていない 無回答

N =

16～19歳 32

20～29歳 28

30～39歳 55

40～49歳 111

50～59歳 110

60～69歳 136

70歳以上 63

6.3

10.7

16.4

11.7

12.7

10.3

14.3

6.3

3.6

1.8

13.5

10.0

15.4

7.9

18.8

21.4

29.1

27.0

29.1

25.0

33.3

15.6

14.3

18.2

18.0

20.0

24.3

14.3

50.0

39.3

27.3

16.2

20.9

14.7

17.5

3.1

10.7

7.3

13.5

7.3

10.3

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）参加しての印象や感想 

問 18－（４）参加してどのような印象や感想を持ちましたか。（○はいくつでも） 

「差別をしてはいけないと思った」の割合が 36.5％と最も高く、次いで「人権問題は何かとい

うことがわかった」の割合が 32.3％、「人権問題を解決するため、自分も何かをしたいと思った」

の割合が 18.5％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「人権問題を解決するため、自分も何かをしたいと思った」の

割合が増加し、「同じ話のくりかえしが多かった」「人権問題は何かということがわかった」「差別

をしてはいけないと思った」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

人権問題を解決するため、自分
も何かをしたいと思った

人権問題について話し合える仲
間ができてよかった

同じ話のくりかえしが多かった

話がむずかしくてよくわからな
かった

人権問題は何かということがわ
かった

差別をしてはいけないと思った

その他

おぼえていない

無回答

18.5

4.8

16.0

2.8

32.3

36.5

4.0

6.2

13.2

11.8

5.6

21.8

3.1

38.2

46.8

5.9

4.4

10.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 545）

平成16年度調査 （N = 910）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「同じ話のくりかえしが多かった」の割合が高く、約２割と

なっています。 

 

単位：％ 

区分 
 

有
効
回
答
数
（
件
） 

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

自
分
も
何
か
を
し
た
い
と 

思
っ
た 

人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

え
る
仲
間
が
で
き
て
よ
か
っ

た 同
じ
話
の
く
り
か
え
し
が 

多
か
っ
た 

話
が
む
ず
か
し
く
て
よ
く 

わ
か
ら
な
か
っ
た 

人
権
問
題
は
何
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た 

差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

男性 188  20.2  3.2  22.9  1.6  35.6  34.0  4.3  2.7  12.2  

女性 337  17.8  5.3  11.9  2.7  31.5  38.9  3.9  8.0  13.9  

選択しない 10  － 20.0  20.0  10.0  20.0  30.0  － － 20.0  

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、70歳以上で「差別をしてはいけないと思った」の割合が高く、４

割台半ばとなっています。また、60～69 歳で「同じ話のくりかえしが多かった」の割合が高く、

約２割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

自
分
も
何
か
を
し
た
い
と
思

っ
た 

人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

え
る
仲
間
が
で
き
て
よ
か
っ

た 同
じ
話
の
く
り
か
え
し
が
多

か
っ
た 

話
が
む
ず
か
し
く
て
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た 

人
権
問
題
は
何
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た 

差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 32  25.0  － 12.5  － 34.4  37.5  3.1  9.4  3.1  

20～29 歳 28  28.6  10.7  14.3  3.6  35.7  28.6  － － 10.7  

30～39 歳 55  18.2  1.8  12.7  1.8  38.2  36.4  3.6  1.8  18.2  

40～49 歳 111  17.1  4.5  9.9  1.8  30.6  38.7  6.3  6.3  16.2  

50～59 歳 110  22.7  4.5  16.4  0.9  31.8  33.6  5.5  5.5  9.1  

60～69 歳 136  16.2  5.1  22.1  5.1  29.4  36.8  3.7  6.6  14.7  

70 歳以上 63  11.1  7.9  15.9  1.6  38.1  46.0  － 9.5  14.3  
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（７）見聞きしたことがある人権啓発活動 

問 19 人権問題について次のようなもので啓発活動がおこなわれていますが、あなた

は、どのようなもので見聞きされましたか。（○はいくつでも） 

「テレビ」の割合が 62.0％と最も高く、次いで「市・県等のＨＰ・広報紙」の割合が 35.8％、

「ポスター・ステッカー」の割合が 34.7％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「テレビ」の割合が増加し、「新聞」「市・県等のＨＰ・広報紙」

「映画」「啓発塔・横断幕・懸垂幕」「ポスター・ステッカー」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

テレビ

ラジオ

新聞

市・県等のＨＰ・広報紙

映画

インターネット

書籍や週刊誌等の雑誌

書籍

週刊誌などの雑誌

啓発塔・横断幕・懸垂幕

ポスター・ステッカー

その他  具体的に

いずれも見聞きしたことがない

無回答

62.0

6.4

31.6

35.8

8.6

16.2

13.2

16.7

34.7

1.7

7.7

2.9

49.6

7.0

37.3

54.2

16.5

14.6

6.5

28.7

41.4

1.2

5.2

5.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成16年度調査 （N = 1,996）
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※参考 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,219

本

週刊誌、月刊誌

新聞

テレビ、ラジオ

映画・ビデオ

インターネットによる情報

県や市町村の発行する広報誌や
パンフレット

地域や会社等での学習、議演会、
イベント

4.4

0.6

13.8

13.3

2.1

9.1

8.9

6.2

14.8

12.1

31.6

33.6

12.2

22.8

31.9

16.2

25.3

25.1

16.2

17.1

23.4

15.6

20.5

23.2

40.1

46.0

24.9

21.5

45.6

36.8

25.8

40.4

15.3

16.2

13.6

14.6

16.7

15.7

13.0

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく利用する たまに利用する ほとんど利用しない

まったく利用しない 無回答
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「新聞」「啓発塔・横断幕・懸垂幕」の割合が高くなっていま

す。また、女性で「市・県等のＨＰ・広報紙」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

テ
レ
ビ 

ラ
ジ
オ 

新
聞 

市
・
県
等
の
Ｈ
Ｐ
・
広
報
紙 

映
画 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

書
籍
や
週
刊
誌
等
の
雑
誌 

啓
発
塔
・
横
断
幕
・
懸
垂
幕 

ポ
ス
タ
ー
・
ス
テ
ッ
カ
ー 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

い
ず
れ
も
見
聞
き
し
た 

こ
と
が
な
い 

無
回
答 

男性 519  61.5  9.1  35.3  32.9  6.7  18.1  11.2  20.2  32.9  1.9  10.2  1.7  

女性 765  62.2  4.6  28.9  38.0  9.9  14.9  14.2  14.1  35.6  1.4  5.9  3.3  

選択しない 25  60.0  4.0  28.0  20.0  8.0  16.0  16.0  20.0  44.0  － 12.0  8.0  

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「新聞」の割合が高く、20歳以上で年齢が下がるにつれ

「インターネット」の割合が高くなっています。また、他に比べ、50歳以上で「市・県等のＨＰ・

広報紙」の割合が高く、約４割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

テ
レ
ビ 

ラ
ジ
オ 

新
聞 

市
・
県
等
の
Ｈ
Ｐ
・
広
報
紙 

映
画 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

書
籍
や
週
刊
誌
等
の
雑
誌 

啓
発
塔
・
横
断
幕
・
懸
垂
幕 

ポ
ス
タ
ー
・
ス
テ
ッ
カ
ー 

そ
の
他 
 

具
体
的
に 

い
ず
れ
も
見
聞
き
し
た 

こ
と
が
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 46  41.3  － 10.9  10.9  10.9  17.4  10.9  15.2  43.5  4.3  13.0  2.2  

20～29 歳 88  60.2  4.5  15.9  15.9  15.9  37.5  6.8  10.2  33.0  1.1  14.8  1.1  

30～39 歳 174  64.4  6.3  20.1  30.5  6.9  31.0  12.1  14.4  39.7  1.1  10.9  0.6  

40～49 歳 263  62.7  3.4  24.0  36.1  3.8  14.4  9.5  16.0  40.7  1.9  9.1  3.0  

50～59 歳 248  61.7  5.2  30.6  40.7  9.3  17.7  14.9  19.4  38.3  2.0  4.8  2.4  

60～69 歳 314  63.4  8.0  41.7  39.8  10.5  7.6  15.9  19.4  28.0  1.6  5.7  2.9  

70 歳以上 171  61.4  10.5  49.7  42.1  8.2  5.3  14.6  13.5  25.7  0.6  5.3  5.8  
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（８）人権問題に関する読書や学習の意向 

問 20 あなたは、人権問題の理解を深めるために、今後読書や学習（講演会や研修会の

参加を含む）をしてみたいと思いますか。（１つに○） 

「わからない」の割合が 36.2％と最も高く、次いで「できたらしてみたい」の割合が 32.3％、

「その気持ちはない」の割合が 26.3％となっています。 

平成 16 年度調査、平成 25 年度調査と比較すると、「その気持ちはない」の割合が減少してい

ます。また、平成 16 年度調査と比較すると、「できたらしてみたい」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「その気持ちはない」の割合が高くなっています。また、女

性で「できたらしてみたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ぜひしてみたい できたらしてみたい その気持ちはない

わからない 無回答

N =

　 1,333 3.6 32.3 26.3 36.2 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

4.0

3.3

4.0

29.3

35.0

16.0

31.0

23.5

16.0

34.7

36.3

64.0

1.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 3.9 31.5 34.5 25.4 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,996 2.3 24.8 34.0 33.4 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 20～49 歳で「その気持ちはない」の割合が高く、３割

を超えています。また、男性の 16～19 歳で「ぜひしてみたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ぜひしてみたい できたらしてみたい その気持ちはない

わからない 無回答

N =

男性　16～19歳 19

　　　　20～29歳 41

　　　　30～39歳 62

　　　　40～49歳 87

　　　　50～59歳 95

　　　　60～69歳 132

　　　　70歳以上 80

女性　16～19歳 26

　　　　20～29歳 46

　　　　30～39歳 108

　　　　40～49歳 166

　　　　50～59歳 147

　　　　60～69歳 179

　　　　70歳以上 88

選択しない
         16～19歳

1

　　　　20～29歳 1

　　　　30～39歳 4

　　　　40～49歳 8

　　　　50～59歳 5

　　　　60～69歳 2

　　　　70歳以上 3

15.8

4.9

3.2

4.6

3.2

3.8

2.5

3.8

10.9

4.6

1.8

2.7

2.2

3.4

20.0

31.6

29.3

33.9

19.5

29.5

29.5

35.0

38.5

39.1

35.2

42.2

34.0

31.8

28.4

50.0

12.5

20.0

10.5

36.6

32.3

35.6

27.4

32.6

27.5

23.1

23.9

25.9

15.1

26.5

25.7

26.1

25.0

12.5

50.0

42.1

26.8

29.0

40.2

40.0

33.3

32.5

34.6

26.1

34.3

40.4

35.4

36.9

36.4

100.0

100.0

25.0

75.0

60.0

50.0

100.0

2.4

1.6

0.8

2.5

0.6

1.4

3.4

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%



130 

（９）特に理解を深めたい人権問題 
問20で「１ ぜひしてみたい」または「２ できたらしてみたい」と答えた方におうかがいします。 

問 21－（１）特に理解を深めたいと思う問題はなんですか。（○は３つまで） 

「子どもの人権について」の割合が 24.9％と最も高く、次いで「女性の人権について」の割合

が 23.0％、「障がい者の人権について」「高齢者の人権について」の割合が 22.6％となっていま

す。 

平成 16 年度調査と比較すると、「障がい者の人権について」「在日外国人の人権について」「同

和問題について」「高齢者の人権について」「民族問題や人種差別について」「ＨＩＶ感染者等の人

権について」「ハンセン病患者・元患者の人権について」「労働者の人権について」「犯罪被害者の

人権について」「家庭におけるさまざまな人権について（夫婦間の暴力、親子間の虐待など）」「個

人情報の保護について」「子どもへの暴力防止プログラムについて」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

犯罪被害者の人権について

さまざまな性に関する人権につ
いて（性同一性障がい者、同性
愛者など）

家庭におけるさまざまな人権に
ついて（夫婦間の暴力、親子間
の虐待など）

個人情報の保護について

子どもへの暴力防止プログラム
について

インターネット上の人権につい
て

貧困問題について

生活保護に関する問題につい
て

その他  具体的に

無回答

4.8

9.6

11.9

18.2

5.4

19.0

10.7

4.0

1.3

10.3

20.2

6.1

18.9

32.8

17.2

0.7

1.5

0 10 20 30 40 50

％

女性の人権について

障がい者の人権について

在日外国人の人権について

同和問題について

高齢者の人権について

子どもの人権について

民族問題や人種差別について

ＨＩＶ感染者等の人権について

ハンセン病患者・元患者の人権
について

労働者の人権について

23.0

22.6

7.3

6.1

22.6

24.9

5.4

0.0

1.0

12.3

26.1

29.4

14.3

16.9

31.7

25.2

13.9

5.9

7.0

21.7

0 10 20 30 40 50

平成30年度調査 （N = 478）

平成16年度調査 （N = 540）
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※参考 

【奈良県調査】 

具体的なご意見をいただいた方（特になし等は除く）は 249 名、性別の割合は男性 38.5％、女

性 52.2％、回答しない 0.8％、無回答が 7.2％であった。年齢別での割合は 18～19 歳 0.8％、20

～24 歳 3.2％、25～29 歳 2.4％、30～34 歳 4.8％、35～39 歳 7.6％、40～44 歳 8.4％、45～49 歳

6.8％、50～54 歳 6.8％、55～59 歳 6.4％、60～64 歳 6.4％、65～69 歳 10.8％、70歳以上 27.7％、

無回答 6.4％となっている。 

主なご意見としては、249 名の方から計 296 件いただいた。 

分野別の代表的な意見として「同和問題」では、『同和地区の優遇・逆差別についての意見』が

11 件、『同和地区出身者の就職・結婚差別についての意見』が６件、「女性」では、『職場での男

女差別・女性の活躍の場についての意見』が７件、『社会の男女差別・女性の権利についての意

見』が３件、「子ども」では、『子どもの人権問題（虐待・貧困等）に関する意見』が８件、『子ど

もの学校における人権、学習の機会についての意見』が２件、「高齢者」では、『高齢者問題・認

知症・介護についての意見』が 13件、『高齢者の就労の機会についての意見』が１件、「障害者」

では、『障害者と共生できる・差別や偏見のない社会の実現、理解の促進に関する意見』が 14件、

『障害者の雇用問題・就労の場の確保についての意見』が７件、「外国人」では、『外国人と共生

できる社会の実現、外国人への配慮についての意見』が５件、「犯罪被害者等」では、『犯罪被害

者の人権保護についての意見』が４件、「LGBT」では、『性的マイノリティに対する差別について

の意見』が４件などがあった。 
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「障がい者の人権について」「インターネット上の人権につい

て」の割合が高くなっています。また、女性で「女性の人権について」「子どもの人権について」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い

て 同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ

い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

男性 173  13.3  24.3  8.1  9.2  22.5  17.3  7.5  － 1.2  14.5  

女性 293  28.0  22.2  7.2  4.4  22.5  28.7  4.4  － 1.0  11.3  

選択しない 5  40.0  － － － － 20.0  － － － － 

 

 
区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い

て さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人

権
に
つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が

い
者
、
同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴

力
、
親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権

に
つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

男性 6.4  10.4  13.3  20.2  5.8  22.5  9.8  5.8  1.2  8.7   

女性 3.8  9.2  11.3  17.1  5.1  17.1  11.6  3.1  1.4  10.6   

選択しない － 20.0  － 20.0  － 20.0  － － － 40.0   
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 30～49 歳で「子どもの人権について」の割合が高く、

特に 40～49 歳で４割台半ばとなっています。また、男性の 50～59 歳で「労働者の人権について」

の割合が高く、約４割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い

て 同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ

い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

男性 16～19 歳 9  22.2  44.4  22.2  22.2  11.1  11.1  － － － － 

    20～29 歳 14  14.3  14.3  － 7.1  7.1  21.4  7.1  － － 21.4  

    30～39 歳 23  17.4  8.7  17.4  4.3  13.0  39.1  8.7  － － 17.4  

    40～49 歳 21  9.5  23.8  4.8  4.8  19.0  38.1  9.5  － 4.8  － 

    50～59 歳 31  19.4  25.8  6.5  6.5  12.9  6.5  6.5  － － 38.7  

    60～69 歳 44  9.1  31.8  9.1  18.2  29.5  9.1  11.4  － 2.3  6.8  

    70 歳以上 30  6.7  23.3  3.3  3.3  43.3  6.7  3.3  － － 10.0  

女性 16～19 歳 11  18.2  18.2  27.3  － 9.1  18.2  － － － － 

    20～29 歳 23  30.4  30.4  13.0  17.4  4.3  26.1  4.3  － － 21.7  

    30～39 歳 43  32.6  11.6  14.0  7.0  14.0  41.9  4.7  － － 7.0  

    40～49 歳 73  23.3  23.3  5.5  6.8  16.4  45.2  1.4  － － 13.7  

    50～59 歳 54  31.5  24.1  3.7  － 16.7  22.2  1.9  － － 16.7  

    60～69 歳 61  31.1  26.2  1.6  1.6  34.4  18.0  9.8  － 1.6  8.2  

    70 歳以上 28  21.4  17.9  7.1  － 57.1  7.1  7.1  － 7.1  3.6  

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － － － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － － － － － － － 

    30～39 歳 2  50.0  － － － － 50.0  － － － － 

    40～49 歳 1  － － － － － － － － － － 

    50～59 歳 2  50.0  － － － － － － － － － 

    60～69 歳 － － － － － － － － － － － 

    70 歳以上 － － － － － － － － － － － 
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％    

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い

て さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人

権
に
つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が

い
者
、
同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴

力
、
親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権

に
つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

男性 16～19 歳 － 33.3  － 11.1  － 33.3  － － － 11.1   

    20～29 歳 14.3  35.7  7.1  14.3  7.1  21.4  － － － 7.1   

    30～39 歳 8.7  8.7  21.7  － 8.7  21.7  21.7  － 4.3  4.3   

    40～49 歳 19.0  4.8  9.5  19.0  9.5  23.8  － 9.5  4.8  9.5   

    50～59 歳 3.2  6.5  9.7  29.0  3.2  32.3  16.1  3.2  － 3.2   

    60～69 歳 2.3  6.8  18.2  22.7  2.3  18.2  4.5  6.8  － 11.4   

    70 歳以上 3.3  6.7  13.3  30.0  10.0  16.7  13.3  13.3  － 13.3   

女性 16～19 歳 9.1  18.2  － 9.1  9.1  － 18.2  － － 18.2   

    20～29 歳 8.7  13.0  13.0  13.0  － 17.4  13.0  － － 8.7   

    30～39 歳 4.7  9.3  4.7  9.3  11.6  4.7  11.6  9.3  － 11.6   

    40～49 歳 2.7  8.2  9.6  15.1  1.4  19.2  13.7  － 1.4  12.3   

    50～59 歳 1.9  13.0  9.3  22.2  9.3  25.9  11.1  3.7  1.9  11.1   

    60～69 歳 1.6  8.2  13.1  18.0  1.6  18.0  8.2  3.3  3.3  9.8   

    70 歳以上 7.1  － 28.6  28.6  7.1  17.9  10.7  3.6  － 3.6   

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － － － － － －  

    20～29 歳 － － － － － － － － － －  

    30～39 歳 － － － － － － － － － 50.0   

    40～49 歳 － － － 100.0  － 100.0  － － － －  

    50～59 歳 － 50.0  － － － － － － － 50.0   

    60～69 歳 － － － － － － － － － －  

    70 歳以上 － － － － － － － － － －  
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【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、親と子ども、孫からなる世帯で「障がい者の人権について」

「在日外国人の人権について」の割合が高くなっています。また、夫婦と子どもからなる世帯で

「子どもの人権について」の割合が、ひとり親と子どもからなる世帯で「労働者の人権について」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い

て 同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ

い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

ひとり暮らし世帯 30  26.7  23.3  － 6.7  20.0  23.3  10.0  － 3.3  10.0  

夫婦だけの世帯 128  18.8  20.3  9.4  6.3  28.1  15.6  10.2  － 2.3  13.3  

夫婦と子どもから 
なる世帯 

241  25.3  22.0  5.4  6.2  20.7  30.7  2.5  － － 10.8  

親と子ども、孫から 
なる世帯 

33  21.2  39.4  21.2  6.1  24.2  24.2  9.1  － － 6.1  

ひとり親と子どもから 
なる世帯 

24  12.5  16.7  8.3  8.3  8.3  20.8  4.2  － 4.2  33.3  

その他 17  17.6  17.6  5.9  － 29.4  11.8  － － － 17.6  

 

 
区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い

て さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人

権
に
つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が

い
者
、
同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴

力
、
親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権

に
つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

ひとり暮らし世帯 10.0  6.7  16.7  20.0  3.3  16.7  16.7  10.0  3.3  13.3   

夫婦だけの世帯 3.9  7.8  17.2  25.8  6.3  18.8  10.9  4.7  0.8  6.3   

夫婦と子どもから 
なる世帯 

5.0  10.4  8.7  14.1  6.2  19.9  8.7  2.1  1.2  11.6   

親と子ども、孫から 
なる世帯 

3.0  15.2  9.1  15.2  － 9.1  12.1  9.1  － 12.1   

ひとり親と子どもから 
なる世帯 

8.3  4.2  12.5  16.7  － 29.2  20.8  8.3  － 12.5   

その他 － 17.6  11.8  17.6  5.9  17.6  11.8  － 5.9  11.8   
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（10）意向がない人の理由 
問 20 で「３ その気持ちはない」と答えた方におうかがいします。 

問 21－（２）それはなぜですか。（１つに○） 

「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので」の割合が 35.0％と最も高く、次いで

「生活におわれて余裕がない」の割合が 23.9％、「特に関心があるわけではないので」の割合が

22.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので」の割

合が増加し、「特に関心があるわけではないので」の割合が減少しています。また、平成 16年度

調査と比較すると、「生活におわれて余裕がない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので」の

割合が高くなっています。また、女性で「生活におわれて余裕がない」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので

特に関心があるわけではないので

生活におわれて余裕がない

その他

特に理由はない

無回答

N =

　 351 35.0 22.2 23.9 5.7 9.7 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 161

女性 180

選択しない 4

42.2

30.0

21.1

23.3

25.0

19.3

27.8

25.0

6.2

4.4

25.0

7.5

11.1

25.0

3.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

484 28.9 33.7 20.2 7.6 8.9 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

678 38.1 26.0 15.5 6.5 12.1 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%



137 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「生活におわれて余裕がない」の割合が高くなる傾向が

みられます。また、他に比べ、70歳以上で「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなの

で」の割合が高く、約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので

特に関心があるわけではないので

生活におわれて余裕がない

その他

特に理由はない

無回答

N =

16～19歳 8

20～29歳 26

30～39歳 49

40～49歳 57

50～59歳 65

60～69歳 91

70歳以上 45

12.5

23.1

34.7

28.1

33.8

40.7

51.1

37.5

23.1

20.4

17.5

21.5

23.1

24.4

25.0

42.3

34.7

36.8

27.7

11.0

4.4

12.5

3.8

4.1

10.5

6.2

2.2

4.4

12.5

7.7

2.0

1.8

6.2

18.7

15.6

4.1

5.3

4.6

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（11）人権学習を深めるための支援 

問 22 人権学習を深めるための支援としては特にどのようなことが重要だと思います

か。（○は３つまで） 

「学校等教育の場で当事者の話を聞いたり交流を深める」の割合が 54.1％と最も高く、次いで

「学習講座や場の提供を充実する」の割合が 24.6％、「身近な地域で話が聞けるように出前講座

を開催する」の割合が 23.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「学校等教育の場で当事者の話を聞いたり交流を深める」の割

合が 3.9 ポイント増加しています。また、平成 16 年度調査と比較すると、「学校等教育の場で当

事者の話を聞いたり交流を深める」「学習講座や場の提供を充実する」の割合が増加し、「特に必

要ない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

分野別の人権問題等学習のた
めの書籍・資料を充実する

学校等教育の場で当事者の話
を聞いたり交流を深める

学習相談への対応を充実する

学習講座や場の提供を充実す
る

身近な地域で話が聞けるように
出前講座を開催する

学習グループを育て、支援する

その他

特に必要ない

無回答

15.2

54.1

13.7

24.6

23.3

10.0

3.7

7.8

7.7

17.3

50.2

18.5

29.1

25.6

11.6

3.1

10.1

18.0

48.7

11.5

19.4

21.4

7.4

2.9

13.6

14.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成25年度調査 （N = 1,401）

平成16年度調査 （N = 1,996）
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※参考 

【奈良県調査】 

具体的なご意見をいただいた方（特になし等は除く）は 219 名、性別の割合は男性 42.4％、女

性 48.8％、回答しない 1.3％、無回答が 7.3％であった。年齢別での割合は 18～19 歳 1.3％、20

～24 歳 1.8％、25～29 歳 3.6％、30～34 歳 4.5％、35～39 歳 6.3％、40～44 歳 8.6％、45～49 歳

7.3％、50～54 歳 7.3％、55～59 歳 6.8％、60～64 歳 7.3％、65～69 歳 12.3％、70歳以上 25.5％、

無回答 6.8％となっている。 

主なご意見としては、219 名の方から計 234 件いただいた。 

代表的な意見として、 

・まずは、行政に関わるものが人権問題について理解を深めることが必要である。 

・相談窓口を充実させてほしい。 

・人権・差別教育について市町村での取組方を統一してほしい。 

・人権問題についてきちんとした調査研究が必要。単なる啓発では問題が上滑りする。 

・人権問題や障害問題の研修や学習会は行政が積極的に行うべきである。 

・教育・啓蒙による意識の向上と、法整備による人権保護が両輪だと思う。 

・部落差別は過去のものとなっているのではないか。 

・学校での人権教育、小さい頃の人権教育が大事である。 

・子育てママが働きやすいようにしてほしい。 

・子どもの権利がもっと守られるべき。 

・高齢者が暮らしやすい社会になるために介護教育を実技演習を含め、中学生くらいから行

った方がよい。 

・障害者に対する理解促進に取り組んでほしい。障害者スポーツに対しても、行政がもっと

広く理解し選手育成などにも力を入れて取り組んでほしい。 

・同性婚を認めるべきである。 

などがあった。 
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「分野別の人権問題等学習のための書籍・資料を充実する」

「学習講座や場の提供を充実する」の割合が高くなっています。また、女性で「学校等教育の場

で当事者の話を聞いたり交流を深める」「身近な地域で話が聞けるように出前講座を開催する」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

分
野
別
の
人
権
問
題
等
学
習

の
た
め
の
書
籍
・
資
料
を
充
実

す
る 

学
校
等
教
育
の
場
で
当
事
者

の
話
を
聞
い
た
り
交
流
を
深

め
る 

学
習
相
談
へ
の
対
応
を
充
実

す
る 

学
習
講
座
や
場
の
提
供
を
充

実
す
る 

身
近
な
地
域
で
話
が
聞
け
る

よ
う
に
出
前
講
座
を
開
催
す

る 学
習
グ
ル
ー
プ
を
育
て
、
支
援

す
る 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

男性 519  18.5  50.1  12.1  25.2  20.2  9.4  5.2  9.6  7.3  

女性 765  13.1  57.3  14.5  24.4  25.4  10.1  2.7  6.5  7.5  

選択しない 25  8.0  44.0  20.0  16.0  24.0  20.0  － 12.0  12.0  
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【年齢別】 

年齢別でみると、20 歳以上で年齢が下がるにつれ「学校等教育の場で当事者の話を聞いたり交

流を深める」の割合が高くなっており、20～29 歳で約７割となっています。また、他に比べ、70

歳以上で「身近な地域で話が聞けるように出前講座を開催する」の割合が高く、約３割となって

います。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

分
野
別
の
人
権
問
題
等
学
習

の
た
め
の
書
籍
・
資
料
を
充
実

す
る 

学
校
等
教
育
の
場
で
当
事
者

の
話
を
聞
い
た
り
交
流
を
深

め
る 

学
習
相
談
へ
の
対
応
を
充
実

す
る 

学
習
講
座
や
場
の
提
供
を
充

実
す
る 

身
近
な
地
域
で
話
が
聞
け
る

よ
う
に
出
前
講
座
を
開
催
す

る 学
習
グ
ル
ー
プ
を
育
て
、
支
援

す
る 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 46  10.9  47.8  13.0  21.7  19.6  4.3  4.3  2.2  6.5  

20～29 歳 88  12.5  68.2  14.8  26.1  13.6  11.4  5.7  8.0  3.4  

30～39 歳 174  14.9  59.2  11.5  29.9  20.1  6.3  4.6  6.9  3.4  

40～49 歳 263  13.3  58.2  15.6  27.4  17.5  10.3  3.8  8.0  6.8  

50～59 歳 248  16.9  56.0  14.5  27.4  26.6  9.3  5.2  4.4  4.0  

60～69 歳 314  16.9  49.4  13.7  20.7  25.8  13.4  2.2  10.2  8.6  

70 歳以上 171  13.5  45.6  12.3  19.3  31.6  9.4  1.8  10.5  16.4  
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（12）人権が尊重される社会実現のための取り組み 

問 23 あなたは、人権が尊重される社会を実現するためには、今後特にどのようなこと

に取り組んでいくことが重要だと思いますか。（○は３つまで） 

「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「幼児

期から思いやりの心をはぐくむなど、家庭における教育を充実する」の割合が 44.8％、「国や県・

市が、人権教育・啓発を積極的に進める」の割合が 37.0％となっています。 

平成 16 年度調査、平成 25 年度調査と比較すると、「国や県・市が、人権教育・啓発を積極的に

進める」「職場、事業所での人権尊重（教育・学習）の取り組みを支援する」の割合が増加し、「幼

児期から思いやりの心をはぐくむなど、家庭における教育を充実する」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

国や県・市が、人権教育・啓発
を積極的に進める

保育所・幼稚園・学校での人権
教育を充実する

幼児期から思いやりの心をはぐ
くむなど、家庭における教育を
充実する

公民館などでおこなう講座など
で、人権についての学習を活発
におこなう

職場、事業所での人権尊重（教
育・学習）の取り組みを支援す
る

住民やＮＰＯなどの団体による
人権尊重に向けた取り組みを支
援する

市民が人権教育・啓発に参画
する機会を充実できるように情
報の収集や提供に努める

公務員や警察官、教員などの
人権教育を充実する

人権侵害を受けた人に対する
相談活動や救済策を充実する

社会的に弱い立場にある人に
対する支援を充実する

その他

特に必要ない

無回答

37.0

46.8

44.8

4.7

20.0

5.4

14.2

19.1

25.1

2.4

3.2

5.9

28.9

47.0

57.7

3.9

13.5

5.4

8.0

15.7

20.8

22.4

1.3

3.6

25.8

39.1

58.7

4.8

10.8

5.7

17.2

22.9

27.3

2.0

5.0

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成25年度調査 （N = 1,401）

平成16年度調査 （N = 1,996）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」「幼児期か

ら思いやりの心をはぐくむなど、家庭における教育を充実する」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
や
県
・
市
が
、
人
権
教
育
・

啓
発
を
積
極
的
に
進
め
る 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の

人
権
教
育
を
充
実
す
る 

幼
児
期
か
ら
思
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
な
ど
、
家
庭
に
お

け
る
教
育
を
充
実
す
る 

公
民
館
な
ど
で
お
こ
な
う
講

座
な
ど
で
、
人
権
に
つ
い
て
の

学
習
を
活
発
に
お
こ
な
う 

職
場
、
事
業
所
で
の
人
権
尊
重

（
教
育
・
学
習
）
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る 

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
よ
る
人
権
尊
重
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る 

男性 519  37.8  43.5  39.1  4.6  22.7  4.0  

女性 765  36.5  49.4  49.4  4.7  18.0  6.1  

選択しない 25  32.0  36.0  36.0  － 12.0  4.0  

 

 
区分 

公
務
員
や
警
察
官
、
教
員
な
ど

の
人
権
教
育
を
充
実
す
る 

人
権
侵
害
を
受
け
た
人
に
対

す
る
相
談
活
動
や
救
済
策
を

充
実
す
る 

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す

る そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

 

男性 17.0  18.3  24.5  3.9  3.9  5.6   

女性 12.3  19.6  25.5  1.4  2.6  5.6   

選択しない 16.0  24.0  20.0  4.0  12.0  12.0   
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、30～49 歳で「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」の

割合が高く、５割台半ばとなっています。また、30～39 歳で「幼児期から思いやりの心をはぐく

むなど、家庭における教育を充実する」の割合が高く、約５割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
や
県
・
市
が
、
人
権
教
育
・

啓
発
を
積
極
的
に
進
め
る 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の

人
権
教
育
を
充
実
す
る 

幼
児
期
か
ら
思
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
な
ど
、
家
庭
に
お

け
る
教
育
を
充
実
す
る 

公
民
館
な
ど
で
お
こ
な
う
講

座
な
ど
で
、
人
権
に
つ
い
て
の

学
習
を
活
発
に
お
こ
な
う 

職
場
、
事
業
所
で
の
人
権
尊
重

（
教
育
・
学
習
）
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る 

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
よ
る
人
権
尊
重
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る 

16～19 歳 46  37.0  41.3  34.8  － 13.0  2.2  

20～29 歳 88  35.2  51.1  37.5  2.3  33.0  6.8  

30～39 歳 174  36.8  55.7  52.3  2.9  19.5  5.2  

40～49 歳 263  36.1  53.2  45.2  5.3  20.9  5.7  

50～59 歳 248  35.9  49.2  44.4  3.6  29.4  4.8  

60～69 歳 314  38.2  40.1  44.3  5.4  15.3  5.4  

70 歳以上 171  39.2  37.4  46.2  7.6  8.8  5.8  

 

区分 

公
務
員
や
警
察
官
、
教
員
な
ど

の
人
権
教
育
を
充
実
す
る 

人
権
侵
害
を
受
け
た
人
に
対

す
る
相
談
活
動
や
救
済
策
を

充
実
す
る 

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す

る そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

 

16～19 歳 28.3  10.9  21.7  4.3  2.2  6.5   

20～29 歳 11.4  22.7  26.1  3.4  5.7  1.1   

30～39 歳 10.9  18.4  21.3  3.4  2.9  4.0   

40～49 歳 15.2  17.9  21.7  3.4  2.3  4.9   

50～59 歳 12.1  23.8  25.0  2.0  1.2  4.4   

60～69 歳 13.1  18.8  28.0  1.6  5.4  6.1   

70 歳以上 19.9  17.0  28.7  0.6  3.5  10.5   
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【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、夫婦と子どもからなる世帯、親と子ども、孫からなる世帯で

「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」の割合が高く、約５割となっています。また、

夫婦だけの世帯、夫婦と子どもからなる世帯、親と子ども、孫からなる世帯で「幼児期から思い

やりの心をはぐくむなど、家庭における教育を充実する」の割合が高く、４割台半ばとなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
や
県
・
市
が
、
人
権
教
育
・

啓
発
を
積
極
的
に
進
め
る 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の

人
権
教
育
を
充
実
す
る 

幼
児
期
か
ら
思
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
な
ど
、
家
庭
に
お

け
る
教
育
を
充
実
す
る 

公
民
館
な
ど
で
お
こ
な
う
講

座
な
ど
で
、
人
権
に
つ
い
て
の

学
習
を
活
発
に
お
こ
な
う 

職
場
、
事
業
所
で
の
人
権
尊
重

（
教
育
・
学
習
）
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る 

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
よ
る
人
権
尊
重
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る 

ひとり暮らし世帯 85  42.4  36.5  35.3  10.6  14.1  4.7  

夫婦だけの世帯 368  35.9  44.0  47.6  4.1  16.8  5.2  

夫婦と子どもからなる世帯 636  36.9  50.3  46.2  4.1  22.0  5.7  

親と子ども、孫からなる世帯 97  37.1  48.5  47.4  3.1  18.6  3.1  

ひとり親と子どもからなる世帯 60  40.0  45.0  36.7  8.3  30.0  6.7  

その他 58  34.5  46.6  36.2  1.7  15.5  5.2  

 

区分 

公
務
員
や
警
察
官
、
教
員
な
ど

の
人
権
教
育
を
充
実
す
る 

人
権
侵
害
を
受
け
た
人
に
対

す
る
相
談
活
動
や
救
済
策
を

充
実
す
る 

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す

る そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

 

ひとり暮らし世帯 16.5  15.3  23.5  3.5  8.2  11.8   

夫婦だけの世帯 13.3  20.4  25.0  1.4  3.5  6.0   

夫婦と子どもからなる世帯 14.3  20.3  25.3  2.4  2.2  4.4   

親と子ども、孫からなる世帯 12.4  14.4  28.9  3.1  5.2  3.1   

ひとり親と子どもからなる世帯 18.3  15.0  28.3  1.7  3.3  5.0   

その他 15.5  19.0  13.8  8.6  3.4  12.1   
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（13）人権に関する宣言や法律等の認知状況 

問 24 あなたは、人権問題にかかわる次のような法律や条例などを知っていますか。 

１.～15.のそれぞれについて選んでください。（それぞれ１つに○） 

４．児童虐待防止法（2000）で「内容は知っている」の割合が高く、約２割となっています。一方、

６．プロバイダ責任制限法（2001）で「知らない」の割合が高く、７割台半ばとなっています。 

奈良県調査と比較すると、４．児童虐待防止法（2000）、で「内容は知っている」の割合が低く

なっています。また、３．人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（2000）、５．ＤＶ防止法

（2001）、９．いじめ防止対策推進法（2013）、10．ヘイトスピーチ解消法（2016）、11．部落差別

解消推進法（2016）で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333

１． 人種差別撤廃条約（1965）

２． 国際人権規約（1966）

３． 人権教育及び人権啓発の推進に
関する法律（2000）

４． 児童虐待防止法（2000）

５． ＤＶ防止法（2001）

６． プロバイダ責任制限法（2001）

７． 障害者差別解消法（2013）

８．
子どもの貧困対策法（2013）

９． いじめ防止対策推進法（2013）

10． ヘイトスピーチ解消法（2016）

11． 部落差別解消推進法（2016）

12． 生駒市人権擁護に関する条例（1994）

13． 差別をなくす強調月間
（7 月1日～31日）

14． 人権週間（12月4日～10日）

15． 人権を確かめあう日（毎月11日）

8.5

5.3

2.9

23.0

18.3

2.6

7.2

8.3

11.6

8.9

7.3

2.9

7.4

11.4

6.7

40.8

37.1

25.1

61.0

56.3

14.3

29.6

44.9

48.7

40.0

33.0

28.4

35.7

52.4

26.7

44.6

51.2

64.3

11.6

20.5

76.7

56.9

41.3

33.8

45.6

53.9

62.7

51.3

31.1

61.1

6.2

6.4

7.7

4.4

5.0

6.5

6.2

5.6

5.9

5.5

5.8

5.9

5.6

5.1

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答
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【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N = 1,219

人種差別撤廃条約（1965）

国際人権規約（1966）

人権教育及び人権啓発の推進に
関する法律（2000）

児童虐待防止法（2000）

ＤＶ防止法（2001）

プロバイダ責任制限法（2001）

障害者差別解消法（2013）

子どもの貧困対策法（2013）

いじめ防止対策推進法（2013）

ヘイトスピーチ解消法（2016）

部落差別解消推進法（2016）

奈良県あらゆる差別の撤廃及び
人権の尊重に関する条例（1997）

奈良県障害がある人もない人もとも
に暮らしやすい社会づくり条例
（2015）

戸籍・住民票などの「本人通知制
度」

7.4

4.3

5.6

28.9

25.9

1.8

8.9

10.7

16.1

10.7

10.6

3.9

4.7

10.2

45.8

40.7

35.9

58.7

55.5

16.1

33.5

45.6

54.3

45.9

41.4

20.9

19.7

24.0

42.7

50.5

53.8

8.4

14.0

77.4

53.2

39.2

25.3

38.6

43.6

71.1

71.4

61.6

4.1

4.5

4.7

4.0

4.6

4.7

4.4

4.5

4.3

4.8

4.4

4.1

4.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１．人種差別撤廃条約（1965） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～29 歳で「内容は知っている」の割合が高く、約２割となって

います。また、40～49 歳で「知らない」の割合が高く、約６割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

9.4

8.1

4.0

40.8

40.9

60.0

45.9

45.6

24.0

3.9

5.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

23.9

20.5

5.7

5.7

7.3

7.6

9.4

58.7

45.5

51.1

32.7

36.7

43.6

41.5

17.4

31.8

40.8

57.8

51.6

42.7

38.6

2.3

2.3

3.8

4.4

6.1

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．国際人権規約（1966） 

性別でみると、他に比べ、男性で「名称は知っている」の割合が高くなっています。また、女

性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～29 歳で「内容は知っている」の割合が高く、約１割となって

います。また、40～59 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

6.9

3.9

16.0

41.2

34.8

40.0

47.8

55.7

32.0

4.0

5.6

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

13.0

12.5

5.2

4.2

5.6

4.1

2.9

63.0

45.5

42.5

33.5

33.9

36.6

35.1

23.9

39.8

51.1

58.6

57.3

51.6

49.7

2.3

1.1

3.8

3.2

7.6

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（2000） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳、50～59 歳で「名称は知っている」の割合が高く、約３

割となっています。また、16～19 歳、30～49 歳で「知らない」の割合が高く、約７割となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

2.1

3.7

27.6

23.4

40.0

64.9

65.9

48.0

5.4

7.1

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

4.5

2.9

2.3

3.2

3.5

2.3

26.1

31.8

24.1

20.2

30.2

24.5

26.3

71.7

61.4

70.7

71.1

61.7

63.7

58.5

2.3

2.3

6.5

4.8

8.3

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４．児童虐待防止法（2000） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「内

容は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、20 歳以上で年齢が下がるにつれ「内容は知っている」の割合が高くなってい

ます。また、他に比べ、16～19 歳で「知らない」の割合が高く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

19.7

25.2

40.0

61.3

63.0

36.0

16.2

8.9

12.0

2.9

2.9

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

28.3

33.0

28.2

25.1

21.8

22.3

14.0

52.2

54.5

59.2

59.3

66.5

63.1

66.1

19.6

10.2

12.6

12.9

9.7

11.1

11.1

2.3

2.7

2.0

3.5

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５．ＤＶ防止法（2001） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高く、２割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「内容は知っている」の割合が高く、２割台半ばとな

っています。また、60～69 歳で「名称は知っている」の割合が、16～19 歳、30～39 歳で「知ら

ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

16.0

20.1

20.0

56.5

57.9

40.0

24.1

18.6

24.0

3.5

3.4

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

15.2

26.1

19.5

18.3

21.4

15.9

16.4

54.3

48.9

51.1

58.9

57.7

60.5

56.7

30.4

22.7

28.2

19.0

18.1

19.7

18.7

2.3

1.1

3.8

2.8

3.8

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６．プロバイダ責任制限法（2001） 

性別でみると、他に比べ、男性で「名称は知っている」の割合が高くなっています。また、女

性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「名称は知っている」の割合が高く、約２割となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

4.2

1.2

8.0

18.9

11.6

8.0

72.4

81.7

72.0

4.4

5.5

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

6.8

2.3

2.3

4.8

1.0

0.6

19.6

15.9

14.9

16.3

14.5

14.0

10.5

78.3

75.0

81.0

76.8

77.0

79.0

76.0

2.3

1.7

4.6

3.6

6.1

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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７．障害者差別解消法（2013） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、16～19 歳で「名称は知っている」の割合が、30～39 歳で「知らない」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

6.6

7.8

4.0

31.2

28.4

44.0

58.2

58.4

40.0

4.0

5.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

13.0

17.0

7.5

6.8

8.5

4.1

5.8

39.1

33.0

24.7

27.8

29.4

31.2

33.9

47.8

47.7

66.1

61.6

58.9

58.3

48.0

2.3

1.7

3.8

3.2

6.4

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８．子どもの貧困対策法（2013） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「名

称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、60～69 歳で「名称は知っている」の割合が、16～19 歳、30～39 歳で「知らない」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

7.1

9.3

8.0

39.7

49.2

48.0

48.6

37.8

32.0

4.6

3.8

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

18.2

8.6

6.8

7.7

6.1

12.9

43.5

34.1

37.9

45.2

48.4

50.6

47.4

54.3

45.5

51.1

44.5

40.7

37.9

31.0

2.3

2.3

3.4

3.2

5.4

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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９．いじめ防止対策推進法（2013） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、30～39 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

10.0

13.1

12.0

47.2

50.5

52.0

38.2

32.0

24.0

4.6

4.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

21.7

15.9

12.6

10.6

12.1

8.3

14.6

41.3

46.6

42.5

50.6

49.6

53.2

50.3

37.0

35.2

42.5

35.0

35.9

31.8

25.1

2.3

2.3

3.8

2.4

6.7

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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10．ヘイトスピーチ解消法（2016） 

性別でみると、他に比べ、男性で「名称は知っている」の割合が高くなっています。また、女

性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「知らない」の割合が高くなっています。また、他に比

べ、60～69 歳で「名称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

10.4

8.4

4.0

45.1

37.3

40.0

41.0

49.9

44.0

3.5

4.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

10.9

13.6

6.3

8.0

9.3

8.0

12.9

28.3

29.5

39.1

36.5

42.3

47.1

42.7

60.9

54.5

53.4

51.3

45.6

40.4

33.9

2.3

1.1

4.2

2.8

4.5

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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11．部落差別解消推進法（2016） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、30～49 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

7.5

7.5

4.0

33.1

33.9

24.0

55.5

54.1

56.0

3.9

4.6

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

15.2

9.1

3.4

3.8

6.5

8.9

12.9

30.4

35.2

23.6

26.2

37.5

39.8

38.6

54.3

53.4

71.8

65.8

53.2

45.9

37.4

2.3

1.1

4.2

2.8

5.4

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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12．生駒市人権擁護に関する条例（1994） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「名称は知っている」の割合が高くなる傾向がみられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

3.1

3.0

28.1

29.3

32.0

64.7

62.9

56.0

4.0

4.8

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

3.4

0.6

1.5

5.2

3.8

3.5

21.7

17.0

18.4

21.7

29.8

36.6

44.4

78.3

77.3

79.3

71.5

62.5

54.5

40.9

2.3

1.7

5.3

2.4

5.1

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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13．差別をなくす強調月間（7 月 1 日～31 日） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「名

称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「知らない」の割合が高くなっています。また、40 歳以

上で「名称は知っている」の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

6.6

8.5

33.1

38.3

32.0

56.1

49.2

56.0

4.2

4.1

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

4.5

5.7

6.1

10.9

7.0

11.1

19.6

18.2

32.8

38.8

37.5

41.7

38.6

78.3

75.0

59.2

51.0

48.8

46.5

41.5

2.3

2.3

4.2

2.8

4.8

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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14．人権週間（12 月 4 日～10 日） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「名

称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「内容は知っている」「知らない」の割合が高くなっ

ています。また、40～49 歳で「名称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

11.8

11.6

4.0

49.7

55.6

52.0

34.7

29.3

32.0

3.9

3.5

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

17.4

11.4

9.8

11.4

14.5

10.2

11.1

37.0

46.6

57.5

60.5

54.0

50.3

50.3

45.7

39.8

32.2

25.5

28.6

34.7

29.2

2.3

0.6

2.7

2.8

4.8

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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15．人権を確かめあう日（毎月 11日） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「名

称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、60～69 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

6.7

7.1

22.2

30.1

32.0

67.1

58.7

56.0

4.0

4.2

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

17.4

13.6

8.0

4.9

8.1

4.5

4.7

28.3

27.3

29.9

30.4

31.9

20.7

24.0

54.3

56.8

60.9

60.1

57.7

70.1

61.4

2.3

1.1

4.6

2.4

4.8

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%



163 

Ⅲ アンケート調査のまとめ 

 

○ 市民の人権問題についての意識について 

市民の人権問題や世の中の事柄や意見についての考えでは、「９．国や自治体は、外国人に対す

るヘイトスピーチ（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅然とした態度をとる必要がある」（生駒

市（以下本市とする）：90.1％、奈良県：78.3％）、「12．犯罪被害者のプライバシーが興味本位に

とりあげられることは問題だ」（本市：94.3、奈良県：90.4％）で「そうと思う」と「どちらかと

いえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が高く、９割以上となっています。他の項目に

おいても、奈良県と比較しても高くなっていることから、人権問題に対する市民の関心が高いこ

とがうかがえます。 

一方で、障がい者への人権問題については「障がいがあることを理由に乗り物への乗車や入店

を断られるのは問題だ」（本市：86.2％、奈良県：81.6％）の割合が高くなっていますが、精神障

がいのある方に対しては「精神に障がいがある人に対しては、なんとなく不安を感じる」（本市：

76.4％、奈良県：80.8％）の割合が高いことがわかりました。【問１】 

 

人権問題で関心があるものについては、「子どもに関する問題」（H30：56.4％、H25：38.5％）、

「高齢者に関する問題」（H30：55.1％、H25：47.0％）、「インターネットを悪用した人権侵害に関

する問題」（H30：54.7％、H25：36.1％）の割合が特に高くなっており、比較ができるすべての項

目で平成 25 年調査に比べて割合が増加しており、市民の人権問題についての関心は様々な分野

で高くなっています。【問２】 

平成 29 年度内閣府人権擁護に関する世論調査（内閣府調査）と比較すると、「女性に関する問

題」（本市：47.9、国：30.6％）、「子どもに関する問題」（本市：56.4％、国：33.7％）、「高齢者

に関する問題」（本市：55.1％、国：36.7％）、「同和問題」（本市：25.9％、国：14.0％）、「在日

外国人に関する問題」（本市：30.7％、国：15.0％）、「性同一性障がい者（身体的な性と心の性が

一致しない者）に関する問題」（本市：25.3％、国：15.5％）、「性的指向（異性愛、同性愛、両性

愛など）に関する問題」（本市：23.6％、国：15.0％）、「北朝鮮当局による拉致問題」（本市：49.4％、

国：26.2％）の割合が高くなっており、国に比べても市民の意識は高いことがうかがえます。 

一方で、「障がい者に関する問題」（本市：44.5％、国：51.1％）の割合が低くなっています。

【問２】 

 

人権尊重の意味については、人権が尊重されることについては、「個人として尊重される」（H30：

68.4％、H25：59.1％）、「差別されない、平等である」（H30：65.5％、H25:56.2％）、「健康で文化

的な最低限度の生活を送ることができる」（H30：53.2％、H25：45.0％）と市民の人権に対する理

解は広がっています。【問４】 
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○ 身近に感じる人権問題について 

人権についてどの程度身近に感じるかについては、「非常に身近に感じる」と「身近に感じる」

をあわせた“身近に感じる”（H30：38.8％、H25：30.5%）、「あまり身近に感じない」と「まった

く身近に感じない」をあわせた“身近に感じない”（H30：45.9%、H25：56.6%）となっており、人

権問題を身近に感じている市民が増えています。【問３】 

 

身近にあるものについては、「高齢者に関する問題」（H30：40.7％、H25：25.2％）が最も高く、

次いで「子どもに関する問題」（H30：28.5％、H25：14.5％）、「女性に関する問題」（H30：24.8％、

H25：8.2％）の割合が特に高くなっており、「障がい者に関する問題」（H30：23.7％、H25：11.5％）、

「同和問題」（H30：9.1％、H25：3.8％）、「在日外国人に関する問題」（H30：11.0％、H25：4.2％）、

「ハラスメントなど職場での問題」（H30：19.7％、H25：8.2％）、「非正規雇用など雇用形態の問

題」（H30：20.9％、H25：12.8％）、「ワーキング・プアの問題」（H30：14.1％、H25：7.8％）、「プ

ライバシー保護に関する問題」（H30：18.4％、H25：6.6％）、「インターネットを悪用した人権侵

害に関する問題」（H30：14.1％、H25：5.0％）の割合が増加しており、人権意識の高まりの背景

には人権問題が自分に近い問題であるとの認識が広まっていることが影響していると想定され

ます。【問２】 

 

 

○ 人権侵害を受けた経験について 

市民が人権侵害を受けた経験の有無、及びその内容については、自分が人権侵害を受けた経験

が「ある」（H30：14.3％、H25：10.3％）の割合は増加しています。 

性・年齢別でみると、男性の 30～39 歳（H30：29.0％、H25：24.1％）、女性の 20～29 歳（H30：

28.3％、H25：20.0％）で「ある」の割合が高く、約３割となっています。男性で 40歳から 69 歳

で、女性では 20～29 歳、50～59 歳で自分が人権侵害を受けた経験が「ある」の割合が増加して

います。人権意識の高まりから、人権侵害を受けたと感じる人が増加していることも考えられま

す。【問５】 

 

人権侵害の内容については、「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受けた」

（H30：39.8％、H25：42.1％）、「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」（H30：

30.9％、H25：33.8％）「責任や義務のないことをやらされた」（H30：12.6％、H25：9.0％）の割

合が特に高くなっており、職場での人権侵害にあったと回答した市民が多くなっています。 

年齢別でみると、「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受けた」（20～29 歳：

45.0％、30～39 歳：42.4％、40～49 歳：46.7％、50～59 歳：41.7％）となっており、職場での

人権侵害が大きな問題となっています。【問６―（１）】 
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○ 人権侵害を受けた際の対処について 

人権侵害を受けた方の人権侵害を受けたときの対応については、「だまってがまんした（特に

なにもしなかった）」（H30：49.7％、H25：28.3％）の割合が最も高く、次いで「友人、同僚や上

司に相談した」（H30：36.1％、H25：33.8％）、「親、きょうだい、子どもや親せきに相談した」

（H30：27.2％、H25：29.0％）となっています。【問６－（２）】 

人権侵害を受けながらも黙って我慢した理由としては、「抗議や対抗措置ができる相手ではな

かった」（H30：31.6％、H25：39.0％）の割合が最も高く、次いで「我慢できる程度の事柄だった」

（H30：26.3％、H25：17.1％）、「相談したかったが、誰に相談してよいか分からなかった」（H30：

24.2％、H25：19.5％）、「人間関係を壊したくなかった」（H30：24.2％、H25：14.6％）となって

います。特に、「過去に相談、訴えたりしたが役に立たなかった」（H30：23.2％、H25：9.8％）の

割合が平成 25 年に比べ増加しています。 

「受けた人権侵害」の内容によってその対応や相談相手の選び方に大きく影響すると考えられ

るが、一人で悩みを抱え込んでいる状況がうかがえます。【問６－（３）】 

 

 

○ 人権問題の講演会や研修会への参加について 

今まで人権問題の講演会や研修会への参加したことがあるかについては、「参加したことはな

い」（H30：56.2％、H16：47.6％）の割合が最も高く、次いで「学校やＰＴＡがおこなったもの」

（H30：21.9％、H16：24.0％）、「職場での研修会」（H30：18.6％、H16：14.9％）となっており、

参加したことのない市民が増加している一方で、職場での人権問題に関する講演会や研修会へ参

加している人が増えています。【問 17－（１）】 

今までに参加した講演会等の内容については、「同和問題について」（H30：45.1％、H16：72.6％）

の割合が最も高く、次いで「障がい者の人権について」（H30：28.8％、H16：26.9％）、「個人情報

の保護について」（H30：25.3％、H16：9.8％）となっています。【問 18－（１）】 

 

最近１年間の参加状況については、「参加したことはない」（H30：42.0％、H16：54.6％）の割

合が最も高く、次いで「職場での研修会」（H30：25.1％、H16：14.6％）、「学校やＰＴＡがおこな

ったもの」（H30：14.1％、H16：8.6％）となっており、職場、学校やＰＴＡでの活動へ参加した

人が増加しています。【問 17－（２）】 

最近１年間に参加した講演会の内容は、「障がい者の人権について」（H30：20.5％、H16：26.4％）

「個人情報の保護について」（H30：20.5％、H16：12.6％）の割合が最も高く、次いで「女性の人

権について」（H30：19.4％、H16：27.0％）となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「労働者の人権について」（H30：10.3％、H16：5.0％）、「さま

ざまな性に関する人権について（性同一性障がい者、同性愛者など）」（H30：19.0％、H16：3.5％）、

「個人情報の保護について」（H30：20.5％、H16：12.6％）の割合が増加しており、平成 16 年調

査時に比べ、市民はさまざまなテーマでの人権問題への研修会、講演会に参加していることがわ

かります。【問 18－（２）】 
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講演会等へ参加しての印象や感想は、「差別をしてはいけないと思った」（H30：36.5％、H16：

46.8）が最も高く、次いで「人権問題は何かということがわかった」（H30：32.3％、H16：38.2％）、

「人権問題を解決するため、自分も何かをしたいと思った」（H30：18.5％、H16：11.8％）となっ

ており、人権講演会の開催等の人権の意識向上への効果がうかがえます。【問 18－（４）】 

 

 

○ 人権啓発活動の認知度について 

市民が見聞きしたことがある人権啓発活動は、「テレビ」（H30：62.0％、H16：49.6％）の割合

が最も高く、次いで「市・県等のＨＰ・広報紙」（H30：35.8％、H16：54.2％）、「ポスター・ステ

ッカー」（H30：34.7％、H16：41.4％）となっています。 

年齢別でみると、20 歳以降で「テレビ」の割合が６割以上となっており、年齢が上がるにつれ

「新聞」「市・県等のＨＰ・広報紙」の割合が高くなっています。20 歳から 39 歳で「インターネ

ット」の割合が高くなっています。情報の入手として「テレビ」は各年代に共通したメディアと

なっていますが、新聞や市の広報、インターネットでは年代による差がみられました。【問 19】 

 

 

○ 人権問題に関する学習の意向について 

人権問題に関する読書や学習の意向については、「わからない」（H30：36.2％、H16：33.4％）

の割合が最も高く、次いで「できたらしてみたい」（H30：32.3％、H16：24.8％）、「その気持ちは

ない」（H30：26.3％、H16：34.0％）となっており、市民の学習意向については高まっています。

【問 20】 

 

特に理解を深めたい人権問題は、「子どもの人権について」（H30：24.9％、H16：25.2％）の割

合が最も高く、次いで「女性の人権について」（H30：23.0％、H16：26.1％）、「障がい者の人権に

ついて」（H30：22.6％、H16：29.4％）「高齢者の人権について」（H30：22.6％、H16：31.7％）と

なっています。 

性別でみると、他に比べ、男性で「インターネット上の人権について」の割合が高くなってい

ます。また、女性で「女性の人権について」「子どもの人権について」の割合が高くなっています。 

性・年齢別でみると、男女ともに 30 歳から 49歳で「子どもの人権について」の割合が高くな

っています。また、男性の 50～59 歳で「労働者の人権について」の割合が高くなっています。さ

らに、男女ともに 60 歳以上では「高齢者の人権について」の割合が高く、性別や年代での理解を

深めたい人権問題に差がみられました。【問 21－（１）】 
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人権問題の理解を深めるための学習の意向がない理由として、「人権問題にいちおうの理解を

もっているつもりなので」（H30：35.0％、H25：28.9％）の割合が最も高く、次いで「生活におわ

れて余裕がない」（H30：23.9％、H25：20.2％）、「特に関心があるわけではないので」（H30：22.2％、

H25：33.7％）となっています。 

年齢別でみると、20歳から 49 歳で「生活におわれて余裕がない」の割合が高くなっています。

年齢があがるにつれて「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので」の割合が高くな

る傾向となっています。【問 21－（２）】 

 

 

○ 人権学習を深めるために重要なことについて 

人権学習を深めるための支援として重要なことについては、「学校等教育の場で当事者の話を

聞いたり交流を深める」（H30：54.1％、H25：50.2％）の割合が最も高く、次いで「学習講座や場

の提供を充実する」（H30：24.6％、H25：29.1％）の割合が、「身近な地域で話が聞けるように出

前講座を開催する」（H30：23.3％、H25：25.6％）となっており、当事者との交流や学習の場を求

める市民の割合が高くなっています。【問 22】 

 

 

○ 人権が尊重される社会を実現するための取り組みについて 

人権が尊重される社会実現のため取り組みについては、「保育所・幼稚園・学校での人権教育を

充実する」（H30：46.8％、H25：47.0％）の割合が最も高く、次いで「幼児期から思いやりの心を

はぐくむなど、家庭における教育を充実する」（H30：44.8％、H25：57.7％）、「国や県・市が、人

権教育・啓発を積極的に進める」（H30：37.0％、H25：28.9％）となっています。 

年齢別でみると、他に比べ、30～49 歳で「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」の

割合が高く、５割台半ばとなっています。また、30～39 歳で「幼児期から思いやりの心をはぐく

むなど、家庭における教育を充実する」の割合が高く、約５割となっています。 

人権教育においては、幼いころから園や学校、家庭での教育への期待が高くなっています。ま

た、国や県・市が啓発を積極的に行うことも必要との回答が増加しています。【問 23】 
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Ⅳ 自由意見 

人権が尊重されていると思うときはどういうときですか。また、一人ひとりが人権につ

いて関心を持つために、家庭・地域で取り組んでいることや、人権問題についてのご意

見やご要望がございましたら、ご自由にお書きください。 

 

分類回答 件数 

啓発・研修 33 

学校教育 14 

家庭教育 8 

インターネット 3 

家庭や地域での取り組み 18 

人権、男女・共同参画全般 11 

同和問題 4 

障がい者 15 

高齢者 8 

女性問題 11 

子ども 10 

外国人 3 

犯罪被害者 2 

労働 1 

ＬＧＢＴ等 3 

市行政等 20 

アンケート 15 

その他 65 

回答者数 244 
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（１）啓発・研修 

 皆一緒ではないといこと。その人のことを尊重し、認め合うこと。高齢者、子ども、障害者、外国

人等にかかわらず、普通の大人でも対象であるということを忘れずにしてほしい。（40 代・女性） 

 個人が、自分の意志で行動できる環境があること。でも、何でも自分の思うようにできると思うこ

とは間違っていると思います。みんな、我慢もしているし、言えないこともあるけど、「何か理由

があるのかなー」と思いやりを持って接すれば、相手を尊重するということに少しでも近づけると

思います。（50代・女性） 

 アンケートを書かせていただいて、今まで関心のなさに気づかされました。市民講座などがあれば、

ぜひ参加して勉強したいと思います。（60代・女性） 

 人間があまり器用ではないので、一つの事を一生懸命やる性格で、この 10年、ボランティアで母

校をよくする為に頑張ってきた。でも地域の事にも色々と良くする為協力してきたが余り同和問

題には縁がなかった。私も高齢者なので介護問題とかには特に協力や講演に出ているが人権問題

は遠い昔に学校で習い学んできた思い出がある。たまたま友達とハンセン病についてはよく語り

合った又、縁もあった。そして講演も何十回となく出た。三人の子供がいるが子供達は小さい頃に

同和問題や人権問題を学校で学び、素直に受け止め関心を持って成長している。同和の友達もいる

し、外国人の友達もとても仲良くしている。全くそういう人との付き合いを意識しなく、私として

はとても嬉しい。今後もきっとそういう方がいじめに合ったとしたら全力でかばうと思う。正しい

目をもって育ててきた。（70代以上・女性） 

 個人の意見が尊重されすぎず、バランスのとれた状態。要領やポジションキープの画策がない状態。

但し、個人のコツコツとした努力と時間は認められるべき。その努力も条件、一般的な世間で判断

しても迷惑をかけていないとされること。※迷惑の内容が一部の団体（実力者）独自の基準ではな

いことが必要。努力すべきところは、上に立つ人がバランスを持ってそれぞれの人の情報と意見を

聞き、本来のバランスを持って対応する事。それぞれの人も、人（一般世間）にちゃんと言える内

容であること。※独自の考えはそれぞれであり過ぎる世の中。経験の違いも年齢に関係なく起こる

し、年齢からくる経験もあるし、それぞれ必要な部分をわかりやすく伝えたりできる人が必要。（50

代・男性） 

 どの様な時も人に対する思いやりを思って接していれば、差別などなくなると思います。人の話を

よく聞き、ひとりひとり尊重しましょう。（60代・女性） 

 人はそれぞれ違った考え方、意見を持つ。「自分の考えが正しい」と他の意見をシャットアウトす

るのではなく、聞く耳を持つ、受け入れまた変えていく柔らかい心を持つ。なかなかうまくいかな

い時に、法律や条例が潤滑油の働きをし、解決しやすくしてくれるのでは。（60代・女性） 

 お互いの違いを知り、理解し、分かり合えない部分があっても、そういう考え方もあるんだなぁと

認め合うとき。人権問題、今のところ身近に感じる機会があまりなかったのですが、大事なことだ

と思うので、学ぶ機会があれば勉強していきます。（30代・女性） 

 困っている人がいたら声をかけるなど、普通に人らしく生きていれば、特に人権を尊重しないとい

けないことにならないと思います。それができなくなってきているのは、便利すぎる世の中にして

いっている弊害だと思います。各家庭で（親自身が問題なこともありますが）、人を思いやること

の大切さがわかるように話し合う時間をつくることが、大切だと思います。（30代・男性） 

 個人個人の考え方、生き方、それぞれの人生観の違いで、心の持ち方、とらえ方、すべて違ってい

ることを認めた上で、対人に対しても思いやりのあることが大切だと思いますので、一人一人に優

しさのある人であるよう接してもらいたいし、接していきたいと思います。（60代・女性） 

 人権ということと少し違うかもしれませんが、「無視」ということが人権を無視することにもつな

がるのか、と思うので、最近は、「見て見ぬふり」が多くなってきている中地域での「声かけ」「意

識する」などを一人一人気に掛けると、少しは変わってくるのではないかと思います。（50代・女

性） 
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 身近なことで人権に関する問題に直面したことはあまりない。しかし、テレビ等で見る問題は考え

させられることがあり、もし身近で発生するとなると恐ろしいと思う。そのためこうした情報発信

は必要だと思う。（50代・男性） 

 人権が尊重されていると思うときは人 （々障がいを持っている人、高齢者、子ども、女性と弱い人）

がいきいきと生活していると思われるとき。常に笑顔で元気に過ごせることが尊重されているの

ではと思います。一人ひとりに関心を持たせるためには日頃から家庭や職場、学校、保育園での人

の思いやりについて話し合うべきだと思います。人の嫌がることはどんなことか、自分がされて嫌

なことは何かなどについて話し、またそれがコミュニケーションが増えてお互いのことがたくさ

ん知れてより一層よい関係を持つことができると思います。今日の出来事の一つとして発表でき

る環境が一番の取り組みだと思う。そうすると、その時に良いこと、悪いことが分かり合えると思

います。我が家では毎日今日楽しかったこと、嫌だったことを言い合っています。そして嫌だった

ことについては皆で考えこれからそれが嫌な思いにならないように毎日話し合っています。心配

のない1日は全くないです。でも子どもたちの話を聞くと安心して1日が終わります。（30代・女

性） 

 自分以外の人を尊重し敬意を常に持って接することが大切だと思う。常に相手の気持ちを思いや

り静かに穏やかにつき合っていたいと思う（60代・女性） 

 職場とかあらゆる場所において悪口を言わないこと。やはり悪口を言われると傷つくし萎縮して

しまう。市の方がこのアンケートのように人権問題について向き合ってくださるおかげで学ぼう

と意識が芽生えました。同じ市で暮らしている人たちに仲間意識をもっともってよい市をつくっ

ていこうと思うことが大事だと思いました。ありがとうございました。（30代・女性） 

 通常の生活で人権が侵害されていると思ったことがあまりありません。周囲の人たちともお互い

の違いを受け入れて個人を尊重しあえているように思います。ただテレビなどで取り上げられて

いる問題、このアンケートにあった問題がいつ自分にふりかかるかもしれないので、正しい知識は

身につけていようと思います。また、子どもにも人権を尊重する大切さは伝えたいと思っています。

（30代・女性） 

 普通の状態であるときは人権が尊重されていると思うが、そうでない状況になったときに人権が

無いと自分で思うことがある。普通とそうでない状況の違いが何かというと色々あるので書きま

せんがそれぞれがかかえる問題により人権問題になると思います。特に取り組んでいることは無

いが、人の気持ち、状況を理解することができる人間なら人権問題にならないと思う。やはり小さ

い頃の育てられ方が大人になって表れてくるんだと思う。（50代・男性） 

 各自の思いやりで変化すると思う（70代以上・男性） 

 子どもも私も普通に暮らしていると人権教育と言われても退屈な時間でしかない。人権がどうい

うものを指すのか。人権が尊重されていないとはどういう状態を指すのかをまず知らせる必要が

あるのだと思う。いつまで経っても身近なものではなくTVやニュースの中の話でしかないと思う。

（40代・女性） 

 女性の問題、障がい者の問題、外国人への問題と分けずに、個人を大切にするという人間として当

たり前のことができない人がいるから問題になる。当然男で障がいもなくて日本人でも人権が侵

害されていることはあるのだからそこでもう行政に差別されているように思う。救いがないと感

じる人だっているかもしれない。個人、他人の価値観を尊重し個性をつぶさず相手のことを大切に

思う考え方が身につくように教育するのではなく促してほしい。偉い人が言うから逆らえないと

いうのもよくない。自分の意見を言えて上下の関係なしに対話できること、議論できることが人権

尊重と差別徹底への第一歩であると思う。（20代・男性） 

 押し付けではなく自分で考える学習がよいと思う（40代・男性） 

 偏見を押し付けられなくなったとき。相手に女、夫、妻、部落出身などのレッテルを貼らずに1人

の人としてみることができたら相手のことを否定することは無くなると思う。（10代・女性） 
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 メディアで人権問題が取り上げられている番組などを目にした時はその問題について夫婦で話し

合ったりしています（子供はまだ幼児のため）日々の生活が忙しいため自ら進んで人権問題と向き

合う余裕はありませんが日々生活をしている中でメディアであったり外出した際に自然と人権問

題に触れる機会があればよいなと思います。人権問題には興味、関心はあります。（30 代・女性） 

 人権問題は取り組みにくい上今の地域との関わりの薄さではなかなか難しいと思います。まず家

族の中で1人 1人の人権を尊重することが一番最小、最大の課題だと思います。そして子ども会、

地域、学校と小さいことから取り組んでいかないと講習会、講演会と言われてもなかなか参加しに

くいと思います。小さい子、大人、障がい者のふれあいが身をもって体験することが大切なのかな

と思います。今義母の介護の最中毎日向き合って、けんかもしますが一生懸命に接していると少し

ずつではありますが話も通じてくるように思います。離れていては何も起こりません。そばで触れ

合うことだと思います。体験することだと思います。（70代以上・女性） 

 人権が尊重されている場においては特定個人がその生まれ育った環境等に関係なくその個人によ

りもたらされる行動の過程が結果その個人の持つ能力が正しく評価される場が私にとって人権が

尊重される場であると思っています。しかし度が過ぎた能力主義による新たな差別が生み出され

るという可能性があるということもあり、それらもケアできるという場合が人権が尊重されてい

ると感じることがあると私は思っています。また一人一人が人権問題に関心を持つためには書を

読んだり講演会に行くことも重要ではありますがそのようなことを押し付けずその人の自由意思

において学んでいくことが大事であると思っています。（20代・男性） 

 心から笑って過ごせるときが皆にとって人権が尊重されているのではないかと考えます（30 代・

女性） 

 人権について関心を持つためには、子供の頃から家庭や学校などで他者への思いやりや多様性へ

の理解を学ぶことがとても大切であると考えます。（30代・女性） 

 「人権」という言葉を意識せずに日々過ごしていることが尊重だと思います。（30代・男性） 

 他者を尊重すること（40代・女性） 

 人格・個性を認めることが、人権を尊重するということだと思います。一人ひとりの自覚がいりま

す。その立場にならないと考えにくいですね。いつもその人の立場に立って考え、行動していきた

いです。（70代以上・女性） 

 人権を守るには、憲法九条を守らなければならない、と強く思います。（70代以上・女性） 

 さまざまな立場の人、考えを持った人がいるので、すべての人が理解し合うことはすぐには難しい

が、さまざまな考えや立場の人がいる、ということを知ることはとても大切であり、人権問題解決

についての第一歩になると思う。（30代・女性） 

 常に自身の行動や言動が強制や押し付けになっていないか考えながら生活していくことが大切だ

と思います。（40代・男性） 
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（２）学校教育 

 人権が尊重されていると感じたことはないが、尊重されていないと感じることもあまりないので、

それが普通の感覚だと思う。誰もが普通の生活を送れるようにするためには、「人権が尊重されて

いる」ということから知る必要があると思う。小さい頃から家庭や学校などでもっと「人権」につ

いて教育すべきである思う。「人は皆、一緒でない」ということを教えるべきだと思う。（30代・男

性） 

 子どもには、人に優しく、外見で判断しない、悪口を言わない、へんなあだ名をつけないなど、教

えているつもりです。子どもたちが笑顔で保育園や小学校から戻ると、人権が尊重されていると思

います。 最近、小学校のトイレが改修されましたが、子どもが「男子のは個室に入るとうんこっ

てばれるからいややねん！」と不満を行っていました。言われてみれば、男子も全部個室でもいい

ですよね。些細なことですが、お腹が弱いうちの子の人権、守られるか考えてしまいました。 あ

と、私の職場は何年働いても時給が上がりません。正当に能力が評価されていないと感じます。人

権に関係あるのかどうかわかりませんが、認められていない感があり、悲しくなりますが、訴えよ

うもありません。（40代・女性） 

 身近では、園や学校での人権教育は、充実しているように感じる（子どもの発言より）。ただ、全

国的には、特にテレビ、インターネットなどマスコミが発信する情報に偏りがあり、過剰に擁護し

たりバッシングしたり、生きづらい世の中になっているように思う。（40代・女性） 

 普通の人？が普段の生活で人権について意識することは少ないように思う。だから、子供の頃に学

校等でしっかり理解できるようにすることが大事だと思う。大人？になって、自分が人権問題にぶ

つかった時、対応、相談できるように・・・。（30代・女性） 

 私が小学生の頃は、学校全体が熱心で、道徳の時間にいろいろ教わっていたと思います。あのころ

は教わったから、普段の生活の中で何気なく知る人権の情報（TV で事件がとりあげられたり）を

キャッチすると、一瞬でもそのことについて考えたりします。教わっていないと、情報をスルーし

てしまうと思います。関心を持つためにはまず土台作りから。子どものころに教わる機会があると

いいのではと思います。（40代・女性） 

 子どもは学校で道徳の授業があり、色々学んでいると思いますが、今のところ家庭内でその話題が

出たことがありません。まずは身近な家族間で人権の話が出るような環境づくりや学校等からの

働きかけが、必要なのではないでしょうか。（40代・女性） 

 人権問題は、幼児期からの学級での学習が大切だと考えている。（70代以上・男性） 

 誰もが持つコンプレックスと同じように、人と異なるということを相手が理解して波風たてない

時、人権が尊重されていると感じます。当方は子どもがいるため、よく会話に、「あの子は〇〇が

できないから」など、子どもが見たり、感じる違いが上がります。家では、親の意見を聞いた上で

考えてくれているようです。とてもやさしい話をしてくれたりします。なので、子どものころに理

解を深めてくれることは大切だと思います。学校教育でいろいろ教えてもらえるのは、とても望ま

しいと考えています。（40代・女性） 

 子どもには小さい頃から障がい者については教えていますが身近に人種に関する差別等がない（都

市と違って外国の方が少ない）ため、どのような差別なのかわかっていないと思います。学校でそ

のような差別等あまり教えていないのではないでしょうか。（50代・女性） 

 学校での話を子どもから聞きそのことから話したり子どもと考えや思いを出したりするような会

話を心掛けている。（30代・女性） 

 子どもが自主的に人権を学ぶことは現実的に難しいと思われますので授業内等で等しく学ぶ機会

も増やすことはよいと思います。子どものときに学んだことは大人になっても忘れないと思うか

らです。（30代・女性） 

 学校において教育指導、いじめについてもっと教師、学校側は考えるべきだと思う。（20代・男性） 
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 人権問題は難しい。ある程度学校等で話しを聞いたり、その方たちとふれ合ったり（障がい者等）、

みんな一緒なんだという事を小さい間から何らかの形で伝えるなどはとても大切だと思う。家庭

ではなかなか話し合えない部分を学校等できっちりと伝える。中・高でもそれは大切だと感じる。

貧困、特に子どもの貧困については、地域ぐるみで取り組めるのが望ましいと思う。イメージ的に

大阪などは進んでいるように見えるが、奈良の方はまだまだ伝わってこない様に思う。子ども食堂

等、役所や地域がもっと取り組むべきだと思う。（未記入・未記入） 

 障がいのある人が、スーパーでかごの整理をしていたり、パン屋で働いているところを見たとき。

高校で人権の授業があって、そのおかげで勉強することができたので、学校での人権についての授

業は、これからも必要であると思います。（10代・女性） 

 

 

（３）家庭教育 

 侵害されたときに初めて、今まで尊重されていたんだと実感するように思う。無関心は怖いと思う

が、あえて声を上げて尊重するように訴えるのも強制されているようで、それでいいのかなと思う。

小さい子を持つ母親としては、十人十色いろんな人がいていいんだよということと、困っている人

には自分のできることをしてあげて、と教えていこうと思う。（30代・女性） 

 自由参加できる場所。（フェスティバル、公開講座など）に参加できる時。私は子どもを産んで間

もない（と言っても一年強ですが）小さな頃から教育することが大切だと思っているので、子ども

には「いろんな仕事があるんだよ。働くってすごいんだよ」と教えています。子どもには汚い仕事

や辛い仕事などに関わっている方にも尊敬の念が持てるような差別をしない大人になって欲しい

と思っています。（30代・女性） 

 相手を理解しようという気持ちを育むことが大事。世の中には色々な人がいて、多様な生活や考え

を知り、認められる人を育てる家庭や学校教育を推し進めてほしい。（60代・女性） 

 今現在尊重されていると思う。特に家庭で人権について取り組んだ事は無く、考え方は年代によっ

て違いがあるとも感じます。各家庭では偏りが有る場合もあるので、色々な考え方が有る事も尊重

しつつ、子どもや保護者には学校で、社会人には職場で、定期的に必要な知識を有識者に教えてい

ただく機会を持ち、自然に広めていくのが良いのではないかと思います。問題が起きた時、相手の

立場に立って考え、相談して解決したい。（50代・女性） 

 「人権」を考えると幅広いのですね。子供達には「差別」についてかなり話し合います。先日はパ

ラリンピックを見て・・・最近ではテレビのジャンクスポーツに健常者と非健常者（こんな呼び方

でいいのかわかりませんが）と一緒にテレビに出ているのを見ました。もっと世の中が例えばドラ

マとかに車いすの子がいてもいいと思います。差別のない世の中になればいいと思っています。

「何も思わない」というのは、そういうことです。個人として見る。うでがなくても足がなくて

も・・・「かわいそう」と思うこと自体”エゴ”ではないでしょうか？と子供達に教えています。

（40代・女性） 

 人権、人権とさわぐと、それをふりかざす人が出てくる。さわぐべきだとは思わない。道徳教育、

家庭での教育に任せるべきと考える。（50代・女性） 

 家庭での教育が何より大切だと思う。学校で上から押し付け教育しても育つものではないと思い

ます。（40代・女性） 

 日常生活において、権利を行使できること。その際、第三者からの制限、圧力等がないこと。家庭

では、テレビを見たり、子どもたちの学校での様子を題材にして教えたり、確認し合ったりしてい

る。人権問題は認識不足によるものが、大半だと思う（自分もそうだが）。子どもの頃から正しい

知識を得ることによって、正しい認識を持った大人になり、差別のない社会になるのではないかと

思う。（40代・男性） 
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（４）インターネット 

 インターネットやＳＮＳの普及で無責任な発言をする人がいて、人権が必ずしも尊重されている

と言い難い。地域社会や職場での啓発活動に積極的に参加し、もっと関心を持ちたいと思った。（50

代・男性） 

 インターネットによる人の批判。犯罪被害者のプライバシーのマスコミ対応。マスコミによる人へ

の攻撃。（60代・女性） 

 インターネット社会になり、世間とのつながりがなくても個々で「つながりたい人とだけ」「同じ

意見を持つ人だけ」とつながれるようになり、地域や学校や会社で今まで“あたり前”だったこと

が変化しているように思う。「より良い社会を目指し○○をしましょう」→「どうしてそんなめん

どうなことをしなくちゃいけないんだ。任意なら強制するな」というふうに。個人の人権の尊重が

うるさく言われるようになり、逆にせちがらい世の中になってしまってるなぁと実感します。もっ

と温かく優しい世の中にする為には、幼稚園～中学校でしっかり取り組みが必要だと思いました。

むずかしいでしょうが。（50代・女性） 

 

 

（５）家庭や地域での取り組み 

 世の中が慌ただしく忙しいせいか、皆が自分や自分の家族のことだけで精一杯で、人のことに構っ

ていられない感じが、いろんな公共の場でのマナーの悪さ等々を見る毎に思い、感じます。どうし

たらそれを改善することが出来るのか、ルールやマナーを知って、行動してもらえるのか、それし

かないような気がします。（60代・女性） 

 家族同士で会話をし、食卓をなるべく共にする。（10代・女性） 

 サークル活動、ボランティア活動、自治体活動などで、多数の人たちと諍いなく、心穏やかに過ご

すことができたとき。相手を思いやること、相手の立場に立って考えること、これが基本的なこと

だと思う。子どもが小さい時からの家庭教育は大切だと思うし、まずそこからスタートだと思う。

世界平和にも、そこからつながっていく。（70代以上・女性） 

 差別的な言動を見聞きしないとき。家庭内で差別的な言動は言わない。（70代以上・男性） 

 夫婦二人で生活しているので、新聞などで読むくらいで、あまり感じない。生駒市にも、こども食

堂があれば、支援したい！（60代・女性） 

 「人権」というと少し難しく考えてしまうが、子連れで出先で困っていると、地域の方が笑顔でさ

っと手助けしてくださったり、「いいよ」「大丈夫だよ」と笑顔で言ってもらえるだけで、ホッとし

たり、自分も、子どもも、ありのまま受けとめてもらえているんだと、温かい気持ちになる。改め

て、助け合いって大切だなと感じ、自分もまた、困っている人がいたら助けてあげたいと思える。

そんな連鎖が、みんなの笑顔につながっていくのかなと思った。（30代・女性） 

 家庭、社会、地域の関わりの中で個人として精一杯生きてこられたと思う時で、今ではテレビや新

聞等で意見をぶつけている。現実の厳しさも理解、対応できる人間になることも重要と思う。（60

代・男性） 

 家族間で何かをした際に「ありがとう」と言われるときに、人権が尊重されていると感じます（食

器を洗ったときなど）。（30代・男性） 

 家庭や学校、職場での教育や広報などを充実させる。実際に自分が被害者や人権を侵害されないと

関心を持たないものだと思うが、まずは知ること＝知らせること、が大切だし、第一歩だと思う。

被害者支援の機関や相談方法などを知らせることから始める事から実際の支援活動につながって

いくのではないかと思う。（40代・女性） 

 住んでいる地域では人権が尊重されていると思う。市役所側も人権の問題に良く取り組んでおら

れると思います。（70代以上・男性）  
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 地域での取り組みはわからない。自ら進んでは考えていない。（単に思い付きで行うことはある）

（70代以上・男性） 

 社会的弱者への思いやりが大切。人権問題解決は、理念的、啓発的教育、周知も大事だが、具体的

な施策を通じて社会に浸透させていくのがよい。その環境を体験することで人権意識は高まって

いく。人権意識の有無高低は自分だけではわかりづらい。高い事例（例えば先進外国の例）、具体

的な他地区、他団体との比較等で改善がわかってくるもの。それらの例をよく学び、行政、教育、

マスコミで社会に広げるべきと思う。（70代以上・男性） 

 家庭→「自分がされて嫌なことは、人に対してしない」、このことが、他人に対しての人権を守る

ことになる。自分が聞かれて嫌なことは、他人に聞かない（プライバシーを守る）。我が家では、

幼稚園の時から言い続けています。幼稚園、小学校、中学校でも指導いただいていますし、PTAで

も、親に対しての話もあります。学校での指導を続けてほしいと思います。（50代・女性） 

 学校と地域が1つになって子どもを育てていると実感できるとき（20代・女性） 

 公共の場において、障害者、高齢者、小さなお子さんなどが快適に利用できるよう、さまざまな工

夫、配慮されている物や取り組みを見る時に思う。最も基本になるのは、家庭内におけるお互いを

大切に思いやる心。愛。夫婦の間、親子の間における思いやり。心豊かな父や母を育てる為にも幼

ない頃から教育者を通じて（道徳教育など）行うことも大切であろう。（50代・女性） 

 学校や職場での人権教育が大事であると思う。（20代・男性） 

 人には個性があるので、１人ひとりがその１人ひとりの個性に偏見を持たず、受け入れ、理解する

必要があると私は思います。私の家では家族全員でテレビを見る機会が多いので、１つ１つのニュ

ースの事件などに関して、家族とのコミュニケーションも兼ねて、意見を言い合っています。（団

らん）誰しもが潜在意識の中に必ず「思いやりの心」を持っていると私は考えているので、地域で

人権への関心を深めるためには、様々なボランティアのポスターやチラシの配布をすると、それに

関心を持つ人が増え、色んな個性を持った人と関わる機会をつくれると思います。私もボランティ

アに関心があるので、ぜひ身近にボランティアや幅広い世代が交流できるような楽しいイベント

の場を設けていただければ良いなと思います。私以外にもそのように思っている方が他にいらっ

しゃると思うので、よろしくお願い致します。（20代・女性） 

 地域安全推進委員の任に就き、特に下校時の子供の安全や人権を守ることの定期的パトロールを

実施している。高齢者や貧困者への支援がプライバシーの侵害にどの程度まで許容されるかがネ

ックであると考えます。老若男女を問わず、人権問題に悩んで救いを求める人に対しては、個人的

にも組織的にも手を差し伸べることは可能ですが、我慢して耐える人に対しては如何なる対応も

出来ません。これらの人々に対しては地域毎に常日頃の近所付き合いを深めていくことが肝心と

考えます。（60代・男性） 
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（６）人権、男女・共同参画全般 

 PTA の人権問題の講座の参加について：なぜ女性ばかり参加させられますか？PTA の役員は女性ば

かりなのです。男性の参加も検討してください。（40代・女性） 

 フルタイムで働きはじめた１年半まえから、自分一人の力で家事をこなすことはきつく、家族（夫、

長女（今20才）、長男（今18才））に、洗濯、食器洗い、自治会会合、回覧版まわし、洗車等を少

しずつ参加してもらった。女の人がしなければならない、という考え方は捨ててもらい、一緒に一

つ屋根の下に生活している者が協力してやろう！と呼びかけて、今も分担して行っています。家族

が自ら進んで家事をこなしてくれて、私自身が気持ちにゆとりがもてている時、大げさかもしれま

せんが、人権が尊重されているなと、と思います。男だから、女だから、長男だから、長女だから、

こういう考えは私自身すごく嫌ですので、子育てする中でも気を付けてきたつもりです。今、こう

して、毎日安心してくらせていることに感謝しています。（40代・女性） 

 女性が働きやすい労働環境を整える企業の動きを見ると、そのように思われます。ただ、それはビ

ジネスでの勝機であると考えている面が強く、人権尊重という点から言えば、疑問符が付くもので

す。人権に関する考え方は、その人の思想のようなものであり、一朝一夕に変えることができるも

のではありません。こういった動きが増えて行っても、なかなか変わるのには時間を要すると思わ

れます。変えていくには、人権について考える機会を増やすことではないかと思います。子どもで

あれば教育の現場に、大人であれば仕事の中にその問題を組み込む。機会を増やすことで意識が高

まっていくことになります。例えば、人権について素晴らしい取り組みをした企業を表彰し、大々

的に宣伝するというのは方法の１つではないかと思います。また、注意すべきなのは、人権に対し、

意識を高めることが重要なのであって、特定の考え方が正しいとすることではありません。世間が

ダメだというからでは意味がありません。メディアの発言、ネット批判を見ていると、どうも安易

に批判してしまっている気がします。各々に人権に対する考えが備わることで、意見は深まってい

きます。安易な発言は、次の人権侵害を生み出すことにしかなりません。考え方を広める場だけで

なく、意見を話し合える場も必要なのではないかと考えます。（30代・男性） 

 人権について深く考えないのは、いままでそれ程人権のことで被害を受けてことが無いかもしれ

ません。それだけ自由に暮らせたのかも。でも、昭和の頃に比べれば、今の女性にはいろいろな可

能性があり、うらやましく思います。会社でももっと責任のある仕事ができていれば、もっと違っ

た生活があったかも、また、それで今よりも幸せに暮らせたかはわかりません。今よりも悪いかも

しれません。（70代以上・女性） 

 私は専業主婦ですが、「女性が社会で活躍する」今の時代、働いている女性はえらいのか、パート

に出て共働きしている夫婦がえらいのか。働く女性が増えていることは事実ですが、そのおかげで、

専業主婦をバカにする風潮もあります。「女性が子育てをして当然」だと悪いのでしょうか。「子育

てばかりして疲れないのか」そのように言われ、傷ついている専業主婦もいます。昔は女は家庭で

男は外でお金を稼ぐ、という時代だったばかりに、今は女が外に出て働いていないと、「楽をして

いる」と思われます。好きで外で働く女性が多いのになぜでしょう。女が社会に出ることを手助け

する社会（政府）もすばらしいですが、女が家庭を守る昔ながらの風潮も大事にしてほしいです。

小学２年生の子どもが１人いるので、まだまだ手をかけて育ててあげたい一心の女は、考え方を変

えるべきなのか。決して専業主婦も楽じゃないのに、バカにされがちです。そんな世の中を変えて

ほしいものです。（20代・女性） 
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 他人が私の権利が侵害されていることについて、怒りや懸念を表明してくれた時。人権侵害という

のは、案外当事者にとっては気付きにくいものではないかと思う。周囲が「それおかしいよ」「も

っと○○であるべき」と声を上げてくれると、自分って大切にされているな、と感じることにつな

がるように思う。我が家は、夫が主夫で妻の私が外で働く形を選択しているので、常日頃から子ど

もたちには、「男だから」「女だから」という古い性別役割分業の考えに縛られることなく、相手を

尊重する気持ちを土台にした人間関係を築くことの大切さを伝えているつもりである。昨今では、

権利には義務が伴うということが強調されすぎているように感じる。基本的人権は、特定の義務を

果たした者に与えられるという類いのものではないはず。果たすべき義務はもちろんあるが、まず

互いの権利を尊重し合う態度を身に付けるべきではないか。そして、権利を主張する側になる際も、

誰かに何とかしてもらうことだけではなく、自分の描く理想の社会に近づくために、自分に何がで

きるのかを考える視点を大切にしたい。（30代・女性） 

 女性が社会進出してきたこと。人権尊重をうたわなくても人権が尊重されるというが当たり前に、

全ての人が平等に暮らせる世の中になってほしいです。（30代・女性） 

 人権とは一人一人の個性を尊重し、出身、家柄、学歴等で社会的な不利益を受けないことだと思い

ます。このアンケートで少し気になるのは男女の就労に関する問ですが、私は男と女は体のつくり

が違うわけですし、できれば男は男の役割、女は女の役割を持って社会を構成することがよいと考

えています。決してどちらが上とか下とかそのような考えではありません。もう一つ外国人の参政

権についてですがこれは人権の問題にあてはめるのはおかしいと思います。日本は日本の国益と

文化を守っていかなければなりません。今の国際情勢を見ていると賛成することはできません。

（50代・男性） 

 正直人権が尊重されていると思うことが私の周囲ではあまり感じられません。電車でも女性専用

車両はあるのに男性専用車両がなかったり社会でもまだまだ男性の方が有利だったりするのでそ

ういうのを無くした方がよいのかと考えます。そのためには当事者の話を聞いて交流を深めたり

相談したりなど取り組んだ方がよいのかと思います。（30代・女性） 

 高齢の方が、女性が働きに行くことについてなぜ働きに行くのかとおっしゃることが理解できま

せん。これからの社会を考えると働かないと生活できないので働いているのに。以前、私が住んで

いた地域では女性が働くのは普通のことでしたので大変おどろきました。（40代・女性） 

 職場において特別男女差別は感じないこと。男女、年齢に問わず平等に健康、回復のための活動を

しています。地域活動、ボランティア活動に取り組んでいます。（60代・女性） 

 

 

（７）同和問題 

 ・部落問題一辺倒だったころに比して、幅広く、偏りのない社会状況になったことは好ましい。・

行政が、特定の運動団体等に特別な配慮をすることがないよう期待する。・憲法を暮らしの中に生

かすような取り組みを期待したい。（60代・男性） 

 私達の世代は親から部落問題等教えられています。その故、教育の力は偉大です。子供の頃からし

っかり教育すべきと思っています。次の世代に引き継がれるからです。（70代以上・女性） 

 同和問題は知らない親子が多くなっています。学校で無理に教える必要性はなく、自然に風化させ

るのも方法の一つではないでしょうか。知らせて差別の種を増やしているように思います。（40代・

男性） 

 人権が尊重されていると思うときは自分に関わる何かを新しく始めるときなどにどうしたいか、

どうすればやりやすいか、どのくらい参加できるかなどの意見を組んでもらえるとそう感じます。

私個人の考えですが同和問題や風評被害などについては知らなければ差別のしようもないですか

ら必ずしも情報が風化したり忘れられることは悪いことではないかと思っています。（20代・女性） 
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（８）障がい者 

 日本は、諸外国に比べて、社会的弱者の人権は守られていると感じています。自立できない重度の

身障者等への支援は、さらに厚くしていくべきであるが、差別を利用して被害者を装い、ビジネス

（いわば飯のタネ）にしている人たちを見極めるための施策が必要と考えます。（40代・男性） 

 身体障害を有するため、活動ができません。（60代・男性） 

 うちにはダウン症の子ども（4歳半）がいます。療育手帳を持っていますが、外出すると親の近く

にいず、自分の思う方へ歩いて行くため、いつも手を繋がないとダメだし、自分の思うようになら

ないと座り込むため、目的地へ行くには、抱っこしないと進めません、ですが、テストでは、興味

のある積木やおもちゃを出されて、座っていることができるからと A の判定は頂けず、B 判定で、

殆どの福祉が受けられません。また、療育手帳の判定から頂く特別児童扶養手当も、親の収入の上

限があり、2年前からストップされてしまい0円です。ダウン症は親が高齢で産んだためになる確

率が高い病気で、主人も今年51歳です。50歳超えれば、普通に働いていれば超えてしまう所得制

限。20代の親と50代の親にその制限に差はありません。あと9年で定年。今、老後の蓄えをしな

いといけない時期に、目が耳が足が…と子どもの病院や装具に大金が要り、通所施設にも使い…手

当さえあれば…と毎日悩み暮れています。老後破産目前です。（40代・女性） 

 私は障害者手帳2級を持っていますが、携帯料金が少し安くなるぐらいで（あまり出かけないので

映画や美術館は行きません）、手帳を持って障害者認定されているだけだなあ、と少しむなしくな

ることがあります。勝手を言いますが、もう少しサービスがあれば助かるのですが、これは人権問

題にはならないでしょうか。自分自身のことが一番身近だったので書かせていただきました。（40

代・女性） 

 まだまだ障害者に対する目があり、日常生活する中で困っている方を見かけたら、進んで自分がで

きる手助けをやっていけたらと思います。（60代・女性） 

 日常生活において何事にも、又、誰にも束縛されず普通に生活できる時、人権が尊重されていると

感じます。”言論の自由”と言われている昨今、人の事について行き過ぎた発言をよく目にしたり、

聞いたり致します。何気なく言っている事が知らないうちに人を不愉快にさせているかも知れな

い場合があるかもしれません。自分自身の発言や行動に気を付けて過ごせて行けたらと思ってい

ます。障害者の方の社会への進出は大変良い事だと思います。駅などで車椅子の人が一人で行動さ

れている時、係員の人が手助けされている光景をよく目にしております。今までは、余り人に対し

て気に留めていなかった事も多く、これからは出来るだけ色々な事に関心を持ち視野を広げて日々

生活していきたいと思っております。（70代以上・女性） 

 障がい者に対して地域等で偏見を持たない様な環境づくりが出来たら幸せに思います。（70 代以

上・女性） 

 生まれつきに障がいがある方に子供、孫があった時、又そばにいらっしゃる時は差別せず、人にや

さしく、又困っている時は手を差し伸べる、又別の人がイヤな事を言ったりしたら、注意できる人

間になりなさい。「人に言われて、イヤな事は絶対に言わない」と子供、孫に小さな頃から言い聞

かせて来てます。（60代・女性） 

 障害内容を理解したうえで様々な対処とした上で接してもらえる時が主にそうだと感じます。（20

代・男性） 

 私は病気で足が不自由な為、車いす生活で、いろいろな方に助けていただいています。例えば、ゴ

ミをまとめても、決まった日に出すのは隣の奥さんに出していただいています。ですから、生活能

力が低くお世話になることばかりで、ことさらとりたててお伝えするような人権問題はなく、倖せ

なことに、日常を過ごしております。今のこのような状況に感謝しています。（70 代以上・女性） 

 本当に伸び伸びと過ごすことができる（人に迷惑をかけない範囲で）とき、人権が尊重されている

と感じる。発達障害者の就業サポートを充実してほしい。発達障害の病院の混み具合がひどい。２

か月待たないと受診できない。行政のサポートがほしい。例えば、学校で検査が受けられる、など。

（40代・女性）  
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 人権問題について。日本は人権問題について相当遅れていると思う。精神病棟では身体拘束が常時

行われている。去年だったか、ニュージーランド人男性が精神病棟に入れられ拘束されて死亡した

こと。日本での報道は一切されていなく米国在住の娘から聞きやっと知ったこと。その英語教師の

男性は言葉が通じないこと、勝手に拘束されてさぞ感情を害したに違いない。それで暴れてもっと

拘束されてということで死亡されたと思う。拘束が今も日本標準とされているが文明社会ではも

っと人格尊重が徹底されていて日本も文明社会だと思って来日したに違いない。また一般病棟で

も私の祖母が車いすごと廊下の手すりに縛り付けられていたこと。あちこち手を出し物を触った

り動いて階段から落ちて骨折予防のためだと言うがはたして拘束が許されているものか疑問に思

っている。人権ということを考えると人格を尊重が日本では徹底されていないと思う。（60代・女

性） 

 私を理解し受け入れようという意思が伝わったとき、一人の人間として見てくれているんだなと

感じ安心する。人権が尊重されていると感じる。私が障がい＝個性と感じられるようになったのは

今年3月の施設実習からである。以前は障がい＝未知（知らない、怖い）という考えを持っていた。

実際に障がいをもっている方々と関わり理解を深めたことで考えが 180 度変わった。私だけでは

ない、同じように障がいをもつ方々と関わりをもった友人も変わったと言っていた。どれだけ教科

書や講義で障がいについて学んでも実際に会い関わらないといけないと感じた。それも一日だけ

でなくできるだけたくさんの日数。教科書の文字を読んだり話を聞くだけでは理解は浅い。もっと

真剣に向き合い障がいをもつ方々やその家族を守るために地域の中で関りをつくってほしい。（20

代・女性） 

 ここ数年病気がちで入院生活が長く、地域社会とのかかわりが薄く、これといった意見を申し述べ

る程のことはありません。ただ、身体の一部に障害と同等の状況が生じていることから、身体障害

者の立場になって考えることはあります。（60代・女性） 

 レストランなどで障害者の方が健常者と一緒に働いておられるのをみる時など嬉しくなる。人生

において、いつ運命が逆転する時が来るかもしれない。どちらの立場でも、お互いに運命を共有で

きるよう、人権問題を飛び越え、お互いに思いやり、大切にし合う気持ち（愛）を持ちたいものだ

と思う。（30代・男性） 
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（９）高齢者 

 ①近頃の老人デーサービス、児童デーサービス等の増かは喜ばしい。（家族の精神的負担が少なく

なる）（60代・女性） 

 高齢者の独居が増加の中、私どもの近所だけでも問題がある家があり、対処の方法がわからないと

家族が困っている状態で、認知力低下による問題は大変今後とも大きな課題で、速急に方法を考え

なければならないと思います。近所（私どもの家にもですが）に、物を預かってもらっているはず

だと言ってくる。近所に、「やかましい」と包丁を持ってやって来る。道で転倒し、動けなくなっ

ている。行方不明になる。火災を起こす。最近ここ１年だけでも、身近での出来事です。介護福祉

士、支援専門員であった経験者の私でも、手を差し伸べるには大変な事例ばかり。友人・知人も相

談にのってほしい。どこにどのように相談をすればよいかわからない。これが皆の声です。経験者

の私どもでも各々対処も対応も違うことや、自分の家族のことも仕事をしながら両親の面倒も見

ながらですので、皆のすべての力になることができかねる状態。介護保険料を取るのであれば、見

合った、わかりやすい、本当に困った方へのサービス提供、情報を考えてあげてほしいです。近所

からの通報も「本人さまの話がなければ動けない」、この言葉で生駒の実態が伺えます。知人の沖

縄では、すぐかけつけ対応する、近所の方の通報前に気づけなかったことをおわびします、と、と

ても心のこもった言葉で救われたという方もいます。今一度考えていただきたいです。（40代・女

性） 

 独居老人の多い所と老老介護、自分の親は、子どもたちがすすんでみてほしい。必ずあなたも歳を

とります。目の前のこともできず、何が全体のことができますか。（60代・女性） 

 老後のことを考え思うと不安になるときがある。お金のこと、健康のこと、収入もなくなり実際生

活していけるか近所づきあいや友人等そして環境等誰とでも情報が交わせて孤独から社交等考え

て今までの人生を振り返って楽しく老後を過ごせたらよいと思っています。人の役に立つそして

いろいろな勉強等ができて充実した生活を人として過ごしたい。しかし現実は老後の生活面、特に

お金が不安です。病気になったり消費税があがったり、固定資産税いろいろと必要な必ず支払わな

ければいけない経費等年金生活になっていく不安でいっぱいです。心の豊かさが人として他人へ

の思いやり等につながっていけるのかなと思っています。税等に追われ不安に圧されて人権問題

等を考える難しさを感じます。（60代・女性） 

 街つくりは一番弱い人を基準に考えるべきと思います。私は高齢の母を抱えていますが医者通い

するにしても大変です。少しの段差でも転倒の危険はあるし目が不自由な人はこの道を歩くの大

変だろうなと色々気になります。人は誰でも年を取るのですから人に優しい街づくりを期待しま

す。子ども（小学生、中学生）等と関わる仕事をしています。つい先日顔にケガをしているので（女

子生徒小6）どうしたのと聞くと男子生徒とケンカをしたと。韓国人と言われ自分の国へ帰れと言

われたと言いました。男子生徒にいろいろ正しくないことを言っているのは周りの大人ではない

かと思います。大人の責任は重大ではないでしょうか。（60代・女性） 

 介護に関して、地域でできそうな何かを考えることが大事と思います。（70代以上・女性） 

 介護施設において、送迎者の整備・点検・保険など、国や市で定められているのか。まったくされ

ていないところがある。高齢者の看取りにおいても、本人・家族のあり方について、もっと最期を

どう生きるか、大切に考えていただきたい。「命」というものに対し、軽い気がする。（50 代・女

性） 

 高齢者が入れる施設が少ない。老人ホームが高い。（40代・女性） 
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（10）女性問題 

 人権を勉強した方が良いと思い、宅建業人権推進員の講習を受けて認定証をもらいました。好奇心

や興味本位な心もありましたが、研修が終了したときには、思いやりの気持ちを持って人権を尊重

できる人になりたいと思いました。その後、子どもに対する夫の暴力で、離婚して、私自身が少数

マイノリティになりました。生駒市にひとり親家庭医療費助成していただいて、おかげさまで、生

活保護や母子家庭手当を受けずに、パートの収入だけで、息子二人を育てることができています。

ありがとうございます。息子たちを育てて、将来困っている人たちを3人で助けることができるよ

うに頑張ります。（40代・女性） 

 自身が独身者だから感じるのですが、たしかに子どものいる家庭に手厚くサポートすることで今

後の将来が保たれているのかもしれませんが、単身者に対するサポートが何もないと感じます。女

性だと賃金も安く、暮らしていくのが精一杯。 尊重されていると感じることはありません。単身

者についても何かしらのサポートがほしいです。子どものいる家庭との差が大きい。もし無理なら

皆平等に何もなしにしてほしい。（未記入・未記入） 

 一人の男性としてセクシュアルハラスメント等、性に関する問題に関しては真摯に向き合いたい

と思うし、自分は絶対にそのようなことはしたくないと強く感じているが、セクシュアルハラスメ

ントの対象となる言動が多すぎ、かつ被害者の主観で決まるので、普通に人間関係、友人関係、恋

愛関係を築こうとしても、該当するのではないかと混乱してしまうことがある。どのような行為が

セクシュアルハラスメントにあたるのか、相手にセクシュアルハラスメントと感じられているか

確認するためにはどうしたらよいのか等、セクシュアルハラスメントを事前に防ぐための講習会

等をもっと開催してほしい。またあまりに過剰にセクハラだセクハラだと騒ぐと嫌悪感を煽って

しまいがちなので、守るべきことは全力で守りつつも、いたずらに騒ぎ立てるのではなく、冷静か

つ真剣にセクシュアルハラスメントに対して取り組んでいくという雰囲気をつくってほしい。（10

代・男性） 

 人権が尊重されていると思うとき、とは常に意識して生活しているのでしょうか？女性差別はど

うなのでしょう。セクハラ問題についてもそうですが、日本は外国に比べて遅れています。また、

うわさ等なども日本文化の特徴だと思います。このアンケートでどのような取り組みをするので

すか？（50代・女性） 

 ”人権”という言葉は、本当はとてもすばらしいものだったのに、使い古されてしまったのか、こ

の言葉がついていると、ちょっと参加をためらってしまいます。少し違ったアプローチの方法があ

ってもいいのではないでしょうか？この間、飲み会で居酒屋に行ったとき、自分はつい料理の皿を

まわしたり人にビールをついだりするために、気を使っていることに気づいた。男性陣がそういう

のやめよう！と言って、気を使うことなくすごく楽しめた。体にしみついた”女はこうあるべき”

がまだまだいっぱいありますね。（40代・女性） 

 私自身では、結婚・出産・育児の中で仕事をさせてもらい、育児休業等はとても権利を守ってもら

ったと感じたことです。少子化で子どもを産みにくい環境であったり、仕事に戻るための制度があ

ると、社会のために求められていることができると、充足感を味わうことができます。働いてはい

るけれど、子どもを複数もって両立できることはありがたいことです。また、子どものこともです

が、未来思考で考えると、LGBT、障害者、同和、外国人等も、少数ながら悩んでいる人がいるなら

ば、相談できる窓口が気軽にあればよいのではと思います。（未記入・未記入） 

 私が買い物の際、２・３回ストーカー行為の感じがした。その間回覧板をポストに入れないで、車

で帰ってきた際手渡しで何回か渡されたので気持ちが悪くなり、はっきりとポストに入れてくだ

さいと強く言ったので、ポストに入れてもらえるようになった。親切心がこちらの負担になるので、

難しい感じを受けた。（70代以上・女性） 
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 身近で感じたことについては職場でのパワーハラスメントがあります。経営幹部、支店長クラスへ

の人権、パワーハラスメントに関する講義、研修等を行いそういった各種の人権問題を抑制する仕

組みが必要と感じます。また万が一人権問題が生じた場合その加害者については社会奉仕活動を

通じて社会貢献させる仕組みをつくるなど法律を制定しより良い社会を目指してほしいと思いま

す。（40代・男性） 

 普段は当然のものになっているので尊重されていると思ったことがない。ハラスメントについて

は会社で研修を年1回ではあるが重ねていることもあり常に意識するようになっている。（50代・

男性） 

 改めて人権について考えさせられたこのアンケートでした。日本に生まれて 70 年間、人権に守ら

れて幸せに暮らして来たことに感謝する毎日です。最近のニュースは政治家のセクハラ問題が多

く、女性の人権が守られていないように感じることが多くあります。海外で暮らしたことがあるの

で、人種差別を受けた時の辛さ・悲しみは忘れられませんので、せめては日本にいる外国人に接す

る時は優しくしようと思っています。一人ひとりが少しの優しさを持ち、相手の気持ちを思う心が

あれば、世の中が変わってくると思いますが。（70代以上・女性） 

 今国会でセクハラ問題が毎日のようにニュースになっていますが、○の発言はあまりにもおそま

つで、セクハラに対しての低い意識は世界に向けても、恥ずかしい日本をさらけだしているようで

す。国のトップがこれでは、この問題はなかなか解決しないと思います。OL時代、たくさんのセク

ハラを受けました。その時代はこのような言葉がなかったので、泣く泣く我慢をしていたのが思い

出されます。女性の地位向上に立ち上がってほしいです。だれか。応援しますから。（50代・女性） 

 

 

（11）子ども 

 幼い子どもがいます。いじめや差別をしないよう、人の気持ちに立って考えるように教えています。

（30代・女性） 

 特に目立って人権が尊重されていると感じることはしない。人権や尊重という大きなくくりでと

らえても現実、細々と生活している者にとっては、何ら関係のない様に思う。とにかく我が子はも

ちろん、子ども達が平和にくらせる様、子ども個人を守ることが第一だと考えている。弱い立場に

いる者が、どうか心おだやかにすごせるように・・・。（30代・女性） 

 テレビで流されていることを子どもたちとよく話したりしますが、自分の意見と違うことが多い

です。今の教育で、ちゃんと伝わっているのでしょうか。（50代・女性） 

 子どもたちにもっと人権に関する教育に力を入れて取り組んでほしいと思います。（30 代・女性） 

 人権については幼い時から家庭や教育機関で日常生活や教育として指導していくことが大切と考

えている。互いを人として尊重し、思いやることでかなりの人権問題は解決していくのでは。そん

な国民の集まりで県や市、国がきっちりと制度を整えていくことで多くの人が救われるのでは。た

だ、多忙な日常生活の中ではあまりじっくり考えることはない。（60代・女性） 

 特に子供がたまたま生まれてきた家が貧しかったり逆タイを受けるのは何とかしたい。（70 代以

上・男性） 

 大家族の中で子どもにかまってあげることも少なく、忙しい日々の中、子どもを育てるのに一生懸

命でした。悪いこと、よいことは幼い時から厳しく言い聞かせました。子どもたちも家庭をもち、

子育ての真っ最中です。孫たちも、元気いっぱい、明るいよい子です。わたくしも子どもに見守ら

れる立場になりました。やさしい子どもの言葉を聞くたびに幸せを感じます。厳しくし過ぎたこと

の辛さもあります。幼児教育の大切さを知らされます。（60代・女性） 

 本などを使って、子どもと子どもの人権について話をしています。（30代・女性） 
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 職場の同僚や近所の人たちと親しくあいさつし、決まった仕事以外のことも一緒にできる関係が

あるとき。親の精神的虐待を受けて育った子どもたち２人（成人）の支援をしています。養親にな

ることも考えています。（50代・男性） 

 家庭では、テレビを見ている時など（ドキュメンタリー）、弱い立場にある人の特集を見ている時

など、折に触れ子どもに話をしたりしています。子どもが中学の時にいじめにあっていましたが、

相手の親御さんが PTA だったりして、強く出れず、子どもにつらい思いをさせたことを、10 年以

上たった今でも後悔しています。いじめの問題は、人権侵害です。特に取り組んでいただきたい第

一優先課題だと思います。みんなが笑顔であふれる生駒市であるよう、よろしくお願い致します。

（50代・女性） 

 

 

（12）外国人 

 ヘイトスピーチを外国人に対するのは問題があるとする問は不適切でヘイトスピーチは日本人で

あれ、外国人であれダメなはずです。（70代以上・男性） 

 スポーツジムに毎日のように通っていますがその中には障がいの方や在日外国人の方もいらっし

ゃいます。年齢もまちまちですが和気あいあいでおしゃべりしたり一緒に汗を流したりしていま

す。それぞれ目的等は違うかも知れませんがお互いを尊重して接することが大事ではと思います。

（60代・女性） 

 近い将来、外国の人達と共生する社会が来るでしょう。その時にとまどう事なく、温かく迎えられ

る様に法の整備（条例）が必要であると思います。お客さん扱いで税金の無駄使いは許されないと

思います。同和問題はまだまだ根が深いですが、我々子供達（３０代半ば）は歴史としてとらえ、

意識することなく、友人であり隣人です。（60代・女性） 

 

 

（13）犯罪被害者 

 このたび○の女児遺体・・・事件の件で、本人は仕方のないことだと思いますが、家族（兄弟）は

これから大変な思いをするのだと思うと、気の毒だと思います。一番に殺された女児だとだと思い

ます。その家族も、なんとも、どうしたら良いのか、どう思えば良いのかつらい事件が多すぎます。

（70代以上・女性） 

 20 年以上前のことだったと思いますが、テレビである犯罪被害者の方のインタビューを見て衝撃

を受けたことがあります。その方はお子さんを殺されました。その方は、被害者は悲しみに打ちひ

しがれる上に、報道等によりみじめな思いをさせられると話されていました。この 20年で変わっ

てきているところもあるかと思いますが、犯罪者の人権ばかりが尊重されてきたのかなと感じま

す。犯罪被害者になってしまうことは、誰にでも起こりうることであると思います。それならば、

少しでも犯罪を犯すような人間を減らすべきだと思います。その為には、子育ての中で、思いやり

や人を尊重する心も育てなくてはいけないと感じています。家庭内だけでなく小学校等にも、被害

者になった方の意見を聞く機会等があればと思います。また、子どもの貧困や家庭崩壊により犠牲

になる子どもたちの問題には、行政にも積極的に取り組んでいただきたいと感じます。（40代・女

性） 
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（14）労働 

 人権が尊重されていると考えると、同一会社内の賃金システムも同じにする必要があると思いま

す。「営業」だからサービス残業、長期間出張を強要、出張の移動日（飛行機など）は休日でしな

いと怒られるなど、個人のプライベート時間を会社側が無理やりに取られていると考えています。

サービス残業（特に営業職）をなくすことは、人権が尊重する一つの考え方と思います。（30代・

男性） 

 

 

（15）ＬＧＢＴ等 

 ・私や周りの友人たちが、同性愛の友人に特に意識することなく普通に接していること。・隣近所

で高齢者が増えていますが、安易に接しないということも人権尊重と考えています。触れられたく

ないということも考慮するべきだと思います。・LGBT を単に同性愛と括ってしまうのではなく、

様々な19種類の形があることだけでも世間に知ってもらえたらと思います。（60代・女性） 

 子どもといる時、障害のある方や同性愛と思われる方（例えば男性が女性の服装をしている等）に

対して、子どもが疑問を親に投げかけてきた時に、何も不思議に思うことはないと教えるようにし

ている。また、親が障害のある方や同性愛者を奇異な目で見ず、周りの人間と同時に接することが

大切だと思う。（20代・女性） 

 パートナーシップ制度の導入の検討（40代・選択しない） 

 

 

（16）市行政等 

 日本は保守性が強い国だと思いますので、市（公共団体）を中心に、学校機関や職場などでも、人

権学習の機会を継続的に設けるべきだと思います。異なる考えにも寛容な人が増え、差別的な言動

を行う人が少しでも減る社会になることを望みます。（20代・女性） 

 一般の人との違いだけでいじめや差別を受けるような問題は、絶対に間違っていると思う。一人ひ

とりが他人の人権を尊重する大切さを学べるように政策を行っていくべきだと思う。（10代・男性） 

 過剰な主張をする過激派に惑わされず、多様性を肯定できるように、教育を充実させてほしい。差

別するのには、それなりの理由がある場合もあると思う。例えば、分煙のように、双方の意見を酌

み、摩擦をなくす方向に、対策してほしい。（30代・男性） 

 人権問題なのかどうかはわかりませんが・・・。大阪の各地を何度か引越して、奈良に初めて来ま

したが生駒は住みたい町にもランキングされる町で、ウキウキしてましたが、何が驚いたかと言う

と、自治会に入るのに３万円もいるという事でした。大阪では、自治会に入っていましたが入会金

がいる自治会なんてなかったので、それが当たり前だと思っていたのに、生駒ではお金がいる。そ

れも高級クラブでも入るのかのような高額、びっくりしました。一体何に使われているのでしょう

か。毎月自治会費いるのは当然だとは思いますが、入会金は訳がわからないです！！だから自治会

入っていません。自治会に入っていない事で、市の事は何の情報も入ってきません。ご近所からも

孤立しているのかも？（60代・女性） 

 本当の自分を出しても誰からも非難されないとき。生駒市は人権については積極的に取り組んで

いる印象をうけるので、今のままでもいいのでは。（全体として）誰もが読みやすい広報、配布物

にするため市や学校からのものはUD フォントを使用してはどうか。だいぶ読みやすくなります。

あと、発達障がいの子に対する支援は手厚くしてほしいと思う。（40代・女性） 

 市役所から、がん検診、健康診断などのお知らせを受けた時。ごみ収集などきちんと行われている

ことなど、たいへんありがたく思っております。日頃安心して暮らしていられるのは、人権が尊重

されているからだろうと感謝しています。（70代以上・女性）  
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 日本が複雑すぎて人権が尊重されていると感じにくい。精神的病になりやすい環境にいるので人

権を尊重と問われてもピンときにくい。市単位でどうこうしてもできないことでできることをは

っきり国に働きかけた方がよいと考える。（30代・男性） 

 もっと市民（国民）に人権に関する問題点を発して行くべき。どのようなことが人権問題に関わる

のかを具体的に出さないと理解できていない人が大半だと思います。何処で誰がどのような形で

旗を振っているのか知りません。奈良県で一番積極的な市民部、人権施策課になるよう頑張ってく

ださい。（50代・男性） 

 いろんな人権問題をわかりやすく身近なこととして広報いこまで漫画等にして取り上げるとよい

と思います。（70代以上・女性） 

 受動喫煙対策これからもがんばってください。ぴっくり通り内での喫煙は逃げ道がないためとて

も迷惑しています。生駒駅北側喫煙所は雨天時にATMの前で吸われることが不快です。屋根をつけ

ると煙の逃げ道がさえぎられるというなら悩ましいですが（30代・男性） 

 生駒市は若い人から高齢者まで女性が暮らしやすい街になってほしい。（70代以上・男性） 

 生駒市が人権について調査をし、取り組み、前向きな姿勢、政策を考えていることに感銘を受けま

した。どんどん良くなって行く生駒市の未来に市民として希望が持てるようになって来たことを

実感致します。世界各国何十ヵ国見て来ましたが、世界中みてもこの様に市民の人権を考える国と

市は見当りません。すばらしいです。（70代以上・女性） 

 差別のない住みやすい町づくりを願います。（50代・女性） 

 市主催の人権講座で感銘する話を聞けた時は充実した気持ちになり、生き方について考えます。固

い、難しい話でなく、リラックスして聞ける人権講座を沢山開いてほしいと思います。（70代以上・

女性） 

 ここで書くべきことではありませんが、どこへ言うべきかわからなかったので。近鉄「菜畑」駅が

最寄り駅なのですが、エレベーターがなくエスカレーターも時間があったりして、ママさんや荷物

がたくさんある人が苦労しています。生駒は子どもの住みやすい社会や、高齢者の方にやさしい社

会を目指しているのであれば、バリアフリー対応すべきでしょう。なぜなにも対応しないのか、疑

問です。（30代・女性） 

 行政レベルでのとりくみを希望します。弱者が安心して生活できるよう支援していける社会であ

って欲しいと思っています。（50代・女性） 

 人権に対する意識を高めるために研修や講演会を開催することも大切であるが、最も大切なのは、

幼少の頃からの教育の積み重ねではないかと思う。教育現場で知識を教えるよりも、こうした人権

意識を高める教育を日頃から取り入れることが大事だと思う。（40代・女性） 

 何か問題が起こるとみんなで解決が大事。市や地方行政の協力も大事。子ども育て中の家々もだが、

高齢になる人々の生活も大事にと、市でのサービスも希望します。たとえば、ゴミ袋、働き中は有

料でも家族数減り年寄り夫婦には、安くしたり無料にしたりと。ゴミ代金が必要になり、かなりど

の店舗でも売れているようす。まちのためには仕方ないが、年金生活になると心配。若者もだが、

年輩組にも、長く市民税支払っている者への軽負担にと。ゴミや市民税、介護保険で厳しいとよく

聞くので、本籍地に戻らない。住みやすい生駒市にしてください。（60代・女性） 

 少しの困難があっても、日々健康で自由に体を動かせ、自分の意思で物事を決めて行動できること

が当たり前になっている時は、「人権」など考えることなく過ごしている。一旦我が身に不都合が

ふりかかった時、はじめて我が身とまわりのことに気づくことが多い。生まれて親や他の人の援助

を受けないと生きていけない人、乳幼児、高齢者、障害者は特に「人権」を守られなければならな

いと思っている。今は、格差が広い範囲におよび、社会的に守られなければならない人たちが数多

くいることも確か。為政者こそ真摯にそのことに目を向け、私利私欲に走ることなく心豊かに暮ら

せる生駒市にしてもらいたい。（60代・女性） 
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 家庭では、「自分がされて嫌なことは人にしない」と常に言っている。環境分野ではあるが、喫煙

による数々の健康被害の問題を受けて、生駒市は、生駒駅周辺を禁煙にと取り組んでいるが、「人

が健康に過ごせる権利」「きれいな空気を吸う権利」を重視し、生駒市全体を禁煙にするぐらいの

取り組みをすべきだと思う。（40代・未記入） 

 

 

（17）アンケート 

 このようなアンケートが来た時に、特に気にせず生活ができていると振り返ることができたとき。

どんな人も気にならないような生活ができるように、お願いします。（30代・男性） 

 世界一列皆兄弟を聞かせていただいております。だから差別に関しては何も言うことはありませ

ん。（60代・女性） 

 アンケートの紙のわりには封筒が小さい（40代・男性） 

 このアンケートが何かのお役に立つのかわかりませんが、紙のムダ、時間のムダになることがなく、

結果を正確に集計し生駒市が集計結果からより良い市になってくれるよう、お祈りいたします。集

計し、いこまちに載せて終了、ということにはしないでくださいね。（20代・女性） 

 問７～問16まで〇は3つというのは少なすぎる。「選ぶ」という感じになってしまった。ほとんど

に〇をつけたいのに。多分、全てはできないので優先順位をつけるためだと思うが、政治の場では、

選ばれなかった項目は「問題なし」とする場合があるので、もう少し考えたアンケートにしてほし

かった。（60代・女性） 

 このようなアンケートを自治体から受けたことがなかったので、このアンケート依頼がきた時点

で市として取り組みに懸ける思いを実感した。いつか子どもをもった時に、人権を尊重できる人間

であって欲しいと思う。家庭内で、人権に関するニュースをみたり、他国との違いについて話した

りすることで取り組みたい。公共の施設が様々な人を受け入れられるようになっていればいいと

思う。（配慮ある看板（案内）、相談窓口の開設、イベント、ワークショップの開催など）生駒市は

図書館が魅力的だと思うので、そこを活かしてイベントをしたり、障がい者雇用をテーマにしたビ

ジネスプレゼン、まちおこしプレゼン企画大会などを通して課題解決するための難しさや視点を

実感できる取り組みもおもしろいかもしれない。（30代・女性） 

 人権は大切だと思いますが、だいたいもう教育されて育った世代です。あえて伝えようとしても、

知りたいと思う心がなければ伝わっていない。行政としてお金をかけてまでしても、ごく一部だけ

にか伝わりません。無理してたたきこまなくてもよいのかも。（30代・女性） 

 このような意見調査が行われていることを知ったとき（50代・女性） 

 このアンケートについて。ご主旨は大変すばらしく尊重されているものですがアンケート内容が

複雑すぎて、多項目で選択するのに苦労しました。表記が抽象的で理解しにくい内容のものが多か

った。もう少し簡略にして的を得た内容から選択したいです。10 項目以上から 3 つを選択するな

ど労力と能力がいります。まずはこのアンケートをもとに今後活動されると思いますがアンケー

トや講演内容をもう少し平易にして頂けたらと思います。逆に平易な表現ほど内容が豊かになる

こともあると思います。（70代以上・女性） 

 アンケートの質問項目の設定が一方的、特定の視点に偏りすぎであり、勧誘尋問になっているよう

に思われ、極めて不当である。各問題の質問には逆差別を懸念する視点からの質問項目が切り捨て

られている。（40代・男性） 

 アンケートを記入していて。人権についてわかっているように思っていたのに何もわかっていな

いことがわかりました。（70代以上・男性） 

 なぜアンケートの実施をしたのか目的が不明。まずは生駒市としての考え、取り組みの説明が必要

では。（60代・男性） 
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 回答項目に直接人権に関わりのないものが紛れている。項目間の均等性を欠き、また人権の理解を

妨げる恐れがある。（20代・男性） 

 今回のアンケートに答えながら、いかに自分が人権問題について知らないことが多いかというこ

とを実感しました。人権が尊重されていると特別に思ったことは無いですが、逆に人権が無視され

ていると感じた覚えもありません。それだけ人権に関する意識が薄いということなのか、自分でも

答えが出ないです。今回のこのきっかけを機に、普段の生活の中での人権を意識してみようと思い

ます。（30代・選択しない） 

 今まで、普通に幸せに生活できたと実感できる時点で、私の人権は守られてきたんだなと思います。

ただ、ひとつ間違えれば簡単に人権は侵害され、つらい立場に追いやられるということも、なんと

なくだが認識しています。（40代・女性） 

 

 

（18）その他 

 日頃、人権について問題意識を持って生活していません。人権が尊重されなければならない社会と

はどのような社会なのでしょうか。アンケートの課題となったそれぞれの内容についても、わざわ

ざ問題提起することが問題に感じます。実体験がない私にとりましては、全てにおいてもっとフリ

ーに自由な社会であること、一人ひとりの人権は守られお互いを尊重できる社会があるのではな

いでしょうか？今、どのような問題が生駒市において課題となっているのか？実生活を過ごして

いる私にはあまり実感がありません。高齢者となった私共ですが、健康に過ごし、幸福な日々を送

っております。生駒の市民であることを誇りに感じております。（60代・女性） 

 今まで生きてきて、自分の人権が侵害されていると思ったことがありません。これからも続いてく

れるように願います。（50代・女性） 

 日本人を意識すること、特に歴史をよく理解すること。（60代・男性） 

 普段生活をしていて、「人権が尊重されている」とわざわざ実感する機会など無く、侵害されたと

感じた瞬間しか意識していなかったことに気付けました。まだまだ社会には無意識のうちに人権

を侵害してしまう人、されている人、意識的に人権を侵害する人々がはびこっています。おそらく、

今回「この人権侵害はあるか」という質問に対し、「無いな」と思った項目に対する意識が私は低

いのかなと思います。こうやって自己の人権に対する意識の有無が確認できたのはたいへんあり

がたく、とても良い機会になったと思います。このような取り組みをこれからも続けていっていた

だけると嬉しいと思います。人権に対する意識を統一することは難しくとも、よく考えることので

きる機会があるのはとてもありがたいことです。ただ、人権問題と騒がれるよりそっとしておいて

ほしい人々もきっといるでしょう。人権問題の対象と判定されるのをよく思わない人々もいるで

しょう。そういった存在が多くいることもわかっていてほしいです。（10代・女性） 

 基本的人権を制限、制約するような憲法改定の動きがあることが大問題だ！マスコミの報道姿勢

（興味本位、視聴率対策を思えるような過剰なプライバシー侵害、あとはほったらかしの報道）＝

これこそが問題！（60代・男性） 

 個人の意思が尊重されているとき。家庭内では自分の進路決定の際に家族から強要されることは

全くなく、すべて自分で決めることができた。外国人にしても障がい者にしても、その人本人があ

る程度はやりたいことができる環境が必要だと思う。具体的な対策ではないが、差別や人権侵害を

受けることが少ない人たちが少しでも譲り合うことが大切だと感じた。（10代・男性） 

 国のトップが人権を損なうような言動が多く、全国に発信されているような今の状態では、日本の

民主主義は非常にあぶないと思う。やはり、現実問題として、法律の整備が望ましいと思う（抜け

道がないような）。（60代・男性） 
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 人権に対する意識や理解が深まることは非常に良いことではあるが…人格のない者ほど、やたら

と人権を主張したがる傾向がある反面、本当に困っているにもかかわらず声を上げることができ

ていない弱者を救済する仕組みを構築することが急務だと考えます。（50代・男性） 

 人権、人である以上、これを侵害されることは不条理なことであり、これを是正し、ゆがみや歪み

なき社会にしていく取り組みは、弛まぬ取り組みがあってのこと。行政が取り組む必要を感じます。

広島から転勤でこちらに来ましたが、広島の原爆記念、8.6をあまり取り上げられない空気に、地

域の差を感じました。逆に、人権とか差別をなくそうという看板やポスターが多いなと感じました

が、具体的に何かを（違和感）感じたことはありません。ただこちらでは地域で格差のようなもの

があるとちらりと聞いたくらいです。大阪市に関してはよく聞きます。東北の放射能汚染、原発の

再稼働、核のゴミ、そこの住んでおられた人々が苦しんでいるだろうと思われる。生駒市は、再生

エネに積極的に取り組んでおられると見受けられ、さらに加速されることを望みます。（50代・女

性） 

 もっと人権尊重が必要であるということが身につく環境にする必要があると思う。人権尊重の大

切さが身についていなかったら、後追いでしかないのでは！（60代・男性） 

 日本国憲法の基本は①基本的人権の尊重②国民主権③平和主義ですが、基本的人権は、誰もが自由

で幸せに生きることを邪魔されない権利、つまり生まれながらに持っている権利と位置づけされ

ております。具体的には平等権、自由権、社会権、請求権、参政権などでありますけれども、これ

らに違反して社会問題になって大きなニュースとして伝えられる日がたびたびあって、基本的人

権の尊重がどこかに忘れ去られている昨今であります。中学生の頃に憲法を習った記憶がありま

すが、成長するにつれ、必要性が増大しますので、日本国憲法を再勉強する機会を設けて、人権教

育の一環として取り上げることが必要なのでは…と思うのだが。人種を問わず、お互い安心と安全

の中で、平和に生きられる時が、人権が尊重されていると感じる時と、私は思っております。（70

代以上・男性） 

 国会での答弁を見て、これからもっと人権の意識は薄くなり、弱肉強食の社会になっていくのだろ

うと不安を感じている。社会の模範となるべき人（政治家、官僚）が嘘つきではどうしようもない

ですね。（60代・女性） 

 人権が侵害されたと感じることなく生活できていることが、尊重されている証だと思います。今、

法を犯していないのに生きることが辛い方がいらっしゃるのなら、何かしらの人権が侵害されて

いるのかもしれません。そういった方々のお話に耳を傾けることで、今後の課題が見えてくるよう

に思います。（40代・女性） 

 自分がやりたいことができているとき尊重されていると感じる。初等教育で人権問題を学んでい

るので、再学習する必要性はない。（20代・男性） 

 審判的な態度をしないで受け入れられた時。（50代・男性） 

 三審制などのように自ら身を守ることを自らで決めることができるとき。国や都道府県、市町村が

どれだけポスターやインターネットで、人権問題について訴えても、人が見なければ訴えても意味

がないと思うので、HP などに記載することも重要だが、駅など人が多い場所で目に見えるように

訴えかけるのが、必要だと思う。例）CM、道から見える看板、駅前のポスターなど。人間は自ら見

ようとするよりも、自然に目に入ってくる方が情報量が多いと思う。そのため、各人で見てもらう

より、見せるようにすれば「人権」について多少なりとは関心が高まると思う。（20代・男性） 

 この生駒市に引越ししてから一度も自分が、人権を侵害されていると思ったことがないので、いい

所だなぁと思っています。（70代以上・男性） 

 尊重が過ぎると逆差別になることも感じます。（50代・女性） 

 1 人 1 人のお互いの考え方を変えないと人権問題は解消の方向には向かっていかないと思います。

（20代・男性） 
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 政治家のモラルの低さ。DV 被害に女性が気づけない社会。嫌なことに声を上げられない社会、議

員の定数も女性が少なすぎる。暮らしになっているのは女性であるのに、男性議員ではそこがわか

らない。老齢化、一人暮らし、不安が多すぎる。地域での助け合い。これしか方法がない。地域自

治会への援助、活性化が重要だと思う。このアンケートでも女性差別、モラルの低さがわかります。

私のような厳しい意見をする人間を排除しないでください。日本は今、前代未聞の差別社会です。

そこで男性もとまどっているのは事実。このアンケートにも人権意識の低さがわかります。生駒市

民として残念ですが、選んで頂けて幸いです。（50代・女性） 

 ①丁寧な対応をしてもらえた時。②あった出来事や、ニュースについて話題に出し、話しやすいよ

うにする。（40代・女性） 

 人生は自己責任。（70代以上・男性） 

 地域とのつながりがまったくないので、他人の人権も自分の人権もよくわからない。（50代・女性） 

 職員の方、お仕事ごくろうさまです。今後とも、情熱を持ってお仕事に取り組んでください。少し

でも社会がよくなることを願っています。善意の隣人には一言のお礼も述べられないお母さんは、

困ったものだと思います。社会や、人の助け合いを分断しますね。（60代・男性） 

 プライバシーの保護等が過剰に主張されていて、普通の生活やコミュニケーションや地域のつな

がりが阻害されてしまっていると思う。（40代・男性） 

 地域においては、自治会への若者の加入が減少。老人会は会員が減少し、新規会員が入会せず、消

滅してくる。これらの原因は、情報過多で社会において個人で生活できるようになってきているこ

と。つまり、協働や連帯がなくても単独で生きていける。会としては、役員などの煩わしい責任を

負わされるのが嫌だという個人が増えている。今格差社会が進み、個人・利己主義が横行する社会

となっている。集団内における負け組の無気力、虚無感が孤立、孤独死の増加原因であると思う。

人は生まれたところで一生生きていける社会が最高だと思う。（60代・男性） 

 日本は諸外国に比べ言論・行動が自由であり、若者は海外へ行き、百聞は一見に如かずを体験して

はじめて日本のよさがわかると思うので、大いに海外へ行くべきである。（井の中の蛙）ではなく、

見聞を広めるべきである。（70代以上・男性） 

 保護も必要だが、過剰にならないことも必要。法整備も必要だが、まず全国民に日本国憲法を学ば

せた後に個別の問題を解決していかないと、やっつけ仕事にしかならないと思う。（50 代・男性） 

 自分が幸福を感じた時が一瞬でもあれば、人権を尊重されていると思う。（20代・女性） 

 少数者にスポットを当てること、人権も大切ですが、正しく生活している人々の権利も大切と思い

ます。少数者の為に過剰反応して、大多数が不利益を受けないことを、合わせて考えていってほし

いです。国・市町村の発展が大切。豊かな所には争いは減ると考えますので、発展の停滞をしたり、

ムダな設備費、行事が増えないようにしてください。（40代・男性） 

 個々が考える力をつけることが大事であって、人権は学校で教えられるものではありません。まし

てや、強制されるものであってはならないと思います。以上。（50代・男性） 

 何不自由なく生活できている時。困ったことがあれば、それを助けてくれる人がいる時、人権が尊

重されていると思う。そういう社会にするためには、小さい時から人を思いやる心を育むことが大

切であり、家庭・学校での教育、マスメディア等により、正しい情報が世の中に広められることが

大切だと思う。（50代・男性） 

 信頼されていると思えた時に尊重されていると思える（30代・女性） 

 近所であることないこと広げられ数年に渡り嫌がらせを受けてきました。人権ってなんなんでし

ょう。（40代・男性） 

 自分のまたは家族のプライバシーが守られているとき。また相談ができるところがあるとき。（60

代・女性） 

 人権について知っているつもりでしたがまったく理解できていないことがよくわかりました。ゆ

っくり勉強したいと思います。（60代・男性）  
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 人権問題にかこつけて自分がしていること以外の問題についての差別発言をする人がいることが

残念。一人一人がごく普通に皆と付き合いをしていけば人権問題が起こらないと思う。しかし実際

は根が深く見えない部分が多すぎる。（50代・男性） 

 昔から比べるとかなり人権問題は進んで来たと思えるが最近はマスコミがひどい。古くから臭い

ものには蓋といって見えなくしてきているが見えなくしすぎている。よいことも悪いこともすべ

て情報提供することがいろいろな意見が得られると思う。差別は人への尊敬か思いやりが欠けて

出てくることであり、また人間として生きていく上で何かしらの不平不満は出てくるものである。

それらすべてを無くすことは不可能であり少なくしようとしてもどこかでしわ寄せが出てくるよ

うになる。隔離してさわらせないようにして人の知識から消すことができても雑草のようにまた

生えてくるのです。むしろ差別しないようにしましょうと言っていることで差別という認識が生

まれてくるわけで差別とは何ぞやということについてよいことも悪いことも全て情報を提供し皆

で議論することが良いのではないかと思う。The RED Pillなどの少数意見の映画の上映（40代・

男性） 

 私どもは高齢者の家族ですが子ども食堂などの風景をテレビ等で拝見しますと胸が痛みます。DＶ

被害等でひとり親の世帯が多いのでしたらこれは本当に困ったことだと心配しています。的外れ

なことを書いてしまいましたが若い方たちが希望の持てるようになってほしいと思います。（70代

以上・女性） 

 社会に必要とされていると感じたとき（40代・女性） 

 近年人権、個人情報とさわぎすぎ。今は何もかも同じ状況でもっと普通の常識的考えでよいと思う。

（60代・男性） 

 トップが堂々と嘘をつきそのとりまきも全員嘘をつく。そんな国、地方自治体の職員が記録した事

実も全て否認。その職員の人権無視。一方道徳教育を推進。そんな馬鹿な話がありますか。子ども

には第一に嘘をつかないことを繰り返し教えましたが今の日本の現状は本当に酷い状態です。事

実は一つ。正しいことは正しい。間違っていることは間違っていました、すみませんと言える社会

が必要だと思います。（未記入・未記入） 

 人権侵害が起きていてそれを回復するために活動している人のことが正当に報道されているのを

見たとき。例えばスポーツ部員の会見を正当なものとして報道されている TV 等を見ると日本は正

常と感じる。一方でセクハラなどの問題に理解を示さない。自身は具体的な活動をすることは無い

が家庭内や職場では課題として取り上げている。人権問題は長い時間をかけてでも人々の意識を

向上させていくべきものであるので。教育、広報など行政での取り組みが重要と考える。また絶え

ず努力をし続けないといつの間にか毀損されてしまうものなので特に地域の行政には期待するこ

とは大きい。（50代・男性） 

 人権が尊重されていると普段から意識して生活をしていないため、正直難しい質問と感じました。

だからこそ人権が尊重され侵害もされていないとも感じました。（40代・男性） 

 人権という名の下に何か特権を持っているような言動が見られるまた少々逆差別的なところがあ

る。人権があるなら責任もあるのでは。（60代・男性） 

 すべての人々が生命と自由を確保しそれぞれの幸福を追求する権利、人間らしく生きる権利、生ま

れながらに持っている権利、日常の思いやりの心によって守られなければならない。国民1人1人

は憲法によって侵すことのできない永久の権利として基本的人権が保証されていて十分に尊重さ

れなければならない。全てが理想通りに平等にできるわけではない。人権の尊重が大切であること

が1人1人生活するうえで重要である。（60代・男性） 

 障がい者や女性、子どもが差別されたりするのはおかしい。これらの人が住みやすい社会をつくっ

てほしい。これらの人々への支援などもう少し考えなければならない。政治家の人はそういうのを

考えてほしい。（10代・女性） 
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 人権が軽視されていると思うようなことばかりが目立ちように思います。自己の権利や自由を主

張しすぎるがために、他人の権利や自由を奪っているのではないかと思います。権利や自由の裏側

にある義務や責任、マナーやモラルといった観点が軽視されているがためではないでしょうか。市

民一人ひとりがしっかりと自己の義務や責任を果たし、さらにはマナーやモラルについて考える

様になれば自然と人権が尊重される社会になるのではないかと思います。行政側には声高に権利

だけを主張している人と、本当に困っている人の見極めと、毅然とした対応をお願いします。（40

代・男性） 

 人権が尊重されていると思うとき。選挙に行ける時（参政権）２０才以上（１８才）なら誰でも行

く事が出来るから。他には人権問題について深く考えずに過ごしています。いつも開かれている市

役所の相談窓口があると思うだけでも心強く安心感を持ちます。質問の内容がむずかしく、答える

のに時間がかかりました。遅くなってすみません。（70代以上・女性） 

 ７５才なので人権問題といえば同和教育が思い出されますが、現在は人権の問題が多方面に広が

りすぎて解らないです。（70代以上・男性） 

 人権が尊重されていると思うときは、例えば外で歩いていても障害者でも通りやすく道が整備さ

れていたり、日常でどの人でも過ごしやすい環境が整えられていると気づいたときです。自分が実

際に目にして人権が尊重されていると分かる機会というのは少ないですが、社会的弱者がどう扶

助されているかなどや男女の権利を平等にするための取り組みを理解することは、人権について

関心を持つために必要であると思います。ひとりひとりが人権に関心をもつためには、人権平等に

ついてまず考える機会をつくっていくことが大事であるのではないでしょうか。（20代・女性） 

 人権が尊重されていると思う時は。電車にある女性専用車両、優先座席（点字ブロック等々）。職

場の育児休暇、介護休暇制度、障害者雇用制度等。駐車場にある障害者専用スペース。公的な生活

保護受給制度、公共施設にある障害者専用トイレやスロープ等の設備。人権について、家庭・地域

で取り組んでいること。自治会で人権委員を設け、市の人権学習への参加による啓蒙活動。人権問

題について。国や自治体の公的職務に従事している人、教育者、政治家等、一定の権限（権力）を

有する大人が、真剣にこの問題に向き合うべきと感じる。公的な場で平気で嘘をつく（組織を守る

為か）のは、子どもらの教育上、よろしくないと思う。今の日本の制度では、個人より組織や権力

者が優先（優遇）されているように思う。平等な社会だとも思うが、この平等であるがゆえに差別

を生んでいるように思う。もっと個性を重視した社会になるような仕組みが必要と感じる（義務教

育により平均的な人材を育てるのもよいが、より専門性の高い人材教育の充実等）。（40代・男性） 

 日本人全員、島崎藤村の「破戒」を読むべき。（70代以上・男性） 

 「人権について」ということなら、一番にやめるべきは、戦争です。人権問題の中に入れてほしい、

最もひどい人権侵害だと思う。（50代・女性） 

 収入が少ない為、生活に補助が少しでも考慮されていることは、ありがたいです。（40 代・女性） 

 責任なき権利の主張が普通にある。人権の問題の以前の話。でも、これは説明や話をして理解を得

るのは難しいと思う。なので、成功者（成功者とは自己責任で解決した人、もちろん、周りの人に

も協力を得ていると思うが）に話してもらうことで、前向きに考えてくれる人が増えると思う。問

題はたくさんあると思われますが、できるだけ簡単に取り上げてほしい。素直な子どもと親をから

めた環境で考える場をつくってほしい。たぶん親は、大人だけの環境で学ぶよりも、子どもの意見

や感想を聞く方が、大きな刺激を受けるはず。人権問題ってまだまだわかりません。ごめんなさい。

取り上げられているのは大変だと思います。ありがとうございます。（40代・男性） 

 私は規則を守っている限り、その人の人権は保証されるべき、と考えます。つまり、法や規定、も

しかしたらマナーも含まれるのかもしれません。これを守っている限り、会社や自治体、国はその

人を守らなければなりません。逆に言えば規則を守らない人にまで人権を“手厚く”保証する必要

は無いということです。もちろん最底限の権利までも侵害するものであってはならないのは言う

までもありませんが。（60代・男性） 

 安全で自由な雰囲気、市民も外国からの居住者も安心して住めるまち。（60代・女性）  
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 常に相手の立場を尊重し、理解した対応ができ、思いやりを感じるとき。（60代・男性） 

 国と国およびグループ、会社がもっとルールを守り、してはいけないこととやってもよいことをも

っと知ることが必要ではないか。（70代以上・男性） 

 弱い立場にあるから助けなければならない、という考え方をする人がいるが、一人で少しでもがん

ばってやっていけるような仕組みをつくってあげた方がよい気がする。（20代・男性） 

 根拠のない話だけで他の人に話さない。（50代・女性） 

 人権が尊重されていると思うときは特になく、家庭や地域で取り組んでいることも特には無いと

思っています。（10代・男性） 

 若者が関心を持つような工夫をして下さい。全ては若者にかかっている。（20代・男性） 

 人権に関する法律のところで、名称は知っているが内容まで知らないというものが、私も他の方も

多いと思うので、国や県・市が周知させることが大切ではないかと思う。（50代・女性） 
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Ⅴ 調査票 
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